




































































ここは異世界コンビニ　デモン・イレブン２




盗賊のお客様、店員の目の前で万引きはおやめ下さい！








大楽絢太







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　開店プロローグ







　オレの名前は反はん馬ま透とおる。

　現在一六歳、なんてことはない、どこにでもいる、コンビニでバイトする高校一年生である。

　コンビニバイト。

　そのフレーズを聞いて、君はこう思わなかったろうか？

　ベタなバイトしてんなぁ。

　オリジナリティに欠けすぎ。

　もっと、大人になった後、飲み会やデートで、話のタネになるような、もっといえば、将来子供や孫に武勇伝語れるような──

　そういう、色々豊富な人生経験積めるような、タフなバイトしといたほうがいいんじゃないの？　と。

　もし本当にそう思ってるのなら、オレはそういう奴やつに、声を大にしていいたい。





「武勇伝……あるわ！」






　飲み会やデート、子供や孫どころか、いつか自伝出したら、映画化確実、国民全員夢中になるくらいの、超ちよう弩ど級きゆうの話のタネ、あるわ!!

　何な故ぜなら、オレがバイトしているのは、ただのコンビニじゃない。

　異世界に転移し、店長も社員も大人もいないのに、何故かそこで運営を続けている驚きよう天てん動地のコンビニ──

　人呼んで〝異世界コンビニ〟デモン・イレブンだからである。




「店長代理！　一〇時の方向で魔ま王おう直属四天王と、勇者パーティの一人が激げき突とつしてます！」

「はぁぁ？　ったく……しゃあねぇな。となると、予想される魔力衝しよう突とつ衝しよう撃げき波はの半径は二、三メートルか？　……シートかぶせとくわ」

　いうなり、オレの隣となりに居た、店長代理、元の世界では人気声優だったらしいがこの店で一日店長やってたばかりにこの騒そう動どうに巻き込まれてしまった男、真ま壁かべケイタが猛もうダッシュで本ほん棚だなに向かい、レジの後ろに隠かくしていたビニールシートを本棚にかぶせた。

　その瞬しゆん間かん、

「ふざけるなよ下等な人間が！　そのジャンプは僕が読むつもりだったんだ！　僕ら魔族にとって、月曜日にジャンプを立ち読みするのがどれほどの悲願か──君のような出で来き損そこないには想像もつかないだろうよ！」

「あらあら、四人いないと何も出来ないおチビさんかと思ってたら、随ずい分ぶん威い勢せいの良い口を利くのね四天王〝雷らい帝てい〟レッセ。

　お姉さんが教育してアゲルわ。

　アナタにはまだ〝コロコロコミック〟がお似合いだってことをね──」

　そういうと、片や──金細工のように美しい金きん髪ぱつに、左右色いろ違ちがいの瞳ひとみの少年が、口の中で何か呪じゆ文もんのようなものをブツブツ呟つぶやき、前に突つき出した両手の先にバチバチ電撃を溜ため始め──

　片や、聖衣をまとい、自身の背せ丈たけと同じくらいの長さのある先せん端たんに結けつ晶しようのついた杖つえを持つ蒼あお髪かみの少女は、杖を後ろ手でクルクル回したかと思うとピタリとその杖の先を電撃を溜める少年の方に向け、そして──

「〝終の雷ゲイボルク〟」

「〝単体絶対被害甚大呪文ホーリーライト〟！」

　少年は黒い雷かみなりを、少女は蒼あおい雷をそれぞれ放ち、ちょうど互たがいの中間地点で激突させた！

　その圧あつ倒とう的な力に、周囲に居た一いつ般ぱん客きやく達がすべて吹ふき飛ぶ！

「ぐぅ……！」

　が、間かん一いつ髪ぱつ。

　それを先回りするように読んで動いていた店長代理の尽じん力りよくにより、もろにその衝撃波を受けるはずだった雑誌コーナーはブルーシートに守られ、ほとんど無傷を保つことに成功していた。

「やるわね……レッセ！」

「こっちの台詞せりふだ……〝神の隣に座った女〟僧そう侶りよルミナリエ……！　僧侶のクセに、嬉き々きとして攻こう撃げき呪じゆ文もん打っちゃってサ……」

「あら、聞こえなかった？　あれはホーリーライト。神の慈じ悲ひ深ぶかさを教えるための光で、当たっても決して害はないわ」

「ウソつけぇ！」

　ドガガガガガガ！

　啖たん呵かを切りあった二人は、今度は肉にく弾だん戦に移行しているが（つか、僧侶ルミナリエ、さすが業界トップの勇者パーティの一員だけあって、肉弾戦もクソ強い！　残像とか出して、杖で相手を殴なぐりつけてる！）

　ま、でも、そんなことはどうでもいい。

　そんなことより、次だ、次！

「九く条じよう！」

　オレは油断なく指示を飛ばす。

「分かってるわよ！　いちいち気安く名前呼んで、偉えらそうに指図しないで！　この店の真のリーダーは、あんたじゃない、この私なんだからね!?」

　いうなり、黒くろ髪かみロングに白いカチューシャの少女、九条麻ま衣いが、店内奥、弁当コーナーに向かって走り出す。

　その先には、

「エド。まだ分からないのか!?　あの時聖せい杯はいに毒を盛ったのは僕じゃない！　異い端たん審しん問もん会か枢すう機き院の誰だれかが……！」

「黙だまれリオン！　お前はいつもそうだ！　お前が光で俺が影かげ！　この前のシーチキン巻きの時だって……」

「！　あれは！　君が納なつ豆とう巻きが欲しいって」

「剣けんを抜ぬけリオン！　御ご託たくは沢たく山さんだ！　俺は師を得た。闇やみの力を使う師を。この闇の剣で──今度こそお前からシーチキン巻きを奪うばい取ってみせる！」

「馬ば鹿か野や郎ろう……！　分かった戦おう。ただし君を殺す為ためじゃない。僕の剣で君の心と僕の心……つまりシーチキン巻きと納豆巻きがまた一いつ緒しよになる日をつくる為に、僕は戦う！」

「ぬかせ……貴族が！」

「君と僕は兄弟同然に育った仲じゃないか！」

　ガキィィ！

　えーと……。

　コンビニで、何でこの人らいっつもこんなシリアスなんだろう。

　育ちの良さそうな金髪の青年と、燃えるような野心を瞳に秘ひめた黒髪の青年が、互いに重そうな剣──前は確かレイピアだったハズだが、徐じよ々じよにレベルアップしてきてるのか、互いに得え物ものが大おお振ぶりになっている──

　をぶつけあいながら、激論を交かわしている。

　ま、でも、それはいつものことだ。

「麻衣！　任せるぞ！」

　オレは力をこめて九条にエールを送る。

　すると、その瞬間。

「……ッ！　……ッ!?」

　九条が、何故か、顔を真っ赤にしながらこちらをみて急ブレーキをかけた。

「なっ、麻、なっ、麻…………!?」

　わなわな震ふるえながら口をパクパクさせつついってくる。

「な……何いきなり下の名前で呼んでるのよ、あんた!?」

　そして九条は、顔を真っ赤にしながらオレに全力抗こう議ぎしてきた。え!?

「あ……ご、ごめん。何か、気持ち高ぶって、下の名前で呼んじゃったわ。き、気持ち悪かったよな？」

「当たり前でしょ!?　なんであんた如ごときにファーストネーム呼び捨てにされなきゃいけないのよ!?」

「だ、だよな!?　絶対ダメだよな!?　今後は金輪際絶対いい間ま違ちがえないよう気をつけるわ」

「ったく。そうしてよね！」

　そういった九条だったが、

「ま、まぁ……ふ、二人きりの時とかなら、べ、別にいいけどさ」

　オレに表情が見えない角度に向くと、なにやらボソボソいっていた。

「ん？　今なんかいった？」

「はぅ!?　なっ……なんでもないわよ！　と、とにかく！　あんたなんかに何かいわれなくても、私は完かん璧ぺきに仕事してくるんだから！　余計なこといわないで黙ってそこで見てて！」

　そういうと。九条は、命がけで剣をぶつけあってる騎き士し、エドとリオンの間に割って入り、

「ちょっと邪じや魔まよ！　あんた達、いつまでやってんの!?」

　右掌てのひらをエドの顔の前に、左掌をリオンの顔の前に持っていき、互いの視界を遮さえぎって思いっきり物理的に待ったをかけた。

「うっ!?」

「視界が!?」

　とか二人がいってる間に、九条は棚たなに商品を補ほ充じゆう、

「ほら。シーチキン巻きも納豆巻きも商品補充したわよ！　これで一人何個でも買えるんだから、もういい加減幼よう稚ちな喧けん嘩かは止やめてよね！」

　相手はいちおう客なのだが、エドとリオンを一いつ喝かつした。

「よ、幼稚……」

「お、オレ達、幼稚だったのか……!?」
















　ガーンと、音がしそうなくらい落ち込んでいるエドとリオン。

　ま、まぁでも、確かに、あの二人のシリアストーンに気け圧おされてたけど、よく考えたらシーチキン巻きと納豆巻きを巡めぐっての争いって、ぜんぜん重厚でもなんでもなく幼稚っちゃ幼稚だよな……。

　と、思ってる傍そばから、また事件が。

「あぁっ、クソ……！　この、この、カップ麵めんにお湯入れるポット！　何十回やっても、この、〝ロック解除〟ランプが点灯してるとお湯が出るのか、それとも、むしろ出ないのか……分からなくて腹が立つぜ！　こうなったら最後の手段、命と引き換かえに大爆ばく発はつを起こして対象を木こっ端ぱ微み塵じんにするあの技わざで中のお湯を取り出して──」

「何故だ!?　何故このコピー機は、何回やっても端はしの部分が切れてしまうんだ!?

　Ａ４の紙を縦に置く……やっているじゃないか!?　もういい……どうせ私は部下に頼たのまれたコピーひとつ満足にとれない生きてる価値無しの魔王さ……死のう」

　お湯を入れるポットの前で憤いきどおる、逆立てた黒髪に金の鉢はち金がねを巻いた青年〝勇者デイン〟と、

　コピー機の前で項うな垂だれる赤い髪に黒い服のどことなく不幸そうな女、〝魔ま王おうベアトリーチェ〟が、同時に、なんか自分勝手なことをいいながら、キィィィィ……！

　色は、勇者が青、魔王が赤と異なるが、どちらも、自身の命を燃やしてることは一目瞭りよう然ぜんな光を全身から発し、それぞれ、全く同時に、同じような理由でその場で自じ爆ばくしようとし始めた！

　いや……全く、相変わらず、なんてはた迷めい惑わくな勇者と魔王なんだ！

「勇ゆう気き！　白しら雪ゆき！」

　とはいえ、オレは、こんなこともあろうかと、さらなるウチの店のバイト、野の宮みや勇気と白雪塔とう子こをそれぞれその近くに待機させていたんだ。

「打ち合わせどおりやってくれ！」

　指示を飛ばす。

「にゃはははは！　任せとけって透！　昨日、五時間くらい必死に勉強して、やっとポットの〝ロック解除〟の法則だけは分かるようになったぜー！」

「あぁ、もう、なんで私がコピー機の使い方なんか教えなきゃいけないんですか……？　そんなに使い方難しいなら、私、イチから簡単操作の自作プリンターつくってあげましょうか？　いちおう、自作プリンターなら幼稚園の時マサチューセッツで四回程ほど……」

　二人を呼ぶと、二人は、二者二様のリアクションで、それぞれ、野宮が勇者のポットに、白雪がコピー機のほうへ駆かけつける。そして、

「にゃはは！　落ち着けって勇者サン。えーと、カンペによると……〝ロック解除〟のランプが点灯してる時は、もうロックが解除されてるってことで、このまま素直にボタンを押せばお湯出るんさ！　だから、慌あわてず、騒さわがず、ゆっくりボタンを押せば……！　ほら！」

　ジョロロロ……当たり前だが、お湯を吐はき出すポット。

「何ィ!?」

　勇者が絶句した。

「て、てめ……何モンだ!?　王立学術院すら匙さじ投げたっつーポットの〝ロック解除〟の法則をアッサリ看破するって……！　勇気？　野宮勇気？　今まで認にん識しきしてなかったが。これからは、お前も〝運命の子〟候補の一人としてツラ覚えとくぜ……！」

　ゴクリ、と唾つばを飲み込みながら、シュン──身体からだから放とうとしていた自爆エネルギーを消しつついう勇者デイン。

「だーかーら！　これは、単純に、用紙サイズの設定がＢ５になってるんですって！　魔王さん、色々いじってるうちにＡ４サイズの資料、Ｂ５サイズで印刷しようとしてることになっちゃってるんですよ！」

　一方、白雪も、チャチャッとコピー機をイジって魔王が印刷したがっていた資料をあっさりちゃんと印刷。

「お、おおお……！」

　魔王が驚きよう愕がくに打ち震えた。

「お前は一体……!?　Ａ４とＢ５、どっちが大きいか、今魔界じゃ国が真っ二つに分かれるくらい、ややこしく、誰も分からない問題だというのに……！　塔子？　白雪塔子？　デモン・イレブンには、トールやマイ以外にこんな最終兵器リーサルウエポンが待機していたというのか……!?　どうりで繁はん盛じようしているわけだ」

　圧あつ倒とうされたように後ずさりながら、シュン──こちらも、命と引き換えに起こそうとしていた爆発を止め、纏まとっていたエネルギーを消失させる──！

　よし、間かん一いつ髪ぱつ。

　これで店、ひいてはこの世界の消しよう滅めつはなんとか防いだ。

「さて、後は……！」

　オレは、バイトリーダーとして、店内を見み渡わたす。

　すると。そこには、

　方向音おん痴ちすぎて、レジに来られない様子のトレジャーハンターが一名──。

　身体が大きすぎて、出口から出られなくなって暴れているジャイアント・スライムが一体──。

　店内の混雑に巻き込まれ、誤って床ゆかに卵を落として割ってしまったことでフリーズしている忍しのび装束の忍にん者じやマスターが一名──。

　買い物が終わった後、いつもの調子でワープ呪じゆ文もん唱えるも、この建物に天てん井じようがあることを知らないのか、さっきから何回も何回も天井に頭をぶつけて落下してきてる賢けん者じや風の青年が一人──。

　その四人が、バーゲン会場のように混雑している店内で、困ってるのが見えた。

「ていうか──マジで同時に問題起こりすぎだろこのコンビニ!?」

　オレはさすがに取り乱しかけるが、しかしまぁ、コンビニ店員たるもの、コンビニで問題起こったなら、どんな問題でも解決するしかない！

「よし──！」

　オレは覚かく悟ごを決め、すぅ、と大きく息を吸い込むと。

　自分に出せる最大限のダッシュ力、そしてこの世界で強制的に身についてしまった細かいステップを駆く使しして、店内の雑ざつ踏とうの中に突とつ入にゆう、

「お客様がた！　間とお足元、失礼します！」

　僧そう侶りよルミナリエと雷らい帝ていレッセがぶつけあってる殺人光線ホーリーライトと黒い雷かみなりの下を潜くぐり抜ぬけ、制服の背中の部分をチリチリにして──、

　四種のチーズのカルボナーラを取り合う戦士達の戦いに巻き込まれ、頰ほおに切り傷を作り──、

　いきなり正面から飛んできた火炎球フアイヤーボールを間一髪よけたものの前まえ髪がみを焦こがされ──、

　とばっちりで強制転移魔法を受けてせっかく目的地に近づいたのに店の屋上に飛ばされて、またイチから振ふり出しに戻もどされたりしながらも──、

　その都度、自分の身体の可か動どう域を限界まで使い、集中力が切れないよう、必死に必死に自分を戒いましめ、そして、いざという時には、生と死の狭はざ間まに見える、なんか世界中がスローモーションに映る現象をうまく利用したりしながら、困ってるお客様に接近！

「うおおおおお！」

　そして目的地にたどり着くと、

「お客様、お出口こちらでございます！」

「お客様、お怪け我がはありませんか!?　いえ、大だい丈じよう夫ぶです、こちらの卵は当店で掃そう除じしておきますので、お代は大丈夫ですよ！　新しい卵お持ちしますね!?」

「お客様、今、ドアの電源切って、扉とびら開けっ放しにしますのでお待ちくださいね！　そうすれば、お通りいただけると思いますので」

「お客様、店内での転移呪文のご使用は、天井の強度的にも心配なのでご遠えん慮りよいただいております。お外での使用お願いします！」

　口から心臓が出そうになるくらい息切れしながら、次々、お客様を捌さばいていく。

「なんてキツさだ……コンビニバイト」

　どうだろう。これでコンビニバイトにも武勇伝は生まれるって現実を知ってもらえたんじゃないだろうか。

　走りながら、オレはつくづく実感する。

　この店のバイト──異世界コンビニでのバイトが、いかに、タフでハードなものなのか、ということを。

「けど立ち止まるわけにはいかないんだよな……！」

　オレは、自分の立場を再認識する。

　オレ達は、コンビニごと、この世界に転移してしまったけど。

　幸か不幸か、日本から、荷物は届く。

　結果、日本時代に設定されていたノルマは、そのまま続行。

　うちの場合、この異世界に来てから半年以内に、本部評価〝Ｓ〟にしないと、店が取り壊こわしになるというノルマがあるので、こんな無茶苦茶な状じよう況きようだけど、ちゃんと働かないといけない……！

「ま、でも、前に比べたら、随ずい分ぶんやれるようになってきたか……！」

　同時に、オレは、少しそんなふうにも感じる。

　オレ達がこの世界でコンビニを始めてから。

　昨日で、ちょうど、まる二ヶ月が経過していた。

　つまり、ノルマまで、残り四ヶ月──！

　最初は全く客が居なかった店内には、日に日に目に見えて客が集まり。

　また、店の中で起こる厄やつ介かいな客達によるトラブルにも、勿もち論ろん、振り回されはしてるけど、激げき突とつ前に、店長代理がビニールシートかぶせたり、トラブル起きそうなポットとコピー機の前に事前に人待機させたり、慣れて、対応して、事前に予想して動けてるから、店が止まるようなトラブルは起きていなかった。

　バイト同士の連れん携けいも日に日にとれてきてる気がするし、オレもちょっとはバイトリーダー（あ、いちおうオレは、この店でバイトリーダーをやってる）らしくなってきた、気もする。

「この調子で、突つっ走ぱしっていくしかないよな……！」

　オレは自分に気合いを入れなおした。

　たぶんこれからもこの店は、色々厄介なトラブルに巻き込まれるだろう。

　けど、そんなもんにめげず、一いつ致ち団結してやっていくしかない。

　きっと、オレ達なら、それが出来る！

　そうしなきゃ、このコンビニ、潰つぶれちゃうんだから……。




　というわけで、ここは〝異世界コンビニ〟デモン・イレブン。

　そこで行われる、オレ達のコンビニ営業奮ふん闘とう記は、今日から三ヶ月目に突入した……！







　　　シフトⅠ　とある密書の聖戦録







　しかし、いくらそんなイイ感じに気合いを入れても、この世界では、そんなものすぐガタガタに崩くずされる。

　オレにその現実を思い知らせるには充じゆう分ぶんな厄介な出来事が。

　その日の夜、さっそく巻き起こった。

「て、店長代理！」

　それは──深夜二時過ぎの時間帯だった。

　オレは、店の業務をほっぽり出して、裏の事務所でジャンプを読んでいた典型的なやる気なし店員、店長代理の真ま壁かべケイタを呼ぶ。

「なんだよ……あのな、お前、俺今日朝七時からぶっとおし連続勤務だぞ？　人手足りないとはいえ、本来店員でもない俺のこと酷こく使ししすぎなんじゃ……」

　店長代理は、本当にげっそりした顔でいいながらノソノソ出てきたが、とりあってる余よ裕ゆうはなかった。

「それはすいませんけど！　店の外見てください！」

　オレは叫さけぶ。

「あぁん？　店の外？　なんだよ…………こっちの世界の人間、わりと朝型だし。この時間。いっつも目の前の草原は灯あかり一つなく真っ暗で、何も見えないんじゃ…………」

　いいながら、面めん倒どうくさそうに外を見る店長代理だが、その表情が瞬またたく間に固まる。

「!?　なんじゃありゃ!?」

　店内に響ひびく店長代理の声。

「逃とう亡ぼう犯!?　逃亡犯でも探してるんか!?」

　ゾッとしたように叫ぶ店長代理。

　店長代理のリアクションは正しい。

　店の周りには、夥おびただしい数の灯り──人の手で掲かかげられている、おそらく松明たいまつによるものと思われる灯りが、うちの店の少し向こう、地平線のほうで明るく燃えていたのだ。

「そ、そうかもしれませんね。まぁ、ちょっと距きよ離りあるし。今のところウチは関係ないと思いますけど」

　しかしその時だった。

　ピンポーン。

　店内の入店音が唐とう突とつに鳴り響いたかと思うと、入り口の自動扉が開き。

「や、やった……！　たどり着いた……ぞ」

　ドサリ。

　全身傷だらけの少女が、店の中に倒たおれ込んできた。

「「え!?」」

　目を疑うオレ達。

「もしかしてこれ……追われてる奴やつきちゃったのか!?」

「ぽいですね……ど、どうします、店長代理……」

「マジかよ……死ぬほどかかわりあいたくねーんですけど!?」

　全力で本音を叫ぶ店長代理。

　というわけで。デモン・イレブンにまた新たなトラブルが舞い込んできた！







「おい……大丈夫かよ」

　どうせこの時間帯、他ほかに客が誰だれも来ないし（来るとしても、魔ま王おうがたまにクダ巻きにくるくらい）。

　事務所に運ぶまでもなく、オレ達は、その少女をちょっと店内中なか程ほどまで運んで、レジ前で手当てしてやっていた。

　最初はゼェゼェいっていた少女だったが、オレが差し出したペットボトルの水などを飲んだ後、しばらくすると力が戻ってきたらしい。

「か、かたじけない。ちょっと急ぎの用事だったので、随分力を使ってしまって」

　生き真ま面じ目めな表情で礼をいってきた。

「急ぎの用事？」

　不思議に思って聞くオレ。

「ていうか誰なんだよアンタは……」

　困ったように聞く店長代理。

「ああ。申し遅おくれました。私は聖法騎士団ホワイトリツターの副団長、ヴァリア・ノルン。しがない騎き士しであります」

　と自己紹しよう介かいするヴァリア・ノルン。純白の鎧よろいに身を包んでいて、長い金きん髪ぱつがかなり品が良い。

「聖法騎士団ホワイトリツターというと……？」

　これまで、勇者やら魔王やら冥めい界かい人やらは相手にしたことはあるが、この手の相手にはいまのところかかわったことはない。

「はい。聖法騎士団ホワイトリツターは冒ぼう険けん者や国を護まもる騎士とは違ちがい、要するに、法を護り、法を犯す人間を捕つかまえ捌く専門機関です」

　ヴァリアは生真面目な顔のまま職種紹介する。

「法を護り、法を犯す人間を捕まえ捌く機関……」

「つまり、日本の警察みたいなモンか……」

　オレと店長代理はそれぞれ納なつ得とくするが、

「この度たびは。デモン・イレブンのみなさまにお願いしたい旨むねあって、追手を振ふり切り、足を運ばせていただきました！」

　そんなオレ達に、女騎士ヴァリアはいうのだった。

「この店にある『エロ本』というものを……私に売ってくださいませんか!?」

　世界一シリアスな表情でいってくる女騎士ヴァリア。

「…………。

　ん？」

　話に、頭がおいつかないオレと店長代理。

「ん？　え？」

「今なんて？」

「申し訳ございません。ではもう一度。この店にある……『エロ本』というものを、」

「「いや待て待て待て待て！」」

　そこでオレ達は慌あわてて遮さえぎる。

　聞き間ま違ちがえじゃなかったのか！

　だったら、そう何回も女性にリピートさせたい単語ではない！

　け、けど……！

「店長代理……」

「ああ……」

　オレと店長代理は顔を見合わせる。

『エロ本』!?

『エロ本』っていってんのか、この人!?

　正直、オレと店長代理の間にちょっと微び妙みようなムードが流れた。

『エロ本』……！

　この商品のことを知らない人はいないと思うが……いや、いたらいたで、そのままの君でいていただきたいのだが……！

　コンビニで売ってるものの中で、一番扱あつかいが難しいのが、実はゴルフバッグでも大量の公共料金支し払はらいの対応でもなく、この『エロ本』だとオレは思う。

　レジでいきなり出された時、この商品をどうすればいいか？

　これに戸と惑まどいを感じるコンビニ店員は、日本でオレだけではないだろう。

　店員を色々試ためしてくるのだ、この商品は。

　たとえば、バーコードを打った後。やはり表紙は裏にしてあげるべきなのか。

　他の商品と袋ふくろは一いつ緒しよにしていいのか。別にすべきなのか。

　できるだけ急いでビニール袋に入れたほうがいいのか、それとも、多少スピードを損そこねてでも、できるだけ丁てい寧ねいに扱ったほうがいいのか。

　商品整理の際も、意外に難敵。他の雑誌同様、そういう本も、置いてから一定期間が過ぎ、返本期間になると、店員が棚たなから下げて裏にもっていくことになるんだけど……。

　あの、本を下げる時の、『あぁ、ハイハイ、今、私はエロ本を下げてますよ。けどこれは仕事なのでいっこうにこういう本に興味ありませんよ私は』という顔をし続けなければならない微妙な居い心ごこ地ちの悪さは、中々神経を遣つかう。

　そういう時に限って、なんかそんなオレを、女子バイトは見てる気がするし……。

　だからまぁ、簡潔にいうと。正直、厄やつ介かいそうだから、この件にはあまりかかわりたくないのである。オレも、そしてたぶん店長代理も。

「…………」

「…………」

　オレと店長代理は、互たがいを見やった後、

（店長代理。これは店長代理にお任せします）

　まず、オレが先制攻こう撃げきをしかけた。

（な、なんでだよ!?　この件は、この店でのキャリア長いお前が担当すべきだろ!?）

（異世界でのキャリアは同じでしょう!?　だいたい……オレ、一六歳で未成年ですよ!?　この店で二は十た歳ち超こえてるの店長代理だけなんだし、そこはなんとか矢や面おもてに立ってくださいよ！）

（うるせぇ、この世界に日本の法律なんか関係ねぇだろ！　つか、今日はもう俺疲つかれてんだよ。フォローしてやるから、お前が今回は担当しろよ！）

（えぇぇ……!?）

　とはいったものの、確かに、今日は、シフトの都合上、店長代理に無茶苦茶なシフトで働いてもらっていた。オレは間に休きゆう憩けい挟はさんだりしたけど……。

　幾いくら店内唯ゆい一いつの二十歳だからって、借りがあるっていえなくもないよな。

　くそう……

　なんか嫌いやだな……。

　けど仕方ない。

　オレは、なんとなくヤな感じにドキドキするのを感じながら、

「え、えーと。ヴァリアさん」

「はい」

「さっきのは、どういう意味なんでしょう？」

　改めて、先ほどの発言の真意を問いただした。

「？　意味とは？」

「え？　い、いえ、だから、そのぅ……さっき、本がどうこうって、」

「ああ！　エロ本のことですか！」

「声がでかい！」

　オレは慌ててヴァリアを制する。

　今、店内にはオレと店長代理の二人とはいえ、店の奥、オレ達が寝ね泊とまりしている場所には、九く条じように勇ゆう気きに白しら雪ゆき、女子チームが寝ているのだ。

　うまく理由はいえないけど、なんとなく、こんなやりとりしている場面、女子陣じんに目撃されたくはない！

「？　な、なんですいきなり怒ど鳴なって……！　変な人ですね、私はただ、エロ」

「変なのはアンタだろ!?　ちょ、一回落ち着いてもらっていいですか！」

　この人、一分間に何回エロ本っていうんだよ!?

「あ、あの。確かく認にんなんですけど。アナタ、エロ本って何か知ってるんですよね？」

「勿もち論ろんです！」

　ヴァリアは快活にいった。

「主に男性が購こう入にゆうする、女性の淫みだらで卑ひ猥わいで時に卑ひ劣れつで時にマニアックな姿を克こく明めいに焼き付けた欲よく望ぼうの捌はけ口となるエロティックな雑誌の総そう称しようでしょう!?」

「…………」

「うん……まぁ…………」

　オレと店長代理は、照れた。

　知ってるか尋たずねたけど、そこまで正確に答えられると、これはこれで怯ひるむわ……！

「わかっています。そして──私が、それを購入しようとしている事実……それが、あなた方の目に、奇き異いに映っていることも、承知しています」

　さらに続ける女騎士ヴァリア。

　あ、承知してるんだ？

「ただ。実は今──ある危機が、エロ本に迫せまっているのです」

　シリアスな顔でいうヴァリア。

「は、はぁ……」

「ある危機だと？」

「はい」

　頷うなずくヴァリア。

「実は──その本をめぐり、今、世界が真っ二つに割れているのです」

　深刻な口調でいうヴァリア。

「「はあ!?」」

　そしてその口から語られる驚おどろきの事情に、オレと店長代理は仰ぎよう天てんした。




　　　　※




「事の始まりは、先月の末行われた、〝七種族会議〟でした」

　仰天はまだ収まっていないのだが、話を始めてしまうヴァリア。

「な、〝七種族会議〟？」

「はい。ヒト族。魔ま族。ドワーフ族。巨きよ人じん族。エルフ族。精せい霊れい族。そして竜りゆう族。まぁ今後は、冥界人族が増えるので八種族になるかもしれませんが……

　ともかく、この世界を代表する影えい響きよう力を持つ種族を〝七種族〟と呼びまして。

　で。

　現存するその七種の代表が集まって、年に一度次の一年の世界の方針を話し合う大切な会議、それが〝七種族会議〟です」

　ヴァリアは語り、

「そこでは、だいたい例年一〇〇近くの議題が話しあわれるのですが……今年は議題が五〇〇〇以上ありました。

　そして増えた議題のほとんどは、この店、デモン・イレブンにかんすることだったのです」

「えぇっ!?」

「はあ!?」

　オレと店長代理は顔を見合わせた。

　世界会議で、オレ達のことが話しあわれてた!?

「真壁ケイタ。デモン・イレブン代表として、あなたも召しよう喚かんすべきかどうか議論になっていましたよ。今回は、まだ議会がある天界まで続く天空塔とうを登りきる体力がないだろうと、見送りになりましたが」

「いや……今回だけじゃなく、今後一いつ切さい永久にそんな体力つかねぇよ！」

　店長代理は泣いていたが、

「ともかく。その七種族会議で、主にデモン・イレブンのことにかんしてたくさん議論が行われまして……

　まぁ、ただ、議題は、七種族間で、そこまで意見がぶつかることもなく話し合いは終しゆう了りようしていきました。ドワーフ族と精霊族、巨人族はまだあまりデモン・イレブンに好意的ではないですが、他の四種族は概おおむねこの店のファンですからね」

　とヴァリア。そ、そうだったのか……。

　ていうか。

　さらっと語られたけど、ドワーフ族と精霊族と巨人族、うちにそんな好意的じゃないんか……！　確かにあんまり絡からんでないけど、その情報、何気に知れてよかった……！

「で、私は、その会議の進行役たる聖法騎士団ホワイトリツターの一員だったので、全すべて見ていたのですが……。

　その、わりとつつがなく進んだ七種族会議の中で、一つだけ、うまく折り合いがつかなかった問題があったんです」

　ヴァリアはよりシリアスな顔になり、

「それが、〝エロ本〟問題」

「………………」

「………………」

　なん……なんだろう、この、本人の真しん剣けんすぎる表情と、口から放たれた言葉の大いなるギャップは。

　てか、世界規模の会議で、そんなこと話しあってるのか、この人ら。

「あ、あぁ……」

　と、そこで、店長代理が手をあげた。

「もしかして。年ねん齢れい制限のハナシか？」

　店長代理はヴァリアにいった。

「こっちの世界と日本じゃ、年の取り方や数え方も違ちがうだろうし…………一八歳以上購入不可って制限を、どう解かい釈しやくするか。その辺を議論したんじゃ……」

「違います」

　ヴァリアは即そく答とうした。

「違うんかい！」

　オレ達は思わずわなないた。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい議題だけど。それなら確かにまだ会議する必然性あると思えそうだったのに。

「要は、〝ジャンル〟の話なのです」

　そんなオレに、ヴァリアはいうのだった。

「ジャ……ジャンル!?」

「はい。お二人は、今、デモン・イレブンで売られている成人向け雑誌の、主なジャンルをご存じですか？」

「はあ!?」

　オレと店長代理は顔を見合わせた。

　まぁ、意図的に、あまり見ないようにしてるっていうのもあるけど……いわれてみれば、オレは、そこまで正確にラインナップを把は握あくしてない。

「店長代理、知ってます？」

「ば、ばか、知らねーよ。グレンに袋ふくろとじの見方教えたりしたけど、あれも遊びとして教えただけで。そこまでガチで俺だって見てねーよ」

「基本的には、〝熟女〟と〝ＪＫ〟で九割です」

　そんなオレ達を尻しり目めに、ヴァリアが、恐おそろしく淡たん々たんとそのデータを公表した。

　知らねぇ！

　ていうか、冷静に考えるまでもなく、何いってんだこの女騎士!?

〝熟女とＪＫで九割です〟ってコンビニ店員に伝える女騎士ってどういうキャラだよ!?

「残り一割がいわゆる漫まん画が系ですね。これはこれで中々需じゆ要ようがあるようですが」

「そ、そおですか……」

　ちょっと照れながらそう答えるしかない。

「まぁそれでも、熟女とＪＫがメインジャンルであると断ずるに些いささかの問題もないでしょう。

　で、さっきの話ですが。

　要するに。熟女とＪＫ、どっちを主流とするか。

　現在、それを巡めぐって七種族が本気で激げき突とつしているのです」

「「はぁぁ!?」」

　もう何度目かわからないくらい、オレと店長代理は耳を疑った。

　七種族、どんな理由で世界真っ二つにしてるんだよ!?

「内訳でいうと、巨人族、ドワーフ族、魔族が熟女系。残りの、エルフ族、精霊族、竜族がＪＫを支持ですね。

　ヒト族だけ、どっちも捨て難がたいと意見を保留しています」

「そんな内訳、知りたくねーわ！」

「あと、ヒト族、恥はずかしすぎ……な、なんでヒト族だけどっちもアリとかいってんだよ……」

　一番ヒト族に近い身としてはなんか超ちよう恥はずかしかった。

「このままでは、第七次世界戦争ラグナロクは避さけられない。そこで。我々聖法騎士団ホワイトリツターは、自分の目で調査することにしたのです。エロ本を知れば、問題解決の糸口をつかめるかもしれない。両陣じん営えいに、敵対する陣営の推すい薦せんするジャンルの、良い部分を伝えたりできますし」

「あ、あぁ、なるほど」

　色々迂う回かいしてきたけど、ようやくそこで、最初のエロ本を売って欲しい話に繫つながるわけね。

「あ、じゃあ、どうぞ、あちらのコーナーご覧ください」

　オレはおざなりに雑誌コーナーの一角を手で指示する。

「今、誰だれもいませんし。好きなの選んでいただければ」

「あぁ、いえ、いえ」

　しかし、ヴァリアは首を振ふるのだった。

「私は素人しろうとですので。第七次世界戦争ラグナロク阻そ止しの為に、正確な資料が必要です。

　真壁ケイタ店長代理。バイトリーダーの反はん馬ま透とおるさん。

　というわけで。世界平和の為に、二、三冊、私にオススメ見み繕つくろってもらえませんでしょうか？」

「……はあ!?」




　な　ん　で　こ　ん　な　こ　と　に　な　っ　て　い　る　ん　だ。

　三分後──。

　オレと店長代理は、恐ろしく居い心ごこ地ち悪い空気で、雑誌コーナーの一角……つまり、そういう本が集まっているコーナーに集合していた。

　まじでなんでこんなことになってるんだ!?

　一人で、夜コッソリ行くとかならともかく。

　仕事中に、しかも、バイト先の店長代理と、真剣にこのコーナー見なきゃならないとは……。

「お、おい、透、あんまこっち見んなよ……！」

　気まずそうにいってくる店長代理。

「それこっちの台詞せりふですよ！　ていうか、店長代理は未成年じゃないんだから、堂々と自分のシュミの本選べばいいじゃないですか!?」

「ヤだよ馬鹿！　自分の性的嗜し好こうが全世界にバラ撒まかれるんだぞ!?　こんな阿あ呆ほうな任務一人でやってられるか！」

「じゃ、じゃあ、どうするんですか!?」

「………………」

　店長代理はかつてないほど深刻な表情になり、

「仕方ねぇ。俺が一冊選ぶ。お前も一冊選べ」

　苦々しくいった。

「いちおう世界の平和かかってんだ。適当にじゃなく、いちおう、一番こう……ガチで、自分の、趣しゆ味みにあうもん選ぶんだぞ？」

「ま、まじですか…」

　それ、もう、ほんと死ぬほど恥ずかしいんですけど……！

「これも世界の為。俺達は同志だ。こうなったら恥はじも痛みも互たがいにわかちあおう」

「わ、わかりました……！」

　店長代理の一言に、頷うなずく。

　くそ、オレ、ほんとになんでこんな目にあってるんだろう。

「せーので選ぶぞ。ガチな、ガチ！」

「わ、わかりました……！　ガチですね！」

　オレ達は頷き、雑誌の棚たなを確かく認にんして、

「せーの、」

　互いに手を伸のばし。

　各おの々おの、一冊ずつ、棚から雑誌を引き抜ぬいた。

　オレがガチで選んだのは──

『ＪＫ列伝。ハイソックスの下の別世界パラダイス』

　というヤツ。

　店長代理が選んだのは、

『和風人妻濃のう厚こうねっとり温泉四泊ぱく五日旅』

　というヤツ。

「…………」

「…………」

「へ、へぇ」

　なんか気まずさに耐たえかね、思わずオレ。

「濃厚ねっとり……店長代理。そういうの好きなんですね」

　ドッ！

　瞬しゆん間かん、店長代理のパンチがオレの肩かたに飛んできた。

「な、何するんです!?　痛い！」

「お、お前そういうのはいいっこ無しだろ!?　そこはそっとしとけ！　だいたいお前だってハイソックスって……変態じゃねぇか！」

「べ、別にこれは！」

「俺、これ、よすわ。次点にする」

　店長代理はそういうと、棚に自分のとった本を戻もどした。

「え!?　じゃ、じゃあ、オレも……」

　オレも、なんとなく、手に取った本を戻す。

「んじゃ、仕切りなおしだ、いくぞ」

「は、はい」

「せーの、」

　互いに手を伸ばし。

　各々、一冊ずつ、棚から雑誌を引き抜いた。

　オレが選んだのは、

『ＪＫパラダイス冬号！　ルーズソックスの誘ゆう惑わく』

　すると、店長代理が選んだのは……

「あ、あれ？」

　オレはそこで目をむく。

　一いつ緒しよに手を伸ばしたと思ってた店長代理の手が。

　何も摑つかんでいなかったのだ。

　そして、驚おどろくオレを前に、店長代理はニィ、と邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、いうのだった。

「へぇー。ふーん。『ルーズソックス』ねぇ。お前、ほんと靴くつ下した好きだなぁ」

　ガッ！

　いわれた瞬間、店長代理の肩に、オレはおもいっきりパンチを食らわせていた！

「そ、そういう裏切りはナシでしょう!?　オレ達仲間じゃないんですか!?」

「それはこっちの台詞だろ!?」
















「い、いや、あのう……」

　その時だった。

　後ろから苦言が入った。

「そういう友達同士のじゃれ合いみたいのいいんで。早く選んでもらっていいですか？　世界かかってるし、私も仕事なんで」

「あ……は、はい」

「サ、サーセン……」

　思いっきり照れながらすごすごと作業再開するオレと店長代理。

　別にじゃれあってるつもりなかったけど。

　確かに傍はたから見るとそう思われても仕方ないことやってるのか、オレ達……！

「じゃ、じゃあ、次こそ、おふざけなし、正真正しよう銘めいラストでお互い選びましょう、店長代理」

　決死の覚かく悟ごでオレはいう。

「だな。んじゃいくぞ！」

「はい」

「せーの、」

　互いに手を伸ばし、それぞれ選んだ雑誌を抜き取るオレ＆店長代理。

「あんたら……何やってんの？」

　その時だった。

　絶対に聞きたくない。

　絶望を告げる女の声が、背後から聞こえたのは。




　　　　※




　ビクッ！

　比ひ喩ゆじゃなく。

　オレと店長代理は、勇者より速い速度で、その場から三〇センチくらい飛び上がった！

（ア、アブネ！）

　顔面蒼そう白はくになりながら声が聞こえたほうを振り返るオレ達。そこにいたのは、眠ねむそうな目で、不思議そうにオレ達を見ている黒くろ髪かみロングの女子、九条麻ま衣いだった。

「え？　何やってるって？」

「何が？」

　そんな九条に、自分達でも驚くほどシレっとした──よほどの演技派俳優でもこうはいくまいと思わせる、超平然とした態度で聞き返すオレと店長代理。

　背後、後ろ手には当然自分達が最後に選んだ雑誌──『ソックス・アンド・ザ・シティ』と、『乱れ浴衣ゆかた温泉メガ盛り五〇連発』が握にぎられている。

　しかし男は誰だれでも、こういう時、驚くほど平静を装よそおう力に長たけているのだ。

「どうしたんだよ九条。今日はいい夜だな」

　店長代理が話を始める。

「はあ？　い、いやどうしたって……だから、さっき、雑誌コーナーの一角に陣じん取どって何かモメてなかった？　それはいいっこ無しだろ、とかいって」

　眠そうなままいってくる九条。

「いや？」

「俺達はいつも通りベストフレンドだぜ？」

　ガッ、と今までやったことないが、スムーズな動きで肩を組み合うオレ達。

「ふーん。ま、いいけど。……ふぁ。私ちょっと飲み物買いに来ただけだし。たまにはレモンティーでも飲みたくなってね」

「ふーん」

　いいながら、ジリ、ジリ、と後ずさり、後ろ手に持ってるそれぞれのエロ本を雑誌棚だなに置こうとするオレ＆店長代理。

　ぐっわ、指攣つりそうだ！

　けど、九条がいつまでここで立ち話するかわからないし、そうこうしてるうちに寝ねぼけから覚めて意識ハッキリして、オレ達が隠かくしてるブツに気づいてしまうかもしれない。

　そうならないうちに、表面上は普ふ通つうの会話しながら、本棚に本を……

（透！　いけるか！）

　隣となりで、店長代理が、器用に九条と会話しながら、オレに声をかけてくる。

（は、はい。あと数センチです）

　オレは小さく頷いて返した。

（俺もだ。行くぞ。死ぬ気で後ろに手ぇ伸ばせ。昔の野球漫まん画がと同じだ。たとえここで腕うでの一本や二本もがれようと……この場面、一緒に乗り切るぞ！）

（御ぎよ意い!!）

（つか、こんな時に何だけど、透。俺、お前がいてくれてよかったぜ。もし、今日、お前が店にいなかったら、俺、どんだけ心細かったか……）

（店長代理。オレもです。不思議なもんですね。店長代理がいるおかげで、オレも今がんばれてます）

（これが仲間──ってヤツなんかな）

（かもしれませんね……）

　指プルプルさせながら必死になってエロ本を置こうと奮ふん闘とうするオレ達。

（透。これが……この任務無事達成できたら。祝しゆく杯はいあげようぜ？）

（そうですね。朝まで飲みましょう（炭酸飲料を）。オゴリますよ（ポテチを））

　なんか、今まで以上に固い仲間意識を持ちながら、決め合うオレ達。

　まぁ、でも、ほんと、少なくとも今日に関しては店長代理がいてくれてよかった。

　一人なら、このわけのわからん試練に既すでに屈くつしてたかもしれない。

（よし。あと数ミリ……）

（オレもです）

　そうこうしてるうちに、カツン。持ってるエロ本が、棚の端に当たった感かん触しよくをオレは摑んだ。

（覚悟はいいな？　ラスト、いっきに、棚に押し込むぞ）

（押お忍す）

（腕もげても……本棚に、エロ本、めり込ませろ！）

（押ぉ忍！）

（いくぞぉ！　せーの、）

（（おおおおおおおおおおおおおおおお!!））

　ロボットアニメだったら、合体攻こう撃げきのカットインが入りそうな勢いで叫さけび、ラスト、一気に雑誌棚に向かってエロ本を突つき出すオレと店長代理。

　手に、確かに、本越ごしに本棚の感触が伝わる！

（よし、いける！）

　オレは確信した！

　これは、恐おそらく本全体の四〇％は既に棚に載のっている。

　このままいけば、もう、あと一、二センチ押し込めばオレ達の本は雑誌棚に──

「真壁ケイタ！　反馬透！　何をモタモタやってるんですか！」

　しかしその時だった。

「追手が……ドワーフ族と精せい霊れい族、巨きよ人じん族とヒト族の中の精せい鋭えい……自分たちの趣しゆ味み嗜し好こうをなんとしてもメインストリームにして、関連本の面積を広げたい輩やから──いわゆる『ブラック・リベリオン』達がいよいよ店に迫せまっています！　このままでは私は抹まつ殺さつされる！」

　異世界人らしい高速な身のこなしで、ヴァリアがこちらに駆かけ寄ってくるのが見えた。

　は？　何？　追手？

『ブラック・リベリオン』？

　そういえばこの人、なんか追手に追われてたんだっけ？　それが『ブラック・リベリオン』とかいうわけのわからん連中!?

「さぁ早く！　本をこちらへ！」

　いうなり、ヴァリアは、九条を押しのけ、オレ達の真正面に立って超ちよう真ま面じ目めな顔で訴うつたえかけてきた！

「適当だとかウケ狙ねらいではまったくない！　貴方あなた達自身がドキドキする、たとえお金を出してでも買いたい、本当に読みたい……デモン・イレブン男子陣じんオススメの一番いやらしいと思えるエロ本をこちらに！」

「い、いや、その、」

「な、何の話だ？」

「何をしらばっくれてるんです!?　あ……それなんですね？」

　なんとか時間稼かせぎをしようとするも、ヴァリアが妙みような嗅きゆう覚かくのよさで勝手に見つけ、オレ達の背後からエロ本を奪だつ取しゆした。うおお!?

「反馬透さんは『ソックス・アンド・ザ・シティ』……なるほど、ＪＫとソックスという、清せい廉れんさとその裏に隠し持つ淫いん靡びさの組み合わせが好きなんですね！　中々大だい胆たんじゃないですか！」

「…………！」

「真壁さんは『乱れ浴衣温泉メガ盛り五〇連発』。ハイハイハイ。熟女系の、少しゆとりのある身体からだと、浴衣という乱れやすい着衣の組み合わせに、どこか奔ほん放ぽうさを感じる熟女好きタイプなんですね！　勉強になります！」

「…………！」

「あ、追手が来た！　では私はこれで！　お代は置いておきましたから、お釣つりは募ぼ金きん箱に入れておいてください！　いやー、勤務中にもかかわらず、たっぷり時間とって店員がエロ本をオススメしてくれるなんて……本当にいい店だデモン・イレブンは！」

　がこぉ！

　自動ドアが開ききる前、ほんの隙すき間まのような状態で、ドアに身体をぶつけながら女騎士ヴァリアは外に出て行った。

「……ふう」

「……さて」

　それを見送ったオレと店長代理は、何か、覚悟を決めたような声で嘆たん息そくし、同時にいうのだった。

「「九条。違ちがうんだ。これは」」

　全力で弁解しようとしたが、

「何いってんのよ、この……変態弩どエロコンビが！」

　それより早く。目に涙なみだを溜ためながら投げた、九条のペットボトルが、オレと店長代理の顔面に、思い切り直撃していた──！




　　　　※




「やあ」

　三日後。

　深夜二時。

　また同じ時間。

　ペットボトルによる負傷をまだ額に残したまま働くオレと店長代理のもとに、一人の客がやってきた。

　聖法騎士団ホワイトリツター副団長、ヴァリア・ノルン。

　聖とつくものの、オレ達にとっては地じ獄ごくからの使者。

「…………」

「…………」

　客商売にあるまじきことだが、オレ達はヴァリアを無視した。

　こいつとだけは、もう、絶対かかわりたくない！

「先日はありがとうございました。おかげで『ブラック・リベリオン』の追撃をなんとかかわし〝七種族会議〟でこの問題を無事解決しましたよ」

　しかしそんなオレ達の態度はまったく気にせず、ヴァリアはにこやかにいってくる。

「え？」

　かかわりたくない、と思いつつ、つい反応してしまうオレ。

「そ、そうなんですか？」

「はい。いや、お二人が選んだ資料は大変効果的でした。ＪＫ派の種族には、熟女の良さを。熟女派の種族には、ＪＫの良さを。あの本で認めさせることに成功したんです。あまりに効果絶大すぎて、自分達の派は閥ばつを鞍くら替がえしようとする種族すら出ましたよ」

　にこやかにヴァリア。

「それもこれもお二人のおかげ。というわけで──今議会では、あの二冊を〝聖典〟扱あつかいに。そしてそれを進しん呈ていしたお二人の銅像を経けい緯いを詳しよう細さいに記き載さいした上で各地に設置する方向で動いています。

　許可していただけますね？」

「「絶対にやめてくれ!?」」

　オレ達は絶ぜつ叫きようした。

「ただでさえオレ達今、店内での立場が──」

　説明しようとするオレ。するとその時だった。

「あ……」

　店内奥の扉とびらが開き。そこから九条が出てきた。

「うわ……何やってんのよ〝ソックス〟！　〝オンセン〟！　また何かやらしい本その人に渡わたそうとしてるんじゃないでしょうね!?」

　勝手に照れながら注意してくる九条。

「違うわ！」

「てかその〝ソックス〟とか〝オンセン〟ってコードネームやめろ！　わざわざそれ用の店員バッジまでつくりやがって！　俺達を社会的に抹殺する気か！」

　悲鳴をあげるオレ達。

　オレ達は、あの後、なんとか九条に事情を説明し、九条もいちおう、頭では理解してるらしいのだが……

　頭と心はどうやら別らしく、九条は、やはり敵意むきだしに、オレ達にそんな仕打ちをしかけてくるのだった。

「ったく、男ってなんでみんなああなのかしら……。次怪あやしい真ま似ねしたら、今度こそ承知しないからね!?」

　いいながら、去っていく九条。その足元に何な故ぜか、一いつ瞬しゆんやけに存在感ある、新品のハイソックスが見えた気がしたけど気のせいだろうか……。

「ったく……。なんでこんなことに……。

　で？　あんた、用はそれだけかよ？　その銅像の件のために来たのか？」

　九条が去った後、嘆息しながら、いちおうのように聞く店長代理。

「え？　あぁ、いえ、まだあります。今日は、ちょっとしたお返しを、と思って来たんですよ」

　ヴァリアはいうと、何かが入った、うちのコンビニのビニール袋をオレ達に手渡してきた。

「ん？　お返し？」

「何だこれ？」

　わけがわからず中を見るオレ達。

　そこには──こんな雑誌が入っていた。




『ヒミツの巨人族俱く楽ら部ぶ』

『花と蜜みつとエルフ……』

『四千歳以下お断り！　魔ま族が提唱する超ちよう熟女のめくるめく世界』

『ドワーフの誘ゆう惑わく』

『月刊セクシー精霊プレミアム』

『竜りゆう族だってお年とし頃ごろ（コミックタイプ）』

『みんな大好きオークと姫ひめ騎士百連発（コミックタイプ）』




「貴方達に触しよく発はつされてつくったこの世界のエロ本です。おおさめください」

「「何もってきてくれてんだてめぇ!?」」

　全力で叫ぶオレ達。

「な、何やってるんですか……」

　どさり。その背後で、何かを落とした音。

　そこにいたのは、いつのまに現れていたのか、泣きそうな顔の白雪塔とう子こ。

「麻衣センパイ、大変です！　〝ソックス〟と〝オンセン〟がまた淫靡なマネをしてますよ！」

「だからちーがーうぅぅぅ！」

　まったく、この店の女子達は、狙い澄すましたようにもっとも最悪な瞬間で出てきてくれるなチクショウ！　オレと店長代理は絶望した。

「透。もうしばらく冷や飯くわされることになりそうだな、俺ら……」

「ですね」

「また二人で協力して。なんとかこの世間からの風当たりを乗り越こえようや」

「はい」

　オレと店長代理。

　デモン・イレブン男性チームの受難の時代は、もう少しだけ続きそうである……！
















　　　シフトⅡ　とあるダンジョンマスターからの挑ちよう戦せん！







　天てん井じようから規則正しく滴したたる水すい滴てき──。

　気を抜ぬくとすぐ転んでしまいそうな苔こけむした足場──。

　松明たいまつで照らされた数メートル先以外まったく見ることの出来ない、濃こすぎる闇やみに覆おおわれた通路……。

〝洞どう窟くつ〟。

　ゲームや漫まん画がでしか見たことがない〝洞窟〟を、オレ達は、必死に進んでいた。

　と、進んだ先。

　そこに、目当ての物が松明の明かりで浮うかび上がる。

　──宝箱。

「お。あ、あった。勇ゆう気き！」

　それを見た瞬間、オレは、背後の勇気に叫さけぶ。

「にゃはは！　間ま違ちがいねぇ、その箱だぜ、透とおる！」

「よし……！」

　オレは頷うなずき、屈かがんで、足元の宝箱を開いた。

　ギィ……中に入っていたのは──〝紫むらさき色いろのオーブ〟。

「おおお！」

「そのどんな宝石より澄んだ色の紫色……間違いねぇ！　『知ち恵えのオーブ』だぜ、透！」

　興奮するオレ達。

「よし……！」

　オレは、そのオーブを取り出し、頭上に掲かかげ、

「我、暗くら闇やみをさまよう冒ぼう険けん者なり。

　知恵のオーブよ。その知恵で……この暗闇を打ち破れ！」

　……絶叫。

　すると。

　カッ──頭上でオーブが光り、

　ザァァ……まるで、砂で描かいた絵が風で流れていくように、オレ達の周囲から洞窟が消えていった。

　後に残ったのは、けっこう高い場所に居ることを感じさせる景色の見える窓のある、六畳じよう一間くらいの狭せまい部屋。

　そして一つの扉。

『ククク……見事だ。まさか〝知恵の試練〟をクリアするコンビニ店員がいるとはな……！　次へ進むがいい……！』

　そんな中、どこからともなく怪しげな声が聞こえたかと思うと、

　ドォン！　重厚な音を響ひびかせ、目の前の扉が勝手に開く。

　その先にあったのは、小さな階段。

「にゃはは！　さぁ、これで『知恵』の試練をクリア！　どんどん行こうぜ、透ー！」

　喜び勇んで扉の向こうへ駆かけていく勇気。

　そんな勇気の背中を見ながら。

　しかしオレは、疑問を抱いだかざるを得ないのだった。

「な、なぁ勇気……」

　勇気の背中にオレ。

「にゃは！　何だ、透ー!?」

「オレ達ってさ。……何のアルバイトしてたんだっけ？」

「にゃは？　なーにいってんだ透、ボケたんか？　デモン・イレブンのコンビニ店員だろ？」

「う、うん。だよな。で。オレ達今、これ、何やってんだっけ？」

「にゃはは！　またまたオ・ト・ボ・ケ！

　挑戦者に伝説の武器を持つ資格があるかどうか……それを試ためす〝試練の塔〟に挑戦してんだろ？　制限時間五時間以内にクリアできなかったら死ぬ条件で」

「だ、だよな。うん、そうだった」

「うん」

「はは」

「にゃはは」

「はは……は……」

　そこまでいってから、オレは肺全体にいきわたるくらい息を吸い込み、……いい加減、いうのだった。


「おかしいだろ!?」



　たぶん、三〇分ぶりくらいのツッコミが、部屋中に響き渡った。

「どういう状じよう況きよう!?　これのどこがコンビニ店員!?　普ふ通つうの冒険者でもそう陥おちいらない苦境に立たされてるぞ、オレ達!?」

「にゃはー！　さすが透！　いざという時のツッコミのキレはワールドクラスだな！」

　勇気がなんか嬉うれしそうにいっているが、

「そんな話してねー！　なんでこんなことになってんだー!?」

　頭を抱かかえるオレの上にlifetime：４：27：33と白文字で表示されていて、それがどんどん減っていってる。

　えぇぇぇ……!?　オレの命、あと、四時間二七分三三秒ぉぉ!?

「にゃはは！　だってしゃあねぇじゃん！　コンビニって今配達もやってんじゃん？　今までやったことなかったけど……そのサービス、利用したいってお客さんから連れん絡らくきたら。ちゃんと要望応こたえねぇとー！」

　勇気は笑え顔がおでいうが、

「それにしたって……配達先、『試練の塔』って！　配達員大変すぎだろ!?」

　オレは泣きたかった。つか泣いた。

　きっかけは今から五時間ほど前に──。

　デモン・イレブンに、一枚の〝手紙〟が届いた。

　そこには、コンビニの配達サービスを利用したい旨むね、購こう入にゆうしたいミネラルウォーターやカップ麵めんの銘めい柄がらが記き載さいされており、準備が出来たら手紙の魔法文字で描かれた模様をタップしろ、そうすればこちらに転移できるから、とも書かれていた。

　ただ、オレ達は、戸と惑まどった。

　うちは今、配達サービスをやってない、つもりだったからだ。

　というのも、コンビニにとってのデリバリーは、あれは微び妙みように違ちがう部署でやってるようなサービスなので、オレ達は正直そこまで深くかかわってないし、ましてや、この異世界では土と地ち勘かんないわ、魔物跋ばつ扈こしてて外とか出歩けないわ、移動手段もないわ、物理的に実じつ施し不可能なのだ。

　──にもかかわらず。

「えーと、注文の品はこれとこれとこれだなー。おっし、準備完かん了りようだぜー、透ー！」

　悪夢は起こった。普ふ段だん適当な勇気が何な故ぜかこの時ばかりは迅じん速そくに動き、注文の商品を山盛り抱えると、手紙を持っていたオレの手を持ってそのまま模様にタッチ。

「え」

「にゃは！」

「え!?」

　驚きよう愕がくの展開。

　次の瞬しゆん間かん、オレ達は、六畳一間の扉とびらが一つだけある部屋に転移していた。

　そして、

『ククク……よく来たな。命知らずの冒険者達よ。怖おそれを知らない蛮ばん勇ゆうの者達よ』

　次の瞬間、いきなり、頭上から重々しい声が響いた。

「え……」

『ここは試練の塔とう。貴様達が求める財宝……『星降りの剣けん』は、この塔の最上階だ。しかしこの塔には五つの試練が待ち構えている。

　それが欲しくば、命がけでこの塔を登ってくるがよいクハハ』

「いや、あの、お客様！　我々は別に『星降りの剣』とやらは……」

　オレは必死に抗こう議ぎしたが、

『ほう。では……『星降りの剣』の副賞……『商品の代金＆受取人のサイン』も不要というのだな？　既すでに私はデリバリーの注文を受理された身。それがないと、お前達は契けい約やく不ふ履り行こうでまずい立場になるのではないか？　たとえば、私から本部へクレームなどがいった場合……』

　ククク、と笑いながらいってくる声の主。

　なんなんだよこのダンジョンマスター!?　なんて現代的な脅おどかし方を心得てるんだ！

『どうやら己おのれの置かれた立場を理解したようだな……クク。では五つの試練越こえて、制限時間内に商品配達するが良い。それ超えたら〝死〟だ。せいぜい急げよ……！』

　ブッ。

　そこで声が途と切ぎれ。かわりに、オレ達の頭上に、

　lifetime：４：59：59の数字が出現する。

「にゃは！」

　勇気が、笑った。

「さて。じゃ、気楽に行こうぜー透？」

「気楽にいけるかー!?　何でそんな普通なんだよお前は!?　頭の上に、〝lifetime〟出てるんだぞオレ達!?」

　頭を抱えつつオレ。

　こうしてオレ達の初〝デモン・デリバリー〟成功への旅路が始まった！




　というわけで、現在。

　まず最初の、『知恵の試練』はさっきなんとかクリアしたものの（ちなみに知恵の試練は、洞窟内の大迷めい路ろだった）。

　まだ一つ目である。

　さっき現れた階段の先に待っていたのは……

『クク……よく来た』

　夜。

　闇やみの帳とばりの落ちた森の奥深くの村。……のような場所。

　後ろを見ると、もう出口はなくなっていた。

『次は〝決断の試練〟。貴様達に伝説の武器を任せるのにふさわしい〝決断力〟があるかどうか試ためすフロアだ！』

　声の主……塔の主あるじが、心底嬉しそうにそんなことを言い放っているが、くそ、こっちは伝説の武器とかどうでもいいのに！

　受け取りのサイン欲しいだけなのに！

『〝知恵の試練〟はうまく潜くぐり抜ぬけたようだが……あれは五つの試練の中でも最弱の存在。本当の地じ獄ごくはここからだ！』

　クク……と声の主はいうが、最弱の存在の試練って何だよ……それ四天王とかの時に使うフレーズだろ。

『クク。この〝決断の試練〟のルールは簡単だ。

　この村──エルフの村を想定している──のどこかに、〝決断のオーブ〟が存在している』

　声と共に、前方の村がボォォ……と明るくなる。

　するとそこに、蛍ほたるの光のように輝かがやく花を松明たいまつ代わりにかざしながら、殺気立った空気で街を歩き回っている、夥おびただしい数のエルフ達が現れた。

『ただし。この村のエルフ達は極きよく端たんな人間嫌ぎらい。どこにオーブがあるのか、エルフ達の会話から情報を集めなければならないが、しかしエルフ達に見つかった場合縛しばり首になる。

　見よ』

「人間だ！　人間の匂においがするぞ！」

「見つけろ！　草の根かきわけてでも探しだせ！　オレ達のオーブを狙ねらってるに決まってる！

　探し出して……殺せ！」

　村の中から、エルフのそんな物ぶつ騒そうな声が聞こえてきた。

『情報収集は必ひつ須す。しかし深追いすれば死はまぬがれない。いつまで情報収集につとめるか。いつから行動に移すか。ギリギリの状況での〝決断力〟が必要になるだろう。

　さぁ挑いどむが良い！　命の制限時間も迫せまる中、貴様達にその極限の決断を下す力が果たしてあるかどうかこの私に──』

　声の主は、嬉き々として説明を続けているが、

「おーい！　あったぜー、〝決断のオーブ〟」

　その時だった。

　向こうのほうから、顔をススだらけにしつつ、輝かんばかりの黄色いオーブを掲かかげていた勇気が、あっけらかんとこちらに戻もどってきた。

「「な……何ィィィ!?」」

　オレの声と主の声がシンクロした。

『ば、馬ば鹿かな！　まだ前口上の途と中ちゆう──いやそんなことより！　そのオーブは、一見入れないと見せかけて入れる町外れの小屋の、一見入れないと見せかけて入れる床ゆか下したの、一見開けられると思いきや開けられない宝箱の中に隠かくしておいたはず！　何故それをあっさり!?』

　狼ろう狽ばいしまくる声の主。一見できないと見せかける系のトラップ多いな……。

「あ、そうなん？　話長かったから、なんかなんとなくあの辺怪あやしいなーと思って行ったら。偶ぐう然ぜん隠かくし扉入れて、偶然床下に落ちて、偶然宝箱の上に落ちて、宝箱開いてよ。

　中からこれ出てきたぜい！」

　誇ほこらしげにオーブを掲げる勇気。

『ば……かな……』

　呆あつ気けにとられるダンジョンマスター。

「お、お前……そんな偶然連発で、散々苦労してつくったであろう〝決断の試練〟、あっさり突とつ破ぱしてやんなよ……！」

　オレはむしろ、ダンジョンマスターの側にたっていってやった。

　そういえば、勇気って、昔から、大して勉強できないくせに、勘かんだけは鋭するどすぎるというか。

　学校の先生が授業中意地悪＆見せしめに出した数学の問題、途中の式はわからないくせに〝なんとなく〟答えだけわかって答えちゃって、先生狼狽、地じ団だん駄だ踏ふむ……みたいなことよくあったからなー……。

　そういや、さっきの迷路も、勇気の〝なんとなく〟に従った結果、実は、一本道みたいに一度も迷わず出口までいけちゃってたんだよな。それでもそれなりに時間かかったから表面化しなかったけど。

『む、無念だ……八年もかかってつくったフロアだったのに……』

　サァァァ……オレ達の目の前で、エルフの村が砂すな粒つぶとなって消えた……。

　いや……あの、オレ、エルフの村、足すら踏み入れてないんですけど……。

『〝決断の試練〟、クリアだ……次に進むがよい……！』

　ドォン！

　そして、再び姿を現した、六畳じよう一間の部屋にある扉が開き、階段への道が開ける。

『しかし次はこうはいかんぞ？　クク。次の試練はこの塔でも最難関の難所に設定していて──』

　ダンジョンマスターはいっているが、

「さ、いこーぜ、透♪」

「大だい丈じよう夫ぶかなー……ダンジョンマスターさんの精神」

　自分の身よりそっちが心配になってきた。

　そして案の上。

　勇気の理り不ふ尽じんな〝蹂じゆう躙りん〟が始まった──！




「にゃは！　あったぜー、〝無む謀ぼうのオーブ〟！」

『馬鹿な……！　その〝無謀のオーブ〟は、一見、落ちたら死ぬと見せかけて実は死なない谷底に、〝無謀の試練〟に入って一〇秒以内に飛び込まないと手に入らないはずなのに……どうやって見み極きわめた!?』

「なんとなくだぜ！」

〝無謀の試練〟クリア！

「にゃはー！　あったぜー、〝運命のオーブ〟！」

『馬……鹿……な……？　その〝運命のオーブ〟は、運命のオーブを模してつくった一万個の偽にせオーブの中からそれを見極めて手にしないといけないはずなのに……一体何な故ぜ!?』

「なんとなくだぜ？」

〝運命の試練〟クリア！

「にゃはー！　なんか隠しアイテム見つけたぜ？」

『馬鹿なぁ!?　それはもう、オーブとか関係ない、この塔を何度もクリアした人間へのやりこみ要素として入れた隠しアイテム〝セイブ・ザ・クィーン〟……てかボクもどこに置いてたのか忘れてたよ。どこにあったの、それ!?』

「んー。、なんとなくあったぜ？」

〝セイブ・ザ・クィーン〟入手！




　と、いうわけで。

　オレの予想的中。

　勇気の〝なんとなく〟は、ダンジョンマスターの二重三重に張り巡めぐらせた苦心の作品を次々と粉ふん砕さいし、オレ達は次々試練を突破していった。

　いや、うん。

　勇気凄すごすぎるだろう!?

　ていうかオレの出番がまったくない！

　無謀の試練の超ちようスケールの谷底とか、運命の試練の無数にオーブが散らばった神秘的な感じとか、もっと味わいたかったんだけど、だいたい、オレがそこに入る前に試練が終しゆう了りようする！

　ダンジョンマスターも、卑ひ怯きようっていうか、勇気以外どうやってそれ突破できんの!?　みたいなことけっこう仕し掛かけてきてるんだけどね……。

　今、オレ達がいるのは、最上階へ続く階段の目の前。

　あれからもう一個同じように試練を越こえ、オレ達はここへ到とう達たつしていた。

　もう試練は五つ越えたし、これで上まで行けば試練は終了なんだろう。

　勇気、店じゃそんなに有能なバイトだとは言いがたいんだけど、ダンジョンとかに来ると、こんなに本領発揮するのか……！

　残り時間を見ると、

　lifetime：４：01：59……

　うわ……なんだかんだ、一時間以内でここまで来てる。

〝気楽にいけるか!?〟とか、試練行く前は勇気にツッコんじゃったけど、そら気楽にいけるわな……こんな、ゲームバランス崩くずすような〝なんとなく〟があるんだったら。

『く、くそう……。マジか。……せっかく来てくれたのに……このまま帰してなるものか』

　しかし、その時だった。

　思わぬ展開が訪おとずれる。

『こうなったら……まぁ条件（隠しアイテム、セイブ・ザ・クィーン入手＆一時間以内に最終試練到達）も達成してることだし。

　勇者が来た時にすら発動させなかった、一定条件を満たした場合のみ出現する隠し試練──〝血ち塗ぬられた試練〟に君達をご招待してやるよ。

　なんとしても……なんとしても、カップ麵めんやミネラルウォーターで構成されたその荷物をまだここには持ってこさせないぞ!?』

　何か若じやつ干かんキャラ変えつつ、男前な感じで絶ぜつ叫きようするダンジョンマスター。

「おいおいおいおい!?」

（持ってこさせないって！　だったら最初からデモン・デリバリー頼たのむなよ!?）

　しかし抗こう議ぎするヒマもない。

『行けぇ！』

　ダンジョンマスターが叫さけんだ瞬しゆん間かん、サァァァ……オレ達の足元が砂と化す。

「にゃわ!?」

「おわ、勇気！」

　バランスを崩しつつ、先に階下に落ちそうになった勇気の手をひくが、ほどなくオレの足元も完全に崩れ、オレもそのまま穴に引きずり込まれた。

「おおおおおおお!?」

「にゃわー!?」

　そのまま落下していく、オレと勇気。

　試練の塔とう登らされたと思ったら、今度は〝血塗られた試練〟とやらに落とされて。

　コンビニバイトって、ほんと、大変だなー！




　　　　※




「痛いてて……ー」

　数秒後……オレ達は、何か血のような真っ赤な光に満ちている、小さな階段だけがある部屋に落とされていた。

　穴は、スロープ状になってる部分を、砂と一いつ緒しよに落ちていくような形になっていたので、死ぬってこともなかったが。

　けっこうな勢いだったし、途中でけっこう砂と身体からだがこすれて、デモンの制服とジーパンに穴が空き、その下の皮ひ膚ふの部分が何箇所かすりむけてしまった。

「労災おりんのかコレ……勇気、大丈夫か？」

「にゃは！」

　心配になって聞くが、勇気は、隣となりで、正座を崩したような女座りになりながら、妙みようにさっぱりした笑え顔がおで答えた。

「大丈夫だぜ！　透がかばってくれたからなー！」

　満面の笑みでいう勇気。

「は？　かばうって……別に。勇気、女子だし、なんか半はん袖そでだし。怪け我がしないように、抱だきかかえて落ちただけだけど」

　勇気って、昔から、九条とは違ちがう意味で男おとこ勝まさりっていうか。野外活動大好きだし。木登りとか危険な場所とか好きで、しかしノリノリで進んでいくうちに当然の結果っていうか、天てん罰ばつくだるみたいに落ちたり転んだりするから、その都度オレがフォローしなくちゃいけないんだよな……過去何回こういうパターンあったか。

　まぁおかげで、今回も身体勝手に動いて、なんとか勇気無傷で済んでよかったけど。

「にゃはは！」

　しかし勇気は、なんか、ますますパッと明るい笑顔になって、

「それをかばうっていうんだけどよ。透だけは、昔から、あたしのこと男扱あつかいせず。いざという時にはお姫ひめさんみたいに助けてくれるからなー！

　透のそういうとこ、もっと内外で評価されてもいいんだけどなー」

　バンバン、オレの肩かたを叩たたきながら反はん馬ま透評論家みたいなことを言い出す勇気。

　いや、その言い方やめてくれよ……。それ、遠まわしに、オレが内外で評価されてないっていってるようなもんじゃないか……！

「ま、ともかく、助けてくれてありがとな、透！」

「うん、まぁ、いいけどさ……」

　オレは立ち上がり、お尻しりの部分についた砂を払はらいながらいう。

「さて……。でも、どうする？」

　上を見上げながら、オレは勇気に改めて聞いた。

「なんかあのお客さん。荷物〝持ってこさせない〟つもりみたいだけど……。あんな無茶苦茶なヤツ、まともにつきあってられないし。

　もうこうなったら、クレーム上等で、勇気の勘かんも利用して、なんとか外とか出て、デリバリー自体中止するか？」

　勇気の身に危険が及およぶのも、心配だし……。オレは勇気に聞くが、

「んー」

　勇気は、笑顔のままちょっと考えた後。

「いやー。注文の段階で、なんとなく思ってたけど、さっき確信したぜ？

　この注文。たぶん、受けなきゃダメだぜ、デモン・イレブンはー？」

　意外なことをいいだした。

「はあ!?　受けといたほうがいいとかじゃなく、〝受けなきゃダメ〟!?」

「だなー」

「な、なんで？」

　意味がわからずオレは聞くが、

「んー……」

　勇気は、一瞬、また考え、

「まだ確証ねーし。それはまだちょっといえねーけど。あたしの勘がそういってる……くらいの根こん拠きよじゃ、一緒にきてくれねーかー？」

　屈くつ託たくのない笑顔でオレに聞いてくる勇気。

「えぇー……」

　オレは顔をしかめた。

「お前……。それはズルイだろ」

　オレは肩を落としていう。

「〝お前の勘〟以上に信用できるもんなんか、この世にないこと、幼おさな馴な染じみのオレが一番よく知ってるじゃないか……！」

「にゃはは！　悪わりィな、透。んじゃ……来てくれっか？」

「わかったわかった。行くよ、行く。行くしかないだろ」

　まぁ勇気がそういうのなら、なんか行ったほうがいい理由あるんだろう。

　このデリバリーに同行したのが、……いや、下手したら、勇気と一緒にデモン・イレブンで働きだしたのが、運の尽つきだ。

　毒を喰くらわば皿まで精神で、最後までお供しよう……。

「にゃはは！　さっすが透！　いやー、透は昔からオトコマエだなー！」

「そんなとってつけたようにいわれてもうれしくないわ……！　もういいから、さっさといこうよ、さっさと」

「そうだな。んじゃ行くか！

　あ、でも。

　せっかくだし。久しぶりに雑談しながら、最上階向かおうぜー？」

　すると勇気は、思いがけなさすぎる提案をしてきた。

「は!?」

　さすがに目が点になるオレ。

「え？　雑談？」

「うんー。ダラダラ雑談できんのも、コンビニバイトの、ダイゴミの一つだろー？

　異世界来てからこっち、透とあたし、あんまシフト被かぶってなくて、雑談できなかったし。

　どーせ二人でデリバリー行くなら、そのたまってる雑談成分も消化しながらいこうぜー？」

　気楽な口調でいってくる勇気。

「い、いや、頭上にlifetime出て、これから〝血塗られた試練〟とやら行こうってのに、ダラダラ雑談すんの……!?」

　どんだけ強心臓なんだ、この女!?

　野宮勇気、良くも悪くも、緊きん張ちよう感という言葉を知らない女。

「んじゃ、いこーぜー〝血塗られた試練〟？」

「マジか……!?」

　正真正しよう銘めい、毒を喰らわば皿までになってきたぞ、こりゃ……！

　というわけで、オレは、勇気とダラダラ喋しやべりながら、危険度最上位〝血塗られた試練〟に挑ちよう戦せんするという、コンビニってなんだっけ？　といいたくなるようなミッションを開始する。




　　　　※




「真ま壁かべサンはどうだー？　透から見て、うまくやってけそうかー？」

〝血塗られた試練〟二階。目の前の、方眼紙のようにタイルが敷しき詰つめられている通路。

　勇気はその上を頭の後ろに手をやりながらスタスタ歩いていくが、

「うおおおおおおおおおおおおおお！」

　その一歩後ろ。

　同じ通路を歩いてるオレは、タイルを一個踏ふむごとに、天てん井じようから伸のびてくる槍やりを必死に避よけていた。

　くそ、これ、〝間ま違ちがったタイル踏むと槍伸びてくる系〟の罠わな通路か！

　勇気は何も考えずに正解のタイル踏み続けて無傷で進めてるけど、オレはどれが正解かわかんないし、勇気が歩くのが速すぎて、どのタイルが正解か確かめる余よ裕ゆうもない！

「右、右、下、下、左、右、左、右……！」

　しかも、異世界の品出しで鍛きたえた血走った動体視力・集中力・回かい避ひ力で槍をかろうじて避けつつ、

「え!?　あぁ……店長代理!?　大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ！　あの人ダルキャラぶってるけど、実は一番真ま面じ目めで面めん倒どう見みの良い長男気質のニイちゃんだから。ほっといても、これからどんどんみんなと仲良くなると思うよ！」

　同時に勇気と雑談もしなけりゃならない！

　難易度ベリーハードすぎる！

「ふーん、さすが透は、他ほかのみんなのことよくみてんなー。あたしも見てるほうだと思ってたけどな。でも、あたしはさー」

「いや勇気！　待ってくれ！　普ふ通つうに雑談続ける前にせめて、次、どのタイルが正解か教え──おおお！」

　ジャキジャキジャキ！

　次々飛び出してくる槍に言葉を遮さえぎられるオレ。

〝血コ塗ンらビれニたバ試イ練ト〟、大変すぎる！




「シロはどうだー？」

　三階。

　ゲームなんかでたまにある、矢印のかかれたタイルに乗ると、その上でえらい加速して、そのまま次の矢印のタイルに回され、それの繰くり返しで一方向に流されていく──系の罠があったのだが。

　勇気が最初に乗ったタイルの上から、一歩も動かずゴールに向かって流れていく一方。

　オレは、勇気と同じタイルに乗ったはずなのに、どこでどう間違えたのか、勇気と違うレーンに入り、上からギロチン、横から矢、前方から斧おのが飛んでくる地じ獄ごくのデスロードを流されるハメになっていた。

「おおおおおおおおおおお！」

　自分の人生が走馬灯のように流れる。

　一六年前に生まれて、特に何の事件もなく育って、コンビニでバイトして……今。

　あれ、オレの人生の走馬灯短いな。もう回想終しゆう了りようか。

　とかやりつつ、

「え？　えーと、何、白しら雪ゆき!?　ああ……白雪も大だい丈じよう夫ぶだろ！　あいつ、天才ぶってるけど。実は案外アツい奴やつじゃん。大人びてるから、人生で中々そういう一面出すタイミングもなかったろうけど。だからオレ達の前でぐらいは、遠えん慮りよせずそういう面出させてやって、年相応の扱いしてやればいいんじゃ……おおおおおお！」

　ジャキッ！　ヒュンッ！　ゴウッ！

　ギロチンと矢と斧を避けつつ勇気と雑談するオレ。

　我ながらすごくないか？　これ！　異世界で鍛えられてなきゃ、絶対こんなこと出来ない！




「麻ま衣い……とのことは、ま、おいとくかなー」

　五階。こういうダンジョンに定番の、坂道を転がってきた大岩に追いかけられながら、迷めい路ろを駆かけ回るオレと勇気。

　……といいつつ。

　ほんとに、いつのまに、道が分かれたのか。

　オレと勇気は、並行する二本の通路を走り、片や勇気は安全な道を、片やオレはどこをどう曲がっても何な故ぜか大岩にホーミングされる、絶体絶命の状じよう況きようで壁かべ越ごしに喋ってるんだけどね！

「おおおおおお！」

　ぷち、ぷち、と足の筋きん繊せん維いが何本か切れてるような音がしてるが、んなこといってる場合じゃねぇ！

　人間の限界を超こえた速さでオレは突つっ走る！

「で!?　なんだっけ!?　あぁ……麻衣!?　九く条じようのこと!?　って……あぁ、オレと九条が仲悪いってこと!?　それは、ごめん、オレ、何故か、九条にえらい嫌きらわれててさー」

「にゃははは！　まったく素す直なおじゃねーよな、麻衣も。でも。透も鈍どん感かんすぎるぜー。相手の気持ちにも、自分の気持ちにも、さー」

　勇気が何かいっているが、

「何だって!?　岩がゴロゴロゴロゴロ五う月る蠅さくてまったく聞こえないんですけど!?」

「にゃはは。しゃあねぇな。けど、二人をくっつけるのが、あたしの人生最大の目標だからな。全員、焦あせらず、気長に行こうぜー」

　とかなんとか、壁の向こう側で勇気。

　よくわかんないけど、要するに、仲良くしろってことなんだろうな、九条と……。

「わかったわかった。まぁ、任せとけ。オレも頑がん張ばるから……おおおおおお！」

「にゃはは！　そうさ、がんばれよ、透！　さぁ……いよいよ出口っぽいぜー！」

　というわけで、生と死と雑談が隣となり合わせという、勇気がいなけりゃ絶対起こらないような試練をオレ達は駆け抜ぬけ。

　いよいよ、試練の塔とう最上階に到とう達たつした──！




　　　　※




「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……」

「お待たせしました！　デモン・デリバリーお届けです！」

〝血塗られた試練裏ダンジヨン〟を抜け、再び、試練の塔最上階。

　そこは、マンションの屋上にペントハウスが建ってるように、屋外の狭せまい面積の屋上に、小さな小屋が建っていた。

「お待たせしました！　デモン・デリバリーお届けです！」

　再度、隣となりで、勇気が陽気にいっているが、オレはほとんど生ける屍しかばねと化して地面に倒たおれこんでいた。

　いや、まじ、もう、無理……。
















　人間の限界超えたって、これ……！

「にしても……出ないな？」

　息を整えつつ、扉とびらを見上げると……しばらく待っても、中で、誰だれも動く気配がなかった。

　自分のタイムを見上げると、残り３：37：55。けっこう余裕あるはずなんだけど……。

「まさかこの期ごに及およんでまだ、受け取り拒きよ否ひするつもりじゃないだろうな……」

　起き上がりながら、オレ。時間に余裕あるとはいえ、このままここに入れなかったらオレ達人生ゲームオーバーなんだ。なんとかしないと……

　オレは段々不安になるが、

「んー」

　勇気は、曖あい昧まいに笑いながら、

「お待たせしました！　デモン・デリバリーお届けです！」

　三度、扉に向かって呼びかける。

　ただし、今回は最後に、こう付け加えるのだった。

「お客さーん。心配しないでも、デモン・デリバリー、今回で終わりじゃねーぜ？　お呼びとあらば即そく参上するぜー？　な、透？」

「……は？」

　いきなりの宣言に、あっけにとられるオレ。

　だが、その瞬しゆん間かんだった。

　ドカドカドカドカ……家の中から、慌あわただしい足音が響き、

「ほ……本当なのか!?」

　ものすごい勢いで扉を開けると共に、中から住人が現れた。

　現れたのは──なんか、ダルダルのだらしない寝ね巻まきのようなものを身に着け、さらにその背に何故かカタツムリの殻からみたいなものを背負っている、妙みようにハンサムで負けん気の強そうな二つのお下げを下げている少年。何だこの生物は……？

「い、いらっしゃったんですか？　お客様……!?」

　わけがわからない。何でいきなり出てきたんだ？

　いってる間に、スゥ……オレの頭上のlifetime表記が消えた。

　あ、クリアってこと？

「にゃは。そんなこったろうと思ったぜ」

　そんなダンジョンマスターを見て、いつも通り緩ゆるんだ笑え顔がおで勇気がいった。

「事情はよくわかんねーけど。この塔。あんまりお客さん来なかったんだろ？　で、久しぶりに来たあたし達、帰したくなかった。だから居留守使ってたんじゃねーか？　お客様」

　と、勇気。

「そ、その通りだ……」

　ガクリ、と肩かたを落としながら、ダンジョンマスター。

「実は……五年前。〝黒い剣けん〟を持つ騎き士しに、とうとうこの塔クリアされて……。そのうわさが広まって、このダンジョンに挑ちよう戦せんする冒ぼう険けん者がいなくなったんだ……もう、賞品の『星降りの剣』もってかれたから」

　残念そうにいうダンジョンマスター。

「そ、そうだったんですか……」

（そーか……。た、確かに。オレだって、ゲームで、一度クリアしたダンジョン。よっぽどのことがない限り、再訪なんかしないけど……）

　確かにそれって、ダンジョンマスターにとっては寂さびしいことかも？

「それで、この前、元気出す為ために、デモン・イレブンにヤンジャン買いに行ったら。コピー機の横に、デリバリーのチラシも入ってて。それでダメ元で頼たのんでみたんだ。ちょうど欲しい商品もいっぱいあったし。これなら、またこの塔にチャレンジする人をつくれるかもって……。

　なのに……君らはあっさりこの塔クリアしちゃっただろ？

　これで、ボクの手の内は割れちゃったし、同じ手はもう二度と使えない。

　だからもう……あとは、居留守使うしかないと思っちゃって。それで……」

　しおれた声でいう、ダンジョンマスター。

（そ、そういうことだったのか……！）

　この依頼。要はダンジョンマスターが寂しいから依頼来ただけなのか。

　だから勇気も、行ったほうがいいっていったんだ。

「勇気、気づいてたんだ……？」

「にゃは。だからいってんだろ？〝なんとなく〟だってばよ！」

　気楽に笑っていつも通り勇気はいうが、

（いやー。けど、これにかんしては、〝なんとなく〟じゃないんじゃないか？）

　だってこの件に関しては、オレだってちゃーんと周り見たり、ダンジョンマスターの気持ちになって考えてれば、予想できたかもしれないバックボーンだったし……。

　もしかして、勇気の〝なんとなく〟って、ただの特とく殊しゆ能力なんかじゃなく、ただ、周りをよく見て、他人の気持ちになって考える……そういう、当たり前のこと、誰よりもちゃんとやってるから出来ることなんだろーか。

　だとしたら、とてつもなく偉い大だいな幼おさな馴な染じみじゃないか、こいつ……！

「つーわけで。な、いいだろ透？　デモン・デリバリー、正式に開始してあげようぜ！

　勿もち論ろん、ちゃんと商品が必要な時に限ってだけど！」

　その勇気が、オレに許可を求めてくる。

「え？　う、うーん……」

　オレは考える。

　確かに、この世の孤こ独どくな人、全員の味方。コンビニってそういう使命、あるっちゃあるし。実際、オレがそれで救われたしなぁ。

「勿論……色々、異世界用にアレンジしてさ！

　こっちの手が空いてない時はいけないから、本来のデモン・デリバリーよりお届け時間長くもらったり。頼んだその日とかじゃなく、ヒマな日にまとめていったり……そういう感じにしたりしてさ！」

「うーーーーん……」

　バイトリーダーとして、オレは三〇秒ほどたっぷり唸うなったが……。

「わ……わかった！」

　答えを出した。

「わかった、わかった。わかったよ！　んじゃデモン・デリバリー。むしろ日本時代やってなかったけど……異世界限定で、始めてみるか！」

　実際、コンビニに救われた身からすれば。

　同じように困っていて、コンビニで救える人がいるなら、ちゃんと還かん元げんしないとな。

　この前の、グレンの時みたいに。

　というわけで──

　デモン・デリバリー。

　それが孤独を打ち破る剣になるなら、ちょっと、やってみますか！

「やった！　よかったな、お客様！」

「マジかよ!?」

　オレのその発言に、ダンジョンマスターは驚きよう愕がくしていた。

「ありがとう！　ほんと、ありがとう！　たまに来てくれるだけで、ボクは全然いいんだから！　同じような状じよう況きようのダンジョンマスターもいると思うし、みんな喜ぶよ、きっと！」

「にゃはは！　ありがとな、透！　デリバリーはできるだけあたしが責任持ってみるぜー？」

「あ……。だったら、」

　オレは、ダンジョンマスターのほうに向き直り、

「お客様。また、今後、デリバリーの時、試練挑戦させる気なら、できるだけ、死ぬとか怪け我がするとか、そういうのやめてくださいね。

　それもデモン・デリバリーの配送条件に明記しますから」

　別にオレはいいけど（いいのか!?）。勇気とか、九条とか白雪が危ない目にあうのはちょっと嫌いやだもんな……。

　なのでオレはダンジョンマスターにそこはハッキリいっとく。

　するとダンジョンマスターは意外なリアクションをみせる。

「え!?　あーもー、そんなの、ぜんぜん守るよ!?　つか、ほんとは、こんな重苦しい試練やりたくなかったんだ！　基本的に、来て安心、絶対安全、家族みんなで楽しめる試練……そういうのつくりたかったんだからさ！」

　衝しよう撃げき発言を繰くり出すダンジョンマスター。

　いや……来て安心、絶対安全、家族みんなで楽しめる試練って、ただの遊園地だろ、それ！

　異世界人って、ほんと、日本時代に思い描えがいてた異世界人とぜんぜん違ちがうわ。

「じゃ、荷物、ありがとね。これ、代金と受け取りのサイン！　単純に生活の面でも助かるよ。うち、こういう、ミネラルウォーターとか入手すんの手間だからさ」

　と、ダンジョンマスター。まぁ、そうだろうな……こんな立地じゃ。

　こうして、商品と引き換かえに、オレ達はサインを受け取った。

「よし。じゃ、また、頼むから、その時よろしくね！」

　大満足の笑顔でいってくるダンジョンマスター。

　その言葉に、オレ達は頷うなずく。

「「かしこまりました。またのご注文、デモン・イレブン一同、お待ちしております」」

「うん。じゃねー！」

　その瞬間、オレ達の身体からだが光に包まれた。

　ダンジョンマスターが何か手配してくれたのだろう。

　そして──

　数秒後……！

　オレ達の視界に、ぼんやり、見慣れたコンビニ店内が映り始めた。

「あ──。帰ってきましたよ！」

　意外と心配していたのか。

　最初に出で迎むかえてくれたのは、白雪。

「おお、帰ってこれた……！」

「にゃは！　ただいまだぜー、みんな！」

　無事生還を報告するオレと勇気。

　こうして──オレ達の初デモン・デリバリー、〝試練の塔とう〟挑戦は無事幕を閉じた。

　勿論この時のオレ達は、まだ知らない。

　三日後。

　オレ達に、あっさり、まだ残っていた〝第七の試練〟が襲おそい掛かかってくる、ということなど。




　　　　※




　ピリリリリリリリ……！

　店内に鳴り響ひびく、備え付けの電話の音。

「は、はい、お電話あ……りがとうご……ざいます、デモン・イレブンですぅ……」

　電話をとったのは、声がガラガラに嗄かれている白雪。

　馬ば鹿かな……どうやってうちに電話かけてんだ異世界人ども……！

　その前で、九条が、同じく、目の下にクマが出来た、つかれきった表情で目をつりあげている。

「ど、どうなってんのよ馬鹿反馬……どうやってこんなに配達すんのよ!?」

　叫さけぶ九条の前には、先日送られてきた手紙そっくりな、転送魔法文字込みのデモン・デリバリーへの招待状が積まれていた。

　そこには、たとえば、こんな文章が記してある。

〝『蛇王』と申します。ここに注文すれば私がつくったダンジョンに挑戦してくれると聞きました。財宝を守るためのピラミッドを建てたはいいものの、既すでに財宝がないので挑戦者がもう一〇〇〇年もありません……うちの最深部へ配達お願いします〟

〝魔ま王おう軍の建設担当者です。お願いがあります。是ぜ非ひ、うちに、デモン・デリバリーを派は遣けんしてください。勇者達の襲しゆう来らいに備えてめちゃくちゃ頑がん張ばって罠わなとか作ったのに、最近魔王様は勇者達と仲良しこよしで、まったく魔王城が襲しゆう撃げきされる気配がありません……このままでは宝の持ち腐ぐされもいいとこ。是非配達をお願いします。死なない程度の難易度にしておきますので〟

〝もう時代が違うんですかね……妖よう精せいの森の奥に聖せい剣けんを置いた者です。うちの森は、迷めい路ろ式になってるんですが、最近の冒ぼう険けん者は、ちょっと難しいとすぐ匙さじを投げ出して誰だれも来なくて……毎日つまらないです。腕うでによりをかけて迷わすので、是非うちの森に配達にきてください！〟

「勇気ぃ……！」

　オレはげんなりした気分で勇気を見る。

「にゃはは！　ちびっと予想超こえたな？　透ー？」

「ちびっとってレベルじゃないだろ!?　どんだけ挑ちよう戦せん者に飢うえてるダンジョンマスターで溢あふれてんだよこの世界!?」

「うーん、なんだかんだ平和だしなー、この世界。ま、いったん約束したんだし。行くしかないんじゃね？　とりあえず二手に分かれようぜー？　他ほかはあたしがやるから、透は、今日中に、サクッと蛇王のピラミッドと魔王城と迷いの森クリアしてお届けしてきてくれー？」

　笑え顔がおでいってくる勇気。

「絶対サクッとクリアできる場所じゃないよな、それ!?」

　勇気なら案外サクッとクリアできるんかもしれないけど。

　異世界だいぶ慣れてきたとはいえ、さすがに死んでしまうわ！

「しゃあないって。これもベタなコンビニの仕事なんだし」

「ぜんぜんベタじゃねー！　もうだいぶコンビニバイトの範はん疇ちゆう超こえてるって！」

　泣きながら、仕方なく準備を始めるオレ。

　なんとなく、デリバリーは、しばらくオレと勇気でやる感じになっている。

　ひととおりの注文こなして、世界中の〝ヒマ〟なダンジョンマスター達をとりあえず満足させられるのは、いつになるんだろ……。

「にゃははははー！　さ、行こうぜ、透ー！」

「やっぱ許可するんじゃなかったわ、〝デモン・デリバリー〟……」

　若じやつ干かんの後こう悔かいもありつつ、オレの戦いはまだまだ続く……！
















　　　シフトⅢ　とある万引き少女の来店







　万引き──。

　立ち読みや、入り口前の座り込み、店内での勝手な飲食を遥はるかに上回る、重大な犯罪行こう為い。

　さて、自じ慢まんじゃないけど、何な故ぜかオレは、日本時代から、万引き犯と出くわすのがけっこう得意だった。

　人間としてそこまでオーラがないことが幸いしているのか……それとも、事件に巻き込まれやすい体質でも持っているのか……

　オレが、真横にいるのに、目の前で万引き犯がキョロキョロ周囲を見み渡わたし、今だ、とばかりに鞄かばんにお菓か子しを投げ込もうとしてる場面にけっこう遭そう遇ぐうしてしまうんだよな……。

　まあ、そういう時は、こほん、と咳せき払ばらい一つ打ち、

「ッシャセー」

　と唐とう突とつに存在アピールすることで。

（!?　店員いたんかい!?）

　客の背中がビクッと震ふるえ。そして何食わぬ顔で商品を棚たなに置き、そそくさとそこから立ち去っていく、そのパターンが大たい抵ていなんだけど……。

（さて。この場合──どうすりゃいいんだ……!?）

　なんだかんだ、それは、日本でのハナシ。

　ご存じかと思いますが、今オレが働いているのは〝異世界コンビニ〟デモン・イレブン。

　で、そのデモンで、どうやらオレは今、異世界に来てから初めて〝万引き犯〟に遭遇してるっぽいんだけど……

　そこで繰り広げられる光景は、オレが日本で見てきた光景と、少し、毛色の違うものだった。

　目の前。そこにいるのは、頭にバンダナを巻いた、ショートカットの栗くり毛げが爽さわやかな、革かわの鎧よろいをまとった軽装の少女。

　その少女は、周囲をキョロキョロ見渡しながら。

　ガリガリガリガリ、うちの店の床ゆかを手回しの回転のこぎりで掘くつ削さくし。

　ゴトッ。

　店の床に穴を空け、人が一人通れるような穴を通す。

　そして、

「よぅし！　やったぁ！　第一関門突とつ破ぱ！　あとは、ここから穴を掘ほって、店の外に通じるトンネルを掘れば──私は文字通り業界に風穴を空けたことになる……！　これでみんなもきっと私の考えに耳を──！」

　小さくガッツポーズしている。

「…………」

　オレは、本気で困こん惑わくしていた。

　えっと……この状じよう況きよう、何？

　まさか……店オ員レが真横にいるのに、〝万引き〟しようとしてるんじゃないよな？

　規模が大おお掛がかりすぎてバレバレだし。

　そのトンネル掘って、万引き成功できんの何ヶ月後だよって話だし。

　そもそも、コンビニにそこまでの労力払ってまで盗ぬすむようなモン置いていないし。

　何か他にやむにやまれぬ事情があってこんなことしてるんだよな!?

　あまりにあからさまな状況に戸と惑まどうオレだけど、

（た、試ためしてみるか）

　たぶん万引きじゃないだろうから、オレが咳払いとかしても、何も焦あせったりしないはずだ。

　オレは確かく認にんのために、前に店長代理が勇者達にも使用してみせた、コンビニ店員基本スキル『咳払い』を使用してみる。

　こほん。

「ッシャセー」

　ついでに声も出すオレ。

　するとその瞬しゆん間かんだった。

「!?」

　ビクッ！

　その少女はとてつもなく焦った様子で飛びすさり、顔面蒼そう白はくでオレのほうを見て、

　まず、手にもっていた、先ほどくりぬいたうちの店の床を慌あわてて穴の上に置き。

　ふう、とやりきったような表情で額の汗あせをぬぐうと、

「な、何か？　私は、万引きなんかしようとしてませんよ、ぜんぜん!?」

　異常なほどヘタクソな口笛をピープー吹ふきながらオレにそう弁解してくる。

「いや、そのリアクション、明らかにウソついてる人のとるリアクションですけど!?」

　すかさずオレは指し摘てきしたが、

「ま、まさか。私はただ、ちょっと床の強度が心配だったから、善意で補強工事をしてただけで……」

「たとえそうだとしても、他人の店に勝手に穴空けちゃダメでしょ!?」

「と、とにかく……ま、万引きはしてないんです、万引きは！」

　あたふたしつつ、着実に出口に向かっていく少女。

「いや、ちょっ、待っ──」

　万引きはしてないとしても、店の床という器物破損はしてますよねアナタ!?

　慌てて止めようと、少女に手を伸のばすオレ。しかし少女の身のこなしは思いのほか素早く、オレの手は少女の手をからぶりし、その後ろの、少女のリュックにひっかかる。

「ああ!?」

　その瞬間、オレの手に引っ張られる形であっけなく転てん倒とうする少女。

「あ、す、すいません、つい……」

　と、謝罪しようと思ったオレだったが──その謝罪の言葉を途と中ちゆうで飲み込んだ。

　少女が倒たおれた拍ひよう子しにリュックの中身が散らばったのだが……そこから溢れてきたのは。うめぇ棒（めんたい味）。うめぇ棒（チーズ味）。うめぇ棒（納なつ豆とう味）。うめぇ棒（サラミ味）。

　恐おそろしい数の、未精算うめぇ棒──。

「ち、違ちがいますよ？　これは、店の外に出るまで、一時的にリュックに保管しようと入れてただけで、」

　慌てて、まだ大量にうめぇ棒が入ってるリュックを抱かかえながら弁解してくる少女。

「それを万引きっていうんですよ!?　出してください！」

　ギュっ──しかし──少女は、頑かたくなにそのうめぇ棒満まん載さいのリュックを抱だきかかえ、絶対放さない姿勢をとった。なんなんだよこの女は!?

　ザワザワ……とかやってる間に、オレ達の周りでこの騒そう動どうを見てる他ほかのお客さんが騒さわぎ出した。

　う、うーん。ここでこのままやってたら目立つし、他のお客さんにも邪じや魔まだよなぁ……。

「とりあえず、事務所来てください、事務所」

　仕方なく、オレは少女にいう。

「えぇー!?」

　少女は抵てい抗こうした。

「カツ丼どんとか、出ます？」

「出すか！」

　ここ警察じゃないし、何で万引き犯をそんなおもてなししなくちゃいけないんだ!?　つか、何で日本のそんなクラシックなお約束を知っている!?

「ならカツサンドでもいいですケド……」

「うるさい！　ただカツ食べたいだけじゃないか！　いいからキリキリついてこいや！」

　無理やり少女を事務所に連行するオレ。

　なんかめんどくさいことになりそうだぞ、これ……！




　　　　※




　ひとまず、店長代理を呼び。

　店内事務所に、オレ、店長代理、そしてどういう精神力してるのか、その状況でスマホ片手に普ふ通つうに休きゆう憩けいを取っている白しら雪ゆき、その三人に囲まれる形で万引き少女をパイプ椅い子すに座らせる。

「さあ。ひとまず、うちの商品出してもらおうか」

　店長代理がいう。ササッ。しかし少女はやはりそのリュックを店長代理から隠かくした。

「ヤです」

「ヤって……お前なぁ。ケーサツ呼ぶぞ、ケーサツ。つまりこの世界でいうところの聖法騎士団ホワイトリツター」

　聖法騎士団ホワイトリツター呼ぶと、またあのエロ本騎き士しヴァリアが来そうで若じやつ干かんいやだけど……場合によっては仕方あるまい。この子、完全に窃せつ盗とう罪犯してるんだし……。

「とりあえず、それ返して、事情話したら、帰してやるよ。見たとこまだガキっぽいし……」

「ガキじゃありません。もう一五です。同年代には、冒ぼう険けん者として立派にやってる人もいっぱいいます」

　しかし少女は強気に言い返してくる。

「通報したかったらしてかまいません。ここでギブアップするより。よほど盗とう賊ぞくギルドに評価されそうだし……」

「ん？」

「盗賊ギルド？」

　顔を見合わせるオレと店長代理。

「ギルドってあの……最近ゲームとかラノベでよく見る、冒険者達が自分でつくるチームみたいなやつだよな。俺、前、それのアニメの仕事したわ。ウィキペディアにも載のってるぜ？」

「店長代理のウィキペディア情報はいいですけど……。
















　で？　君は、それに所属してるってこと？」

　どうやら、この万引き犯相手には、ちゃんとこの子のバックボーンを理解しないと話が前に進みそうにない。

　カツ丼──とまではいかないが。オレは、事務所に置いてあったポットから、渋しぶいお茶を湯飲みに注ついで、少女に出しながら聞いた。

　湯飲みを受け取った少女は、一瞬迷ったような間をつくったが。

　ずずっ、とお茶に口をつけると、

「……そうです」

　若干、弛し緩かんしたのか。

　ふう、と一度溜ため息いきをついた後、

「新興レディース盗賊ギルド〝ピンク・スパイダー〟。私はそこの……お荷物盗賊なんです」

　さっきまでのちょっと強気な表情を崩くずしつつ、そう打ち明けてきた。

「お荷物盗賊？」

「うん。……えっと。昔……〝荒あら波なみのエグザ〟って女盗賊いたの、知ってますか？」

　少女は、唐とう突とつに、聞いてきた。

「いや……」

「知らんが……」

　オレも店長代理も答えは同じだった。最近この世界に来たばっかりのオレ達が、この世界の、しかも昔の英えい雄ゆうのことなど知るわけもない。

「そう。有名なんだけどな。〝エグザ〟。昔トップだった勇者パーティに居て、男盗賊以上のスキルで、錠じようという錠を、罠わなという罠を解除して、世界中の未み踏とうの場所をどんどん開かい拓たくしていったの。ルックスもキュートで……憬あこがれてました。

　そんなエグザみたいになりたくて。私、一大決心して。家を出て、盗賊の資格とって、盗賊ギルドに入ったんです」

　アツく語る少女。

「うん。いいじゃん」

　盗賊ってのが、若干世間体悪そうだけど。いちおう職業として認められてるんだし。日本に置き換かえたら、サッカー選手目指して、Ｊリーグの育成クラブに入れたみたいなもんだろ。それってけっこう順当だよな。

「うん。そうなんですけど……思ったより、女盗賊の世界もシビアで」

　一転、表情を暗くしながら少女はいうのだった。

「ピンク・スパイダーに入ってビックリしちゃいました。盗賊って。私が思い描えがいてた盗賊と、ぜんぜん違ったんです……」

　嘆たん息そくまじりにいう少女。

「私、盗賊っててっきり、エグザみたいに、冒険にでて、財宝手に入れたり、パーティの冒険助けて、それで生計立てていくのかと思ってたんですけど。

　今、普通の盗賊ギルドってぜんぜんそういうんじゃなくて。

　商店から万引きしたり、教会から女神像窃盗して売り払はらったり……そういう、人に迷めい惑わくかける、せこい窃盗で生計立ててるとこがほとんどだったんです。手付かずのダンジョンとかが減ってるせいもあるけど」

「へぇ……！」

　思わず、感心するオレ。そうか。確かに日本語でも、盗賊って、そういう二つの意味あるよな。冒険者としての盗賊と、犯罪者としての盗賊。

　つまりこのコは、前者をやりたかったのに、実際なってみたら、後者ばっかりやらされるハメになった、ってわけか。

「私、それがイヤで……」

　少女は浮うかない表情で、

「なんとか組織を方向転てん換かんしようと。組織の先せん輩ぱいにいってみたんですけど……。

〝今時そんな夢みたいな生き方で生きていけるわけがない〟

〝そんなリスク冒おかしたくない。今の生き方で充じゆう分ぶん安定してる。私達の安定を壊こわすな〟

〝つか、ぶっちゃけ、今の暮らしのほうがラクだろ〟

　とかいわれて、中々説得できなくて……」

　地面を見つめながら、いう。

「それで──まぁ、当たり前といえば当たり前なんだけど、組織の中でも、けっこう浮き始めて。色々仲間外れにされるようになってきて……。

　まぁ、もう、なんていうんですか？　お恥はずかしながら、だんだん、ヤケになってきて……。

　それでデモン・イレブンを襲おそうことに決めたんです……」

　流れの中で、唐突にデモン・イレブンが出てきた。

「いや、あの……」

「ヤケでうち狙ねらったのか？」

　オレと店長代理がビックリしていると、少女は頷うなずき、

「はい。映像記録装置とかもあって、攻こう略りやく難度Ｓ、世界中の盗賊が近づかないって評判の店、デモン・イレブン。

　そこで万引き成功したら、それだけの腕うでがある奴がいるなら、ピンク・スパイダーも冒険者の盗賊としてもやっていけるかもしれない。

　みんなが、そう思ってくれるかもしれないとか思って……」

　ちょっと疲つかれたような表情でいってくる少女。

「あ、あぁ……」

「なる……ほどなぁ」

　オレと店長代理は、顔を見合わせる。

〝万引き犯に歴史アリ〟──日本時代、確か〝先輩〟がそんなようなこといってたけど。

　ほんと、その通りなんだよなぁ。

　日本時代からそうだったんだけど。万引きする人って、案外、色々理由あったりするんだよな……まぁだからって、同情しちゃだめなんだけど。

「うーーん」

　しかし、そんな中、店長代理が困ったように決断を下すのだった。

「けどよ。だからって、やっぱその商品やるわ、とはならねーよ。返すか、金払うか、どっちかにしろや。そしたら、今回は見み逃のがしてやるから」

　これだけ抵抗してるのに、まだ聖法騎士団ケーサツは呼ばない店長代理である。やはりなんだかんだ面めん倒どう見みが良い。

「……イヤです」

　しかし、少女は、まだ抵抗するのだった。

「もういいです。ここで釈しやく放ほうされても。どうせ組織は変えられないし。組織変えられないなら、盗賊やってる意味もない……。

　だったら、もう、どうでもいいです。万引き成功させてくれないなら、どうぞ、聖法騎士団ホワイトリツター呼んでください。それで私も夢をキッパリ諦あきらめられますので」

　そっぽを向きつつハッキリいってくる少女。

「……………………」

　オレと店長代理は、弱った。

　いや……まあ、こうなりゃ、聖法騎士団ケーサツ呼ぶしかないんだけど。事情聞いちゃっただけに、なんか通報しづらいな……かといって、このまま見逃すわけにもいかないし。うーん……。

「ド、ドースル？」

「わ、わかりません……」

　手て詰づまりになる、オレ達。

「やれやれだぜ。……ですね」

　──その時だった。

　オレ達の後方から、誰だれかが、パタンと本を閉じ。

　こちらに向かっておもむろに言い放つ声が、聞こえた。




　　　　※




　声の主は──

「おお……」

「そういや、お前、いたのか……！」

　オレ達は目を丸くした。そういや、この事務所には、どういう精神力をしてるのか、こんないたたまれない空気の中。フツーに休きゆう憩けいをとっていた女……白雪塔とう子こが居たのだった。

「みてられませんよ、全く」

　白雪は、オレには読めない海外のタイトルの分厚い本を椅い子すの上に置き、嘆息まじりにいってきた。

「お、おお。もしかして……」

「お前、何か妙みよう案あんが？」

　白雪は、デモン・イレブン最年少店員ながら、海外の大学から論文を求められたり、自分で組んだプログラムで億万長者だったり、日本政府からＴＰＰについての助言を求められるなど、絶対コンビニにいるのがおかしい天才少女である。

　だからこそ、オレと店長代理は期待して聞く。が。

「はあ？　何いってるんですか、リーダー。店長代理。確かに塔子、バークレーで万引き依い存そん症しようの人の集まりに行って、何回かセラピストみたいなことはしたことありますけど。それとこれとは全然別問題じゃないですか」

　不満げにいってくる白雪。うん……でも、やっぱ、近い問題に何らかの形では嚙かんでるんだ……。すごいっす白雪サン……。

「ていうか。妙案？　塔子、このお話に、何か案なんていらないと思うけどナー」

　白雪は髪かみをかきわけ、いかにもかったるそうにいってきた。

「ん？」

「案いらない？」

「ハイ。だって。すっごいくだらない問題じゃないですか。たかがその程度の困難で、自分の夢諦めて、聖法騎士団ケーサツ捕まって、終わりにしたいって……。

　どーせここに居座る根こん性じようもたいしたことないですよ。ほっといたらお腹なかすいて帰るだろうし、商品だけ取り返して、あとほっといたらいいんじゃないですかー？」

　けっこう冷たいことを、まったく興味なさそうに白雪はいう。

「なっ……！」

　少女が、そこで、顔色を変えた。

「たかがその程度の困難!?　あ、あなたに何がわかるんですか！」

　少女が反論した。

「私はもう散々頑がん張ばってきたんですよ！　組織を変えようと！　慣習を打ち破って、なんとか新しい考え浸しん透とうさせようと！　けど、新しいことをやろうとすると、いつだって、世間は逆風を浴びせかけてくる、だから……」

「いやー世間なんて関係ないでしょ？」

　しかしそれに白雪も無感情に反論。

「塔子だって、新しい論文とか発表する時、どれっっだけぼろくそにいわれるか。子供の空想だとか。やっぱり日本人はダメだとか。

　けど、塔子、そこで自暴自じ棄きになったりしないですよ？　だって……自暴自棄になるってことは、要するに、まだその対象に未練があるって証しよう拠こじゃないですか」

　淡たん々たんという白雪。

「…………え？」

　その一言に、少女は、若じやつ干かんたじろいだ表情を見せた。白雪は続ける。

「だから。本当に未練なかったら。やるだけやって、もうこれ以上何も出来ないなって自分で納なつ得とくできてるなら。論文でもギルドでも、もっとサッパリスッキリやめられるはずですよ。自暴自棄になるってことは、本当は諦めがついてない証拠。

　単純に、その人はまだまだやれることをやりきってないんですよ」

「…………」

　少女は、白雪の言葉に、思いがけない自分の気持ちに触ふれられたように絶句し、

「で、でも……」

　なんとか言葉を搾しぼり出す。

「た……確かにそうかもしれませんけど……！　でも、何かを変えようにも……ウチのメンバーは、今、もう、話し合いのテーブルにすらついてくれない。一体どうすればいいのか……」

「やれやれだぜ……ですね」

　そんな少女に、白雪は、再度あきれたように嘆たん息そくするのだった。

「じゃあ。その〝メンバー〟に、ひとまず〝万引き〟をやめさせれば……。

　あなた、あとは、何とかできるんですね？」

　スマホを高速でいじりながら確かく認にんする、白雪。

「ん？」

「え……？」

　その白雪の発言に、オレと店長代理は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

「えっと……白雪……？」

　オレと店長代理は困こん惑わくするが、

「は……はい！」

　その困惑は万引き少女の全力の返答に弾はじき飛ばされた。

「何とかできます！　ほんの少しでも、万引きが他人に迷めい惑わくかけるってこと認識して、冒険者としての盗賊に興味持った状態で交こう渉しようの席についてくれれば……そこでなんとかする準備だけはしてきたんです！　その状じよう況きようさえ整えば──きっと、組織を、変えてみせます！」

　さっきまでとは別人！　瞳ひとみに生気を漲みなぎらせながらいってくる少女。おいおい、何か変な方向に話盛り上がってきてないか、これ!?

「わかりました──」

　それを聞いて、白雪は、めんどくさそうに嘆息しつつ、いう。

「そこまでいうなら。乗りかかった船です、塔子が……いえ、デモン・イレブンが。そのメンバーに、万引き、やめさせてあげますよ」

　少女のほうを見もせず、淡々と、わけのわからないことを勝手にオレ達を巻き込みつつ承しよう諾だくする白雪。

「はあ!?」

「お……おい、白雪!?」

　オレ達は意味不明すぎる展開に慌あわてたが、

「ほ……ほんとですか!?」

「ほんとです。万引き少年少女にお灸きゆうをすえるのも、コンビニ店員の大事な仕事ですしね。まぁ任せてもらっていいんじゃないですか？

　まずは、組織に、この手紙を渡わたしてください」

　白雪はそういうと、スマホで既すでに下書きをしていたのか、その文章をプリンターで印刷して少女に渡す。

「わ、わかりました……渡します！」

「それであなたは、その後、一度ギルドを離はなれて、酒場か実家にでも移動してください。それで明日くらいまで、どうやってみんなを説得するか。そのシミュレーションをする……できますか？」

「で……できます！」

　少女は熱っぽく頷うなずいた。

「だったら、ことは簡単です。明日の夜明けには、もうだいたい問題は解決してると思いますよ？　そっから先は、塔子達はもう知りません。塔子も忙いそがしいし、いつまでも世話焼いてられないですから。自分でなんとかしてください」

「わ、わかりました……あ、ありがとうございます！」

　少女は、思いっきりオレ達に頭を下げ、

「申し遅おくれました。私……〝ピンク・スパイダー〟のフジコ・ゴールデンイエローといいます」

　いいながら、オレにウチのうめぇ棒がいっぱい入ったリュックを渡してくる。

　てか、フジコ・ゴールデンイエロー……!?

　すごい名前だな、ある意味盗とう賊ぞくにぴったりじゃないか……！

「あとは、絶対なんとかします。だから……ひとまず、お灸のほう、お願いします！」

　言い残すと、フジコは脱だつ兎との如ごとく事務所から去っていく。

「いや、あの」

「白雪……!?」

　その背中を見送ったオレ達は、混乱のまま白雪を問い詰つめる。

「オレ達で盗賊ギルドに万引きやめさせるって……本気か!?」

「本気ですけど」

　白雪はあらゆる感情の揺ゆらぎを感じさせない声でいうのだった。

「だって腹立つじゃないですか。万引き犯って。私、昔からそういう人キライなんです。ラクして甘い汁しるだけすすろう、みたいなの。その行こう為いが、どれだけ他人に迷惑かけるか想像もしないで」

　淡々という白雪塔子。

「だから、ま、やっちゃいましょうよ。大だい丈じよう夫ぶ。基本的に仕込みはぜんぶ塔子がやりますから。

　ちなみに塔子の計画では、こうです」

　オレ達に、自分の立てた計画を説明する白雪。

「正気か……!?」

「絶対無理！」

　聞いた瞬間。

　オレと店長代理は、ほとんど同じような内容の台詞せりふを絶ぜつ叫きようしていた！




　　　　※




　二時間後。

　夜九時。

　デモン・イレブンを取り囲む、二〇～三〇の桃もも色いろの影かげ──。

「お、おい、白雪──本当にやるのか!?」

　オレは泣きそうになりながらいった。

　結局、白雪の計画を阻そ止しできなかった！

「はあ？　当たり前じゃないですか。ヘルシンキじゃこんなの日常茶さ飯はん事じでしたよ」

「…………」

　オレと店長代理は絶句しつつ確信していた。

　ヘルシンキとやらが何を指してるのかよくわからないが。

　今から白雪がやろうとしてることは、絶対、日常茶飯に行われていない……！

「いいじゃないですか。これも、ひいては、デモン・イレブンの為ためですよ」

　外を見ながら白雪が、異常に落ち着いた声でいう。

「今後も万引き犯や窃せつ盗とう犯に標的にされたらめんどうでしょう？　だったら、ここらでイッパツ、デモンストレーションしといたほうがいいですよ。

　ウチは万引きに向いてないって」

　白雪はそういうが、

（うーん……）

　オレはその言葉を聞きながら──

　実は白雪には、今回、そういうこととは別の。個人的なモチベーションがあるのでは、と睨にらんでいた。

　店の為。万引き犯はキライだから。

　それも確かに理由ではあるんだけど……、

　盗賊ギルドの〝常識〟を変えようとするあの子と、新しい論文とか発表して今までの業界の〝常識〟を変えようとしてる自分。

　そこに、どっか似たようなものを感じて。

　それで、そんな中、力及およばず、その理念を捨てようとしているあの子見て、手をかしてやりたくなったんじゃないかな……。

（まぁ、でも……だとしたら、それはいいことだけど）

　オレはそのことに関してはそう思う。

　勇ゆう気きにもいったけど……白雪は、本当はけっこう年相応の熱さや弱さをもってる女の子なんだけど、立場や才能突とつ出しゆつしてるから、中々それをさらけ出すことができない感じだった。

　それが、あの少女には、けっこういっぱいしゃべって、本音ぶつけてたし。

　白雪が一皮剝むけるには、中々うってつけの事態ではある、のか……？

　仕方ない。

　完全に正気の沙さ汰たじゃないんだけど……

　ま、白雪のいうとおり、単純に、万引きはよくないことだし。

〝白雪作戦〟。

　バイトの先せん輩ぱいとして、バイトリーダーとして、いっちょ手伝ってやるか……！

　足、ブルブル震ふるえてるけど！




　　　　※




　ピンク・スパイダーのみなさんへ──

　みなさまにおかれましては、ますますご健勝のことと存じ上げます。

　さて、さっそくではありますが、みなさまへお得なお知らせです。

　本日、ＰＭ九時より、当店、デモン・イレブンは盗賊の方専用、夜の大セールを行わせていただきます。

　セール内容は簡単。

　九時～九時一五分の一五分間。

　もしお客様のうちの一人でも、当店の商品を万引きすることに成功したら、褒ほう賞しよう金として、一〇〇万Ｇゴールドさしあげます。

　もし成功しても、聖法騎士団ホワイトリツターなどには連れん絡らくいたしません。これに違い反はんした場合も一〇〇万Ｇさしあげます。

　勿もち論ろん、罠わなや準備はさせてもらいますが、それをかいくぐるのが〝盗賊〟のおシゴトですもんね。ご来店、心からお待ちしております。


──デモン・イレブン一同──　　






　二時間前。白雪が、フジコを使ってピンク・スパイダーに送った手紙の内容はこれだった。

　白雪は、この手紙を読んで来るであろうスパイダーに、白雪特製装備（これが何かはまだオレも知らされていない）を使って万引きを手痛く失敗させ、お灸きゆうを据すえるつもりなのだという……。

　そして、今。

「き……来たぞ！」

「いけぇ！　一〇円チョコ一個、電池一つ持ち出しても我々の勝利だ！　討ち取って我々の名を上げろぉ！」

　入り口から、本当に、白雪の思おも惑わく通り、怒ど号ごうと共に、凄すさまじい勢いでピンク・スパイダーがデモン・イレブンに突とつ入にゆうしてきた。

　うん。これ、もう、完全に万引きするって感じじゃないよね!?

　めちゃくちゃ正面突とつ破ぱじゃないか！

　入ってくるのは、ピンクのレオタードに身を包み、頭にバニーの付け耳をつけたお姉さん方。ああ……これが制服なんだ、ピンク・スパイダー。なんて目立つ……。

　つか、フジコはキャラ的に、こんな制服の盗賊ギルド絶対馴な染じめないだろ……もうちょい考えてギルド選べよ!?

「ちょっとどいて！　邪じや魔まよ！」

「あうっ!?」

　とか圧あつ倒とうされてるうちに、突とつ進しんしてきたお姉さんの一人に突つき飛ばされた。

　そのお姉さんは胸むな元もとにつめこめるだけ文ぶん房ぼう具ぐをつめこみ、レジをスルーし、そのまま入り口のほうへとって返す。そんな……つかみ取りのバーゲンみたいに!?

「やばい、一人突破された!!　店長代理！」

　オレは店長代理に助けを呼ぶ。が。

「大丈夫だ！　おでんは任せろ、命にかえても俺が護まもる！」

　店長代理はおでんを護るため、おでんの什じゆう器きに覆おおいかぶさるのに必死な状態だった。いや店長！　誰だれがアツアツのおでん万引きするか!?　状じよう況きよう考えろや、恐きよう怖ふのリアクション芸人軍団とかじゃないんだぞ、相手は!?　バカ！

「やばいやばいやばいやばい……」

　ただでさえ数で圧あつ倒とう的に負けてるのに、おでんバカが一人いたせいでいきなりマイナス一だ！　「いりませんよ、三人で充じゆう分ぶんです」って白雪がいったから、九く条じようと勇気は自室でのんきにくつろいでるらしいけど、助け呼んだほうがいいんじゃないか、コレ!?

「だーいじょうぶですって。正直店長代理のおでん狂ぐるいは誤算でしたけど……。リーダーは、これ使ってください。リーダーならきっとこれでお灸すえられるはずです」

　パニくってると、白雪がオレに何か丸いものを複数渡わたしてきた。

　渡してきたもの。それは──コンビニのレジの後ろ、電子レンジの近くなんかに置いてある、防犯用のカラーボール……ええええ!?

「おいおい、これでどうしろって!?　これじゃさすがに戦えないだろう!?」

「だーいじょうぶですって、いいからつべこべいわずに投げてください！　そんなんじゃアメリカじゃ通用しませんよ!?」

「アメリカ行く気ないですけど!?」

　とかいってる間に、オレを突き飛ばした女が無人の出口へ一直線である。

　ええい、白雪が、仲間が、大丈夫っていってんだ、こうなりゃオレも乗ってやろうじゃん！

「おおおお！」

　オレはデタラメなフォームで、しかし渾こん身しんのジャイロボールとかを投げるつもりで思い切り踏ふみ込んで女に向かってカラーボールを投げた。

　その瞬しゆん間かんだった。

　カッ！

　カラーボールの後方で、何か火薬のようなものが弾はじけた──と思った瞬間。ゴッ！　カラーボールがジェット噴ふん射しやのように火薬を噴出し、おそるべき速度に加速、しかも勝手にホーミングして、ゴッ！　出口へ向かっていた女の首筋にえげつない勢いでめり込んだ。

　ドサッ。力なく倒たおれるピンク・スパイダーの女。

　バサッ。その女の胸から無残にあふれ出る文房具の数々。

　シン──あまりに凄せい惨さんな現場に、店内が一瞬静まり返る。

「オィィ！」

　オレはなんか自分の力を畏い怖ふするように手の中にあるカラーボールを見た。

　違ちがう。昔マニュアルで見た、カラーボールが持ってる性能と絶対違う！

　完全に殺傷能力仕様に改造されてる。

「い、いつのまに!?」

「この二時間。必死に改造しました」

　胸をはっていう白雪。二時間!?　二時間でこんな改造カラーボールあっさりつくったんかお前！　天才か!?　あ、天才か。

「ひ、ひ、怯ひるむなぁぁ！」

　しかし敵もさるもの。屍しかばねをふみこえ、まだまだやる気のようである。

「透とおる！　使え！」

　その瞬間、店長代理がオレにカラーボールを投げてくる。

「店長代理！」

「俺はここから動く気はねぇ！　不要だからそれぜんぶお前使え！」

「あ……はい……」

　なんか一瞬、カッコよく思えたけど完全に誤解だったようだ。

　あんた、ただおでんの什器から動きたくないだけじゃないか……!?

「くそ、でも、やるしかない」

　オレ達はコンビニ店員である。

　だから普ふ段だんなら、客をホフるなど、絶対やってはいけないことだ。

　だが。

　この状況なら──相手がお灸をすえるべき万引き盗賊団だっていうなら。

　オレ達だって戦うしかない。

　万引きって行こう為いが、どんだけリスキーな行為か（命的に）……徹てつ底てい的に、思い知らせてやる！

「恐おそれ入ります！　間、失礼します！」

　日本、そしてこの異世界で鍛きたえまくった、高速でお客様の間を抜ぬける技術を使いつつ、

「そこっ！」

　ドシュッ！　オレは狙ねらいをすましてカラーボールを投とう擲てき。

「ぐあっ!?」

「な、なんだこいつの動きは……盗賊である私達に比ひ肩けんするだと!?」

「どこを見てるんですか……遅おそいですよ！」

　ドシュッ！

　ドシュッ！

　次々撃げき破はしていくオレ。

「ふたつ……みっつ……よっつ……！」

　ドシュッ！

　ドシュッ！

　次々女盗賊を昏こん倒とうさせていると、あれ？　今って宇宙世紀００７９とかでオレ、リック・ドムとか相手に闘たたかってるんだっけ？　と謎なぞの錯さつ覚かくも起こってくるが、気を確かにもとう。

　ここはコンビニである！

「さすがリーダーです」

　同時刻。

　白雪も戦っていた。

　ただし白雪の戦いは静かなもの。手元のスマホを操作すると──

　ドガァ！

　ドガァ！

　店内の、指定されたタイルが突とつ然ぜん落とし穴になり、出口へ殺さつ到とうしていった女盗賊が次々その奈な落らくへ吸い込まれていく。

「キャアアアア!?」

「うーんいいですねぇ。一度こういうのやってみたかったんです。悪の総統みたいな？　残念だが君はもう用済みだ。地じ獄ごくで後こう悔かいしたまえ──みたいな」

　ポチッ。

「ギャアアアア!?」

　また一人消える、女盗賊。

　さらに。

「さて。そろそろとっておきのサプライズを登場させましょう」

　白雪が、レジのキーを〝Ｐ〟と書かれた、あんまり見覚えのなかったミゾにまわすと。ゴゴゴゴ！

　デモン・イレブンに変化が起こった。

　ウィィィィ……。

　入り口付近に……鉄てつ格ごう子しのシャッターが下がってきたのだ。

「ええー……」

　オレはさすがに啞あ然ぜんと白雪を見る。

　あんな挑ちよう戦せん状送っといて。出口に鉄格子かけられる仕様つくってたのコイツ!?　鬼おにか……！

　女盗賊達は悲鳴をあげていた。

「ギャアァ！」

「ハメられた！　あいつら、はなっからあたし達を生かして帰す気なんてなかったんだ！」

　な、なんていわれよう……。オレ、別に何かの主人公とかじゃないけど、とりあえず、これ、絶対、主人公がいわれるような台詞せりふじゃない……。

「いや、えっと、白雪……これじゃセールといいつつただの虐ぎやく殺さつ……」

「はあ？　何いってんですか？　こんなのハーバードじゃ」

「日常茶さ飯はん事じじゃないよな、絶対!?

　お前、オレらが知らないと思って適当いうな！」

「えー？　うーん、まあでも、日常茶飯事だってのは本当ですよ？」

　白雪は、なんか怖こわいくらい淡たん々たんとした口調でいった。

「え？」

「ほらぁ。世の中って、自分では何も生み出さないのに、ただ相手の揚あげ足とって笑ってる寄生虫みたいな頭の固い生物いるじゃないですか？」

「………………」

　オレはノーコメントを貫つらぬいた。

「そういう人って、腹たつんですよねー、なんか。だから、昔から塔子、そういう人が増えてきたら、ホームパーティっていって、おうちに呼んで、こうやってお灸をすえるのはしょっちゅうでしたよ？」

　暗い目で、ひたすら落とし穴を出現させる為ため、スマホをいじって落とし穴に女盗賊を落としていく白雪。

　……暗っ。

　あーやばいわ。この子、この小さな体たい軀くの中に闇やみ抱かかえてるわ……。

「つかさ……その落とし穴とか、シャッターとかも、この二時間でつくったん？」

　素そ朴ぼくな疑問として聞いてみるオレ。
















「あ、いえ？　これはそんなのとは関係なく、日本時代から実は仕込んでましたよ？　趣しゆ味みで」

「趣味でぇ!?」

　後ずさるオレ。

　何勝手にバイト先のコンビニ改造してんだコイツ!?

　闇……ほんと闇抱えてますわ、この子。

　オレは、コンビニ店内を改めて見回す。

　そこにあったのは、

　鉄格子で封ふう鎖さされた出入り口。

　そこら中に出現した落とし穴のせいで足の踏み場のない店内。

　オレのカラーボールで気絶させられ、近くにカラーボールを転がせて倒れている十数人の女盗賊。

「怖……！」

　オレは戦々恐きよう々きようとした。

　うん……オレが間ま違ちがってた。白雪のいう通りだった。

　万引き犯にお灸きゆうを据すえるなんて、案外簡単なことだったのかもしれない。

　この白雪塔子と。実は改造されてたデモン・イレブンがあるなら……。

「さ、残党狩がりといきますか。二度と万引きしようなんて気が起きないよう、徹底的に恐きよう怖ふを刷り込みましょう。

　そうだ、リーダー、これ使ってください。ポリッシャーを改造した空気弾だん発生装置。これなら空気を取り込んで打つから弾たま数かず無限ですから」

「え、遠えん慮りよしときますわ」

　いよいよ洒落しやれにならない威い力りよくになってそうだし。

　オレはぼちぼち、地道にカラーボールで戦おう。

「誰だれか……誰か出してくれぇぇ！」

　それからしばらくの間は、珍めずらしく外からは灯あかりが落ちたように見えるデモン・イレブンから、そんな声が響ひびいていたが。

　数十分後には。

　それも一つ、また一つと消え、やがてデモン・イレブンに怖いくらいの静せい寂じやくが訪おとずれた──。




　　　　※




「ありがとうございました！」

　そして翌日の昼間──デモン・イレブンに、極ごく上じようの笑えみを浮うかべるフジコ・ゴールデンイエローが来店した。

　レジには、オレと、白雪。

「白雪さんの……みなさんのおかげで、メンバーが、急に話を聞いてくれるようになりました！〝万引きはもうコリゴリだ〟〝そういう盗とう賊ぞくから足を洗って、みんなで冒ぼう険けんの広野に足を踏ふみ出そう……〟って、何な故ぜか全身痣あざだらけになりながら。

　まだまだ話し合いの途と中ちゆうですけど、なんとかなりそうです……。

　みなさん──本当にありがとうございました！」

　ふかぶかと頭を下げてくるフジコ・ゴールデンイエロー。

「そ、そう……よかったね」

　オレは、げっそりした顔で答えた。

　昨日、あんだけバトルして、さすがに疲つかれたわ……。

　ちなみに店長代理は、さっき疲れてるか聞いたら、

「あ？　ぜんぜん。それより透、俺、昨日おでんの什じゆう器きに直接乗ってたからか、湯気で制服びっしゃびしゃなんだよ。制服交こう換かんしてくんね？」

　とか狂くるったこといってきたけど。するか！

「塔子のいう通りだったでしょう？　あの程度の逆風で、自分の主義主張曲げたらダメだって」

　そんなフジコに、白雪は、相変わらず、スマホを見たまま、目もあわさず淡々といってる。

「まぁ……また困った時は、今回みたいに誰かに頼たよればいいんじゃないですか？　たとえば、デモン・イレブンとか……私、とかに」

　さらにそんなこともいってる。

「うふふ……ありがとうございます」

　そんな白雪にフジコは幸せそうに笑い、

「是ぜ非ひそうさせてもらいます。白雪さんも、何かあったら私に頼ってくださいね。今度は、私が恩返ししますので！」

「……ま、考えときます。塔子が解決できないようなこと、この世にあるとも思えませんけどねぇ」

「うふふ……さてさて、それじゃ！　また寄りますね！　今度は、万引き犯としてじゃなく、お客さんとして！」

　最後にもう一度頭を下げ、フジコは去っていった。

「ふぅ……ま、これで一件落着だな……」

　それを見ながら、オレはひとつ溜ため息いきをついた。

　最初、あのフジコの万引き未み遂すいを見た時は、どうなるかと思ったけど……。なんだかんだ、落ち着くとこに落ち着いてよかったよ。

　白雪の、あんまり見えない内面も、けっこう見ることできたし……。

「…………ん？」

　オレはそこで気づく。

「ていうか、白雪。お前さっきから何やってんの？」

　オレの隣となり。白雪はさっきからず──っとスマホをいじり、そしてたまにレジを操作して、試行錯さく誤ごを繰くり返していたのだ。

「え？」

　画面を見たまま、不思議そうに答える白雪。

「何って、決まってるじゃないですか。次回の万引き集団との対決用に、デモン・イレブンもバージョンアップしてるんですよ」

　淡々という白雪に、

「はあ!?」

　さすがに聞きとがめた。

「次回!?」

「はい……あれ？　いってなかったでしたっけ!?　昨日のデモンストレーションが、今、異世界中で話題になってて。万引きがどうこうじゃなく、単純に、盗賊スキルを試ためす場として、スポーツとして、デモン・イレブンを襲おそいたい盗賊団が次々名乗りをあげてるって」

「思いっきり逆効果になってるじゃないか!?」

　オレはわなないた。

　昨日、白雪いってたよな!?

　イッパツ、デモンストレーションしたら、万引き騒そう動どう収まるって！

「す、すいません。万引きはいちおう収まったんですけど……意外な方面で盛り上がっちゃったみたいで……」

「どーすんだこれぇ!?」

　オレは啞あ然ぜんとしていう。

　そりゃ基本的には断りたいけど。たぶん全部は断れないよな!?

　じゃ、また昨日みたいな戦い勃ぼつ発ぱつすんの、デモン・イレブン!?

「白雪ぃぃ……」

　脱だつ力りよくしつつ、白雪を見るオレ。

　だが。その瞬しゆん間かん。

　オレの視界に、映ってはならないものが映った。

「ひっ……ひっく……ひっ」

　瞳ひとみに涙なみだを浮かべ──しゃくりあげ始める、白雪塔子。

　え…………。

　えええ!?

「いや、あの、白雪……」

　オレは慌あわててご機き嫌げんをとろうとするが、

「う……うわぁぁぁぁん！」

　時既すでに遅おそかった。白雪塔子は号泣しだした。

　ええええええ!?

「だって……だって塔子、そこまではさすがに計算できないもん！　バタフライ効果も全部想定して計算したけど、ちょっと計算狂っちゃったんだもん！　だいたいみんな、塔子に色々任せすぎ！　万引き犯のお世話とか、コピー機の修理とか、うちのパソコンのメンテもみんな機械よくわかんないとかでぜんぶ塔子だし、それからＴＰＰも軽減税率もマイナンバーも……

　塔子、完かん璧ぺき超ちよう人じんじゃないもん！　まだ一五歳の女の子だもん！　うわぁぁぁぁん！」

　号泣する白雪。

「わぁぁ、ごめん、ごめん！」

　確実に、ＴＰＰ、軽減税率、マイナンバーはオレのせいじゃないけど！　オレは慌てて謝った。

　さっきまであんな淡たん々たんと強気だったのに！　何故いきなり決けつ壊かいするんだこの天才少女は!?

「あー、サイアク。反はん馬まがまた白雪泣かしてるわー」

「にゃはは。ほんといいコンビだよなー、シロと透は！」

　そんなオレ達を見て、奥から出てきた九条と勇気が勝手なことをいってくる。どこがいいコンビなんだよ!?　ていうか、これ、オレのせい……!?

「えーと白雪。ひとまず泣き止やもう！　な!?　な、なんか、お菓か子しとか買ってあげるから」

「ひっく、ひっ……ほ、ほんとですか？」

「うん。何がいい!?」

「ひっく……じゃあ……」

「うん」

「チョコスティック……」

「うん」

「を、今日から、一年分……」

「…………意外に要求、重っ」

「う……うわぁぁぁぁん！」

「だぁぁゴメンゴメン！　わかったわかった！　買う！　チョコスティック一年分、給料はたいて買ってあげるから！　これくらいのプレゼント、マサチューセッツとかではデフォだよな！」

「え？　あ、いえ。それはデフォじゃないですけど」

「違ちがうんかい！　もうそこはデフォでいいだろ！」

「うわぁぁぁぁん！」

「何故泣く!?」

　天才・白雪塔子。

　彼女の天才的思考を真に理解するには、まだまだ、時間が要いりそうである……！
















　　　シフトⅣ　とあるカップルのお茶ちや請うけ論







　ピシッ。

　店内の硝子ガラスに亀き裂れつが走る音が響ひびく。

「な、なんだなんだ……!?」

　それは、店内隅すみ、ドリンクコーナーでドリンクの補ほ充じゆうをしてたオレでも気づけるレベルの異変。

　店内、レジの前付近で、明らかに店の雰ふん囲い気きを変える〝何か〟が起こっていた。

「一体──!?」

　不安になりつつ、レジ前へ駆かけつけるオレ。

　ゴゴゴゴゴ……！

　すると、そこでは、異世界が誇ほこる二大戦力が、闘気を纏まとい、周囲の小石を巻き上げながら見み詰つめ合っていた。

「ありえねぇな……マオ。チョコチップクッキィだぁ？　俺、お前のそういうとこが嫌きらいなんだよ。ぬるいこといってんじゃねぇ！

　全世界の命運かけて断言するぜ？

〝バームクーヘン〟！

　このクソ苦ぇ〝こーひー〟とやらと一いつ緒しよにあわせる菓子は、この神が創つくった至高の菓子以外ありえねぇ！」

　ゴッ！　額に変な紋もん章しよう浮うかび上がらせながら咆ほう哮こうする勇者デイン。あ、覚かく醒せいした。

「何な故ぜだ……何故わかってくれないんだ!?　バームクーヘンは予定調和だ。反面、〝チョコチップクッキーのチョコチップ〟は、コーヒーやバームに含ふくまれていない甘く硬こう質しつでそれでいて意外な喜びを口内に与あたえてくれる。まさにこれぞ究極。

　不幸だ……せっかくのデートだと思ったのに……何故こんな簡単な理論もわかってくれないんだ!?」

　ハァァァ。本気で哀かなしそうに嘆たん息そくする魔ま王おうベアトリーチェ。

　ゴウッ！

　その瞬間、店内を滅ほろびの風が通り過ぎ、シオシオシオ……その風に触ふれたおにぎりや生せい鮮せん食品が瞬またたく間にドス黒く変色し、一気にただの腐くさったゲル状の物体になった。

　オィィ、うちの商品が!?

「どういう状じよう況きようなんだよ!?」

　オレはさっぱり事情がわからない。

　なんか今、デートとか言ってたけど……!?

「その疑問には私がお答えしましょう」

　するとその瞬間。その騒動を黙だまって見守っていた、右目に何故か割れてるモノクルをはめた、銀ぎん髪ぱつオールバックのいかにも礼れい儀ぎ正しそうな男が教えてくれた。

　あ、こいつ、確かベアトリーチェの部下、四天王のギルガインだっけ？

　……なんで眼鏡割れてんだろこの人。

「我々魔族と、貴方あなた達──いえ厳密にいうと、この世界の人間である〝ヒト族〟が、かれこれ五〇〇年近く争っていたことはトール様、貴方もご存じですよね？」

　ソフトな語り口で説明してくれるギルガイン。

　いや……知らないけど。

　別にそこの歴史は知りたくないので適当に頷うなずく。ギルガインは満足そうに頷いた。

「そして戦争開始から五〇〇年。その長きにわたった戦争が、今、いよいよ終わりを告げようとしているのです。

　ここ、デモン・イレブンのバイト面接がきっかけで、勇者デインと魔王ベアトリーチェは共に行動するようになり、さらに、結果、この世界と〝冥めい界かい〟との全面戦争を二人で回かい避ひさせ二人は英えい雄ゆうになりましたよね？」

　大おお真ま面じ目めな顔でいってくるギルガイン。

「ああ……」

　コンビニのバイト面接がきっかけで知り合った勇者と魔王って絶対おかしいけど。確かに勇者と魔王は、うちのバイト面接で知り合って、その後、互たがいが魔王と勇者と知らずに共きよう闘とうし、たまたま降りかかった冥界との問題を陣じん頭とう指し揮きをとって解決した。

　そう考えるとデモン・イレブンってなんか凄すごくないか……？　ハブとして。

　とか思ってる中、ギルガインは続け、

「つまり今は、まさに五〇〇年に一度の、千せん載ざい一いち遇ぐうの人魔共生のチャンス。私達──魔族とヒト族の和平推進派のことです──は、この機を活いかし、両種族を完全停戦、それどころか完全に和平の完かん了りようした状態にもっていきたいのです！」

「お、おお……？」

　それは素す晴ばらしいことに思えるけど、

「けど……どうやって？」

「そこです」

　ギルガインは頷いて、

「確かに今は、五〇〇年に一度の、人魔共生のチャンス。しかし、〝勇者と魔王、敵対する二人が共闘して冥界との問題を解決した〟だけでは、まだ、両種族を完全に和解させるにはニュースとして弱すぎるのです。いまだにその事件はガセだと信じている魔族・ヒト族も大勢いますし……なので、我々にはもっと、決定的な、人魔雪解けのニュースが必要なのです。

　そこで我々は考えたのです。

　一番、雪解けとしてわかりやすいニュース。

　それには恋れん愛あいだ、と」

　クイッ、とモノクルをあげながらいってくるギルガイン。

「つまり。勇者デインとベアトリーチェさまが恋愛関係──できればケッコン──までしてしまえば、人魔の雪解けは火を見るより明らか！

　なので、我々は、勇者パーティのルシファー氏などと協力し、なんとか、二人をくっつけようと、スケジュールをセッティングし、こうやってお試ためしデートをさせるまでにこぎつけたのです……の、ですが」

　そこで、ハァ、と困ったように頭を抱かかえるギルガイン。

　ピシッ。

　ピシピシッ。

　目の前では、異世界最高の力と最高の力がぶつかり、硝子という硝子、床ゆかという床に亀裂が入り、ボンッ！　そのプレッシャーに耐たえかねたようにレジが一台唐とう突とつに爆ばく発はつしている光景が広がる。

「な、なるほどね……!?」

　状況はだいたいわかった。

　が。

　これだけいわせてくれないかな。

「その騒そう動どうに、何故デモン・イレブンウチが巻き込まれてんの!?」

「いえ。向こうのパーティとも協議した結果、勇者と魔王。二人が邂逅デートするのに一番ふさわしいロケーションはやはりここ、デモン・イレブンということになりまして」

　丁てい寧ねいな態度で説明してくるギルガイン。

「おかしいよね!?　勇者と魔王が邂かい逅こうするのに一番ふさわしいの、普ふ通つうは魔王城の玉座の間とか、どっか高い塔とうの頂上とか、そういうとこだよね!?」

「そういわれましても、現実二人が出会ったのはここですし……。

　ともかく、ああなった二人には我々とはいえもう手を出せません。今回も貴方達にお任せすることになりそうです、【運命の子】トール・ハンマー。そしてデモン・イレブンのみなさま。

　よろしく頼たのみましたよ……！」

　深々と頭を下げ、ヒュンッ──。

　その場から透とう明めいになって姿を消すギルガイン。な……逃にげやがった!?

　デインとベアトリーチェの周りには誰だれもいない。魔族も人間も誰一人いない。えぇー……マジでオレ達に解決させる気か、ヒト族・魔族……！

　そうこういってるうちに、店内のありとあらゆる場所が二人の闘気に煽あおられて発火とかしてる。クソ、なんでこんなことに……！

「お客様、落ち着いてください。お話聞きますので……少し冷静に話し合いましょう!?」

　仕方なく間に入るオレ。

　二人はにらみ合ったまま、フン、と顔を背そむける。

　コーヒーにあうお菓か子しはどれか。

　こうしてデモン・イレブンは勇者と魔王の、その小規模かつ世紀の戦いに介かい入にゆうすることになる──！




　　　　※




「で？　どうすんのよ？」

　数分後。店内に、珍めずらしく、九く条じよう・勇ゆう気き・白しら雪ゆき・店長代理、そしてオレ、のフルメンバーが集結。

　フン、とわかりやすくレジ横コーヒーマシンの前で反目しあっている勇者と魔王を遠巻きに見ながら、作戦会議を決行した。

「どうって。だから、あの喧けん嘩かをなんとか仲裁して、なおかつ、うまいこと恋愛関係にもっていかなきゃいけないんだよ」

「あのね……。それって、たぶん、そう簡単なミッションじゃないと思うわよぉ」

　九条が厳しい声でいってくる。

「え？　なんで？　そらまぁ、簡単にはいかないだろうとは思ってるけど……」

「にゃはっ」

「わかってないですねぇ」

　女子陣じんが、呆あきれたようにいい、

「いい？　女子にとって。ていうか、コーヒーとお菓子の組み合わせにこだわる人にとって。そこのこだわりは、そう簡単には譲ゆずれないもんなのよ。あんたコーヒー飲まないからわかんないでしょーけど」

　九条が腕うで組ぐみしながら難しい顔でそう締しめくくった。

「は？　譲れない？　何が？」

「だから。もちろん、コーヒーの品種や、その日の気候、気分、体調によって変化するけど。とりあえず、一回〝今日はこの組み合わせ〟ってなった〝口〟は。絶対、他の代だい替たい品じゃ誤ご魔ま化かせないのよ」

　しみじみ、どこか情念のようなものすらにじませながらいってくる九条。それに勇気も白雪も、ウンウン、と頷いている。

「ど、どういう意味だよ」

「たとえば。今日は、あっっっまいドーナツ食べるって、朝から決めてたとするでしょ？」

　真しん剣けんそのものの顔でオレに念を押してくる九条。

「う、うん……」

「それで、その至福の瞬しゆん間かんをさらに増強させるため。あっっっまいドーナツ食べて、その口の中を、苦いコーヒーで一回リセットして、それからもっかいあっっっまいドーナツ行くエンドレスワルツを脳内で具体的に想像するでしょ？」

　ちょっとなんかシャレにならない目つきで聞いてくる九条。目が血走っている。

　ていうかお前、ちょっとヨダレ出てるんだけど……。

「って、うお!?」

　オレは若じやつ干かん後ずさった。見ると、話を聞いていた勇気と白雪も、勇気は昇しよう天てんしたような微び笑しようで、白雪は眼鏡の奥を見せないような表情で、しかし各おの々おの口から少しヨダレを出している。なんなんだよこのドーナツに対する女子陣の異常な執しゆう着ちやくは……！

「そうするとね。そうするとね。何かトラブルあって。コーヒーはあるのに、そのドーナツが食べられない……ってなった時。

　私らみたいな人間は発はつ狂きようすんのよ！」

　カッ、と目を見開きながらオレの肩かたをゆっさゆっさ揺ゆさぶりながらいってくる九条。ひぃぃ、なんだこのホラーな状況!?

　見ると、勇気と白雪も、微笑ほほえんではいるが、なんか目の奥は笑っていない、怖こわすぎる表情になっていた。

「い、いや、落ち着けよ」

　オレはひとまず九条を制し、

「ドーナツないなら。たとえば、ドラ焼きとか、アイスとか、なにかしらある代替品とコーヒー飲めばいいじゃ……」

「だーかーら！　それが無理だっていってんの！」

　カッ！　背後に雷らい鳴めいでも轟とどろいてんじゃないかって勢いで否定してくる九条。

「一回コーヒーとドーナツになった口は、もう、コーヒーとドーナツ以外じゃ絶っっっ対満たされないの！　勿もち論ろん、他ほかにどうしようもなかったら、他のも食べるけど。それは、そのお菓子にとってもコーヒーにとっても、ものすごく不幸な顚てん末まつなの！　だって、そのお菓子のポテンシャル一％も引き出せないんだから！」

　その熱弁に、うんうんと頷うなずく勇気と白雪。

「店長代理……わかります……？」

　オレは気け圧おされながら、まだかろうじて話がわかりそうな店長代理に話をふってみた。

「あぁ？　いや、わっかんねーよ。俺も、コーヒー飲まねぇし」

　すると店長代理はさほど興味がなかったのか、耳かっぽじりながら適当に答えてきたが、

「はあ!?　じゃああんた、今日は絶対おでん食べようと思ってて。それが器材のトラブルで食べられなかった場合、きつねうどんとかちゃんこ鍋なべで我が慢まんできんの？」

「ありえねぇっっ……！」

　ゴッ!!

　その途と端たん、店長代理が勇者デイン並みに闘気を解き放ちながら虚うつろな目で咆ほう哮こうした。いや店長代理……どんだけおでん好きなんだよ!?　てかどうやってそのオーラみたいのだしてるんですか!?

「と、いうわけよ」

　そして九条はふんぞり返って結論づけるのだった。

「このように。一回その味にチューニングした口を、他の味にもっていくのは至難の業わざ。特にお菓子なんかの場合わね。

　つまり一回コーヒーとバームクーヘンの口になっちゃったり、コーヒーとチョコチップクッキーの口になっちゃってる勇者と魔ま王おうの主義主張を覆くつがえすのは、とてつもなく困難ってことよ」

「じゃ、じゃあどうすんだよ……!?」

　三人娘むすめ＋店長代理のおかげで、このミッションの難しさは若干わかったけど。

　オレ、正直そんなに食に固こ執しゆうするタイプでもないし（基本なんでも食べる）、そんな奴やつらの喧嘩どう解決すればいいかぜんぜんわからない。

「……とりあえず、まずはスキを見つけるしかないわよ」

　九条は腕組みしたまま、難しい顔で断言する。

「可能性は限りなく低いけど。どうしても、あの戦争を終わらせたいというのなら、どっかでスキを見つけて、それでどちらかの意見買いたい商品を変えさせるしかないわ。そうすれば争いはなくなる」

「マジかぁ……」

　買いたい商品変えさせるって。それコンビニ店員の仕事なんだろうか……!?

「じゃ、じゃあ、仕方ない。オレと──まぁ九条詳くわしそうだし、九条でいいや。二人で説得しよう。他の三人は、ちょっと店回しててもらっていい？」

　仕方なくオレは覚かく悟ごを決め、みんなにいう。

「にゃはっ！　オッケーだぜ、透ー」

「仕方ねぇなぁ」

「がんばってください！」

　店チームを託たくす、勇気、店長代理、白雪に承しよう諾だくを得たので、

「よしっ。んじゃ、いってみるか」

「おっけ。バケモノ退治といきましょ」

　オレと九条は前を向き。

　まずは勇者を呼び出し、店の隅すみに誘ゆう導どうし、そこで説得を試みる──！




　　　　※




　が──。

「俺はぜってぇ曲げねぇ」

　交こう渉しようは、早くも暗あん礁しように乗り上げた。

　店内の隅っこ。おにぎりと高級アイスがある角のところ。

「コーヒーって、胃が刺し激げきされて、やたら食欲わいてこねぇか？　濃こくて苦ぇコーヒーの後に、それと比ひ肩けんするくらいバシッと濃くて甘くて重いバームクーヘンを胃に入れる……これでファイトイッパツ、午後からの仕事もがんばれるってもんじゃねぇか」

　話を聞いてみた勇者は、驚おどろくほどに頑かたくなだった。

　オレは九条と顔を見合わせ、

「い、いや、気持ちわかりますけど……せっかくの〝デート〟じゃないですか！」

　オレは説得に動く。

「セッティングは周りの関係者さん達だったかもしれませんけど。お客様も、ある程度楽しみにしてたから、今日こうしてここにいらっしゃったんですよね？

　それなら、ここは男として妥だ協きようして、魔王さんに趣しゆ味み嗜し好こうあわせるっていうのも……」

「トール。そんなんじゃねぇんだよ」

　しかし勇者は、男前な笑え顔がおと共に、オレの肩にポンと手を置きいうのだった。

「俺にとってバームクーヘンってのはな。そんな簡単なもんじゃねぇんだ」

「い、意味わかんないです。どういう意味ですか……!?」

「俺はな。──今日の為ために。今日の予定決まってから一週間。ずっとメシ、抜ぬいてきてんだ」

　ぎらっ。飢うえた獣けものそのものの目でいってくる勇者。え……えぇぇぇぇっ!?

　今日バームクーヘン食う為に、メシ抜いてきた!?

「しかも冒ぼう険けんしながらの断だん食じきだったからな。正直、何度も死ぬかと思ったぜ。けどなんとか耐たえられた……何でだと思う？」

「え、ええ？　わかりません」

「もしかして、バームクーヘンのおかげですか？」

　聞いたのは九条だ。勇者は頷いた。

「然しかりだ」

　清すが々すがしい顔で、

「今日、ここで、バームクーヘン食う。その喜びを思えたからこそ、オレは、なんとか今日まで踏ふん張ってこれたんだ」

　そしてオレの肩から手を離はなし、

「つーわけで。こればっかりは、譲るわけにはいかねぇんだ。この計画に手を貸してくれたルミナリエとジジイの為にもな。俺は──負けねぇ！」

　ゴッ！　闘気を充じゆう実じつさせながら、勇者は吼ほえる。

　オレは、九条と顔を見合わせた。

（ど、どう思う？）

（うーーん……）

　九条は少し考えて、

（ちょ、ちょっと無理かもね）

　結論を出した。

（予想以上に動機が強固だわ。このモチベーションを崩くずすのはたぶんほとんど不可能っぽい）

（やっぱそうだよな……！）

（でもさ……！）

　と。

　そこで、九条は、何かを途と中ちゆうまでいいかける。

（……ううん、やっぱり、なんでもない！）

　が、九条は、首を振ふって、それを打ち消した。

（え？　なんだよ……？　気になるじゃないか）

（なんでもないなんでもない。とりあえず、勇者の説得は打ち切りましょ。まだ魔王のほうが可能性あるかもしれないしさ！）

　強制終しゆう了りようするように、話題を切り替かえる九条。

　……何なんだよ？　気になるが、確かに勇者が無理なら魔王を説得するしかない。

　オレは九条に促うながされる形で、今度は魔王の方へ足を向けた。







「お断りだ」

　が──

　勇者がさきほどいた場所の対角。入り口付近、スポーツ新聞等が並べられている近く。

　そこで待っていたのも、勇者と似たり寄ったりのものだった。

「胃に流し込む？　ぜんぜんコーヒーの良さがわかっていないじゃないか。そんな毒薬・劇薬のように使うものじゃないんだ、コーヒーは。

　気が置けない仲間とチョコチップクッキーをかじりながら、一枚一枚でちいさな幸せをかみ締しめ、その後ホロ苦いコーヒーで口の中をリセットしてまたおしゃべりに戻もどる……。この生き辛づらい世の中で、そういう幸せを演出するための大切な飲み物。それがコーヒー。そして、それに一番相あい性しようが良いのがチョコチップクッキーだと……何な故ぜわからない勇者よ……」

　寂さびしそうにいう魔王。

「いや、でも、ベアトリーチェさん、さ」

　そんな魔王に声をかけるのは、九条だ。

「いや、正直気持ちわかるよ？　私どっちかっていうとチョコチップクッキー派だし」

　思いがけないことをいう九条。

「え？　あ、そうなん？」

「うん。まぁドーナツとかバームクーヘンも好きだけど。普ふ段だん使いとしては、クッキーが一番ベストかなぁ？　たぶんユーキとかもそのタイプね」

「そ、そうなんだ」

　うーん、女子ってすげぇな……どの菓か子しがコーヒーに一番あうか、誰だれしもそこに一家言二家言もってんのか？

「だろ？　そうだろ、マイ！」

　そんな九条の、言に。魔王は顔を明るくして九条の両手を握にぎるが、

「うん。でもさ、ベアト。今回だけ、なんとかなんない？」

　そこから九条は説得を試みる。

「今回はさ。初デートってことで。勇者のオススメのバームクーヘン食べてみるっていうのも、女子スキルの一個じゃん」

　オレが勇者にいったことの女子版、みたいなことを九条はいうが、

「それは……ダメなんだ……」

　しかし魔王は答えるのだった。

「今日のために……今日最高のコンディションでチョコチップクッキーを食べるために。私は今日まで一週間、逆に毎日バームクーヘンを食べてきてしまったんだ」

　哀かなしそうにいう、魔王。ああ……う、うん。断食してきた勇者とは何か別ベクトルの意気込みだけど。これも、中々、本人にとっては中々の苦行なんだろうか……。

「だからバームクーヘンはありえない。チョコチップクッキーが食べたい。この一週間、チョコチップクッキーが食べたくて暴れる私を、四人がかり、死に物狂ぐるいで止めてくれた我が愛いとしの四天王達の為にもな……！」

　ギュっ、と胸むな元もとの髑髏どくろのペンダントを握りながら魔ま王おう。

　死に物狂いで止めた……大変だな、四天王も。そういやギルガイン、眼鏡割れてたっけ。だから割れてたのか……！

「なるほどね……」

　それを聞いた九条は、嘆たん息そく混じりに頷うなずいた。

「わかった。事情聴ちよう取しゆは以上よ。ありがと、ベアト」

　いうと、くるり、踵きびすを返し魔王から離れていく九条。……んっ!?

「お、おいおい？」

　ずんずん歩いていく九条を追いかけながら、オレは慌あわてた。

「も、もういいのか？　勇者がダメだった以上、なんとしてでも魔王説得しなきゃいけないんじゃ……」

「無理よ。状じよう況きようは勇者と似たようなもんだもん。ていうかさ、私、わかっちゃったわ」

　何か、決意を固めたような声でいってくる九条。

「な、何が？」

「この喧けん嘩か、解決する方法。こういう場合、意見変えさせるんじゃなくてさ。逆だったわ。もっと意見吐はき出させればいいのよ」

　いいながら、ずんずん勇者に向かって進んでいく九条。

　お、おい、何をする気だ、九条麻ま衣い!?




　　　　※




「どーいうこった……？　デモン・イレブン！」

　ピシシッ！

　店内の空気が、まるで針でも敷しき詰つめたように引き締まったものになる。

（お、おい、九条……！）

（だいじょーぶなんだろーな、お前!?）

　その状況で、オレと、そして急きゆう遽きよ借り出された店長代理は青ざめ震ふるえ上がっていた。

　というのも、無理はない。

　店内レジ横。コーヒーマシン前。

　そこに、突とつ如じよ巨きよ大だいなポップが出現し、そこにはこう書かれている。

【公開討論！　バームクーヘン対チョコチップクッキー、デモン・コーヒーに一番あうお菓子は一体どっちだ!?】

　そのポップの前に、勇者と魔王が対たい峙じし。

　それを見守るように、客達が布ふ陣じんしている。

　そしてその傍かたわらには、店内ありったけのバームクーヘンとチョコチップクッキーを売り物として並べていた。

「どーもこーも。私達が──具体的には、うちの馬ば鹿か反はん馬まが間ま違ちがってたわ。

　さっきは止めて悪かったわね。

　この騒そう動どうを収めるには。

　バームクーヘンとチョコチップクッキー。どっちのほうがデモン・コーヒーにふさわしいか。どっちのほうが食べたいか……とことんまで討論しなくちゃいけなかったのよ」

　チンッ、とゴング代わりに店内混雑時、店員を呼ぶために設置していたベルを鳴らしながら九条がいう。

「もう今度は止めやしないわ。ただ、こっちも商売だから。一枚嚙かませてもらう。

　バームクーヘンとチョコチップクッキー。全在庫はたいて、商品用意したわ。

　これから一〇分間、自分達の討論で、どっちの商品のほうが多く捌さばけるか。それで白黒キッチリつけてよ」

　商品の乗った棚たなを指差しながら九条。なにぃ!?

「いやいやいやいや！」

　オレと店長代理は慌てて止めた。

「煽あおってどうすんだ!?」

「そ、そうだよ!?　そんな条件なくても、ただでさえ、店潰れそうなくらいやりあってたんだぞ!?　あれ以上ガチでやりあわせたら──」

　戦々恐きよう々きようとしながら、勇者と魔王を見るオレ。

　だが。

（……あれ？）

　オレは困こん惑わくした。

　そんなことになったら、あの二人のことだ。覚かく醒せい状態勇者対魔王第三形態状態とかになって、世界半はん壊かいさせかねない勢いで自分の推す商品プレゼンする、とか思ったんだが──

「えっ？　あ、あぁ、まぁ、いいぜ？」

「の……望む、ところだ？」

　九条の提案に対し。

　二人は、誰がどーみてもわかる挙動不ふ審しんさで、歯切れ悪く九条の条件を承しよう諾だくしている。

　……あれ？

「よし。契けい約やく成立ね。じゃあさっきもいったけど制限時間は一〇分間、これから自分の推す商品多く売ったほうの勝ちね？

　よーい……ファィッ！」

　手をクロスさせ、チンッ！　ゴングを鳴らしながら九条がいう。

「しゃあねぇ……こうなった以上、死ぬ気でやるしかねぇか……！」

「恨うらむなよユーシャよ。これも──チョコチップクッキーに生しよう涯がいを捧ささげた者の運命」

　すると二人は、逡しゆん巡じゆんを見せながらも、ゴッ!!

　闘気全開！

　実力者なら、〝東のほうで二つ、とてつもなくでけぇ気がぶつかってやがる……！〟とかすぐわかりそうな気合いの充じゆう実じつぶりで、　真正面から対峙した。

　う、うおお!?　さっきの逡巡はなんだったんだ？　やっぱこいつら、世界半壊させる気か？

「俺は断然──バームクーヘンに一票だ」

　まず口火をきったのは、勇者！

「デモン・イレブンのコーヒーはやや苦味が強ぇし、バームくらい甘み強くねぇと受け止められねぇよ。想像してみろや──ほろ苦ぇここのコーヒーが口を通った後、しっっっとりとしたこのバームクーヘンの甘みが頰ほおの中に広がっていく至福を……！」

　ブンッ！　何の意味があるのか、腰こしに差さっていた剣けんを抜ぬき放ち、魔王の鼻先数センチのところに突つきつけながら勇者が宣言。

　ゴクリ……！

　その途と端たん、勇者のバームクーヘンレビューコメントに、店内ところどころから、唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「やべ……俺、バームクーヘン食いたくなってきた」

「オレも。コーヒーのお茶ちや請うけは断然バニラアイス派だったけど、バームも悪くなさそうだな」

　するとすかさず、オーディエンス内の二人のスケルトンが動き、さっそくバームクーヘンとコーヒーを買って、店の外へ出て行く。

　いや、いいんだけど……あいつら、どうやってコーヒーとかバームクーヘン食べるんだろ……？　内臓とか無いし、スケスケだし、食ったそばからどんどん体外に出て行く気もするんだけど……。

「うめぇー！　これ、コーヒーに超ちようあうわー！」

「はじめて食ったけど、ここのバームクーヘン、こってりしててうめぇな！　へぇ、エヒメの契約農場の生みたてたまごにこだわってんのか！　いい仕事してんなー！」

　しかしどうにかして食べてるらしく、店外から生々しく二人……っていうか二体の絶賛が聞こえてきた。

　ゴクリ……！

　すると店内に、伝染するように唾を飲み込む音が広がる。

「オレも買うわ」

「私も……」

「ワシもじゃ」

　動き出すオーディエンス。

「わ、ちょ、ちょっと待ってください！」

「にゃはっ！　ありがとうございましたー」

　それを、白雪がコーヒーのカップを渡わたし、勇気がお会計するというコンビネーションでどんどん捌いていく。

　すげー、実演販はん売ばい、効果てきめんじゃん。

「チッ……！」

　その光景を見て、勇者は何な故ぜか浮うかない顔で舌打ちした後だが、

「……どうだよ？　これでわかったろう。これが俺とお前──いや人間と魔族──いや、バームクーヘンとチョコチップクッキーの力の差だ。悪いことはいわねぇ……さっさと辞退しろや」

　剣を突きつけ、殺気をはらんだ、まったく感情のない目つきで非情に宣言する。

　その迫はく力りよくに、コンビニがビリビリ揺ゆれる。

　す、すげぇプレッシャー……この人、性格、振ふる舞まいはともかくとして、やっぱ世界中から勇者って認められるくらいの実力あるんだな……！

「……力の差？」

　しかし。オレ達は忘れてはならないのである。

　その勇者に対峙しているのは。世界で唯ただ一人。この勇者に対峙できる資格を持つ実力者だということを。

「笑わせるな。私が生涯で、一度でも本気を出して戦ったことがあると思うのか？

　力の差とは──こういうことだ!!」

　カッ！　目を見開く魔王。するとその瞬しゆん間かん、魔王が竜たつ巻まきのようにその場で回転し、バシッ！　おそるべき身のこなしで、長い足とヒールを履はいた靴くつで勇者の手から勇者の剣を蹴けり飛ばし。

　パシッ。

　それを流れるような動きで受け取ったかと思うと、今度はそのまま、目にも留まらない動きで逆に勇者の喉のど元もとにその剣の切っ先を突きつける。

　す……

　す……

　スゲェェ！

　魔ま王おう、スゲェェェェ！

　ざわっ。

　その早はや業わざに店内が沸わき立った。

　いや、うん、こりゃ沸き立つわ！　思えば、オレ、魔王の魔王らしいとこ一回も見たことなかったけど。やっぱこの人も魔王なんだな！

「チッ、やるじゃねぇか」

　勇者は舌打ち。

「けっこうフェイント入れたつもりだったんだけどな」

「見たさ。七回目までは騙だまされたが、あとは全部読んだ」

　と、勇者と魔王。あ、オレ達の目に捉とらえられないところで、そういうフェイント合戦みたいの織り交ぜられてたんだ……コンビニでなんでそんなハイレベルなことしてんだろ、この人ら……！

「いいか？　つまり、これが、チョコチップクッキーの凄すごさというわけだ」

　そしてそのまま、魔王はわけのわからない演説を始めた。

「え？」

「どういう……」

　オーディエンスが戸と惑まどうが、

「戦せん闘とうもチョコチップクッキーも同じ。最後まで決して諦あきらめないほうが栄光へと辿たどり着く。

　考えてもみろ。楽しいティータイム。周囲にいるのは気が置けない仲間とたっぷりのコーヒー。

　そこでお前達はバームクーヘンを口に入れる」

　そこで、何故か、相手側のバームクーヘンの話をしだす魔王。

　ゴクリ。

　想像したのか、またしてもオーディエンスの喉のどが鳴ったが、

「その瞬間。確かに膨ぼう大だいなる快楽が貴様達の喉を通過するだろう。だが、その後はどうする？」

　その流れに、魔王が一石を投じた。

「貴様達は何の為ためにコーヒーを飲む？　リラックスするためじゃないのか？　ゆっくりするためじゃないのか？　仲間と他愛なく語らうためじゃないのか？

　いい加減気づけ。

　バームクーヘンは──食べたら終わりなんだ」

　シリアスすぎる表情でいう魔王。

「けれどチョコチップクッキーは違ちがう。もちろん、値段と質によって比例するが。ちゃんと計算すれば、皆みんなでお茶をする間、ゆっくり食べられるくらいの枚数を、バームクーヘン一個の金額で調達できる。

　さぁ想像しろ──楽しいお喋しやべり。おいしいコーヒー。それにどこまでもエンドレスに付き合ってくれるたっぷりのチョコチップクッキー。

　本当のコーヒーの相棒はどちらか。これでもまだ迷う必要があるか？」

　自信満々にいう魔王。

　ゴクリ。

　その瞬間、店内にやはりゴクリの大合唱が起こった。

「そーだよな。おれ、ぜってークッキー。だってみんなでゆっくりしてぇじゃん」

「だよなぁ。お茶はそうやって楽しむのが醍だい醐ご味みだもんなぁ」

「ありがとうございましたー」

　勇気に見送られ、チョコチップクッキーを最初に買っていったのは、コンビニの入り口くらいある鉄球を引きずった一つ目青い肌はだの巨きよ人じん達。

　ああ……あの人ら、意外にお茶の時間とか大事にする種族なんだな……。

　その楽しげな会話が、チョコチップクッキーの立場をさらに上げたのだろう。

「オ、オレもチョコチップクッキーにしよ」

「拙せつ者しやも」

「私も……」

　次々、様々な種族、様々な職業の客達がチョコチップクッキーを買っていく。

「っ……！」

　その様子を見て、魔王は、何故かどこかが痛むような表情を浮かべて、

「──さあ勝負ありだ。降こう伏ふくしろユーシャよ。こうなった以上もうお前に勝ち目は──!?」

　そこで、魔王は、言葉を途と切ぎれさせる。

　勇者に突きつけていた剣が、ガチガチと震ふるえだしたのだ。

　それもそのはず。魔王が突きつけていた剣は、勇者がその強きよう靭じんな歯で咥くわえ、そして──

　ガキッ！

　そのまま根元からへし折られてしまった。

　バ、バケモンか勇者……！

「ま、魔族かお前は……！」

　魔王も、さすがに目を見開いている。

「ざけんな。人間様だ」

　ペッ、と折れた切っ先を吐はき捨て、

「しゃあねぇ。こうなったらしゃあねぇ。マジで遠えん慮りよなくいかせてもらうぜ？　マオ」

「望むところだ──来い、バーム……じゃなく、ユーシャ！」

　ゴッ！　いよいよ力を振り絞しぼるように闘とう志しを高める二人。

　最終決戦の幕が上がる！




「だぁかぁら！　バームクーヘンのほうが、〝特別な日感〟があんだろー!?」

　勇者がデンプシーロールよろしく身体からだを振りながらバームクーヘンをプレゼンすれば、

「ふざけるな！　お前はバームクーヘンのこってり感に頼たより過ぎる！　過ぎた力は身を滅ほろぼすと何故わからない……コーヒーの時は、トータルでおやつのことを考えるんだ！」

　その勇者へ向かって、流星群のような高速の蹴りを打ち込みながら魔王が叫さけぶ。

　ゴクリ。

　ゴクリ。

　ゴクリ。

　その間にも、そのプレゼンは功を奏し、オーディエンスがどんどん商品を買っていくので、商品が陳ちん列れつされた棚たなからどんどんチョコチップクッキーとバームクーヘンが減っていく。

「う、うーん？」

　その光景を見ながら──しかし、オレは、困こん惑わくしていた。

「それにしても、あの二人、なんであんな顔してるんだろ」

　さっきからちょいちょい気になってたんだけど……。

　あの二人。自分のプレゼンが成功して、自分が推してる商品が売れても、あんまり嬉うれしくなさそうっていうか……いよいよ、売り切れが近づくにつれ、表情も、どんどん重くなっていってる。

「ふむ。そろそろかしら」

　と、もぐもぐと、ドーナツを食べ、コーヒーを飲みながらその光景を見ていた九条がいった。

「ていうか……お前、何食ってんだよ!?」

「いや、さっきあんたに熱弁した結果、ドーナツ食べたくなってきちゃってさ……」

「ま、まぁいいけど……。で？　そろそろって？」

「そろそろ、本音がでてくるってこと──ちょっと煽あおってみようかしらね」

　九条はそういうと、ドーナツの最後のひとかけらを口の中に放り込み、対たい峙じする勇者と魔王の間を平然と通り、商品の乗っている棚まで移動、

「ひぃ、ふぅ、みぃ……。おっ。よかったじゃん、デイン。バームクーヘン、完売まで残り五つよ？　このままのペースで行けば、二、三分で完売になる。……そうだ！　ちょうどおやつの時間だし。人数分あるし。これ、デモン・イレブンの分として、買わせてもらうわ。完売おめでとう！」

　そして唐とう突とつに、残っていたバームクーヘンを手にとってレジに向かい出した。

「えぁ?!」

　するとその瞬間、勇者が奇き声せいをあげ、九条を先回りした。

「ちょ、ちょっと待て！　本気で全部買うのか!?

　俺は今日、マオと一いつ緒しよにバームクーヘン食う時間を楽しみに……！」

　そして慌あわてた様子で何かをいいかける勇者だったが──

「あ……！」

　その瞬しゆん間かん。

　勇者が、何かに気づいたように、慌てて口を閉じた。

　そして、

「……いや、まちがえた。別になんでもねぇ」

　続けて、なんか不ふ機き嫌げんな顔でそんなことをいってくる。

　……ん？

　……おやおや？

「ユ……ユーシャ？」

　そのリアクションに、驚おどろいたような表情を浮うかべたのは魔王だ。

「え？　なんだ？　お前……今日のこと、楽しみにしてたのか……？」

　呆ぼう然ぜんと魔王は聞くが、

「は、はぁぁ!?」

　勇者はこっちのほうがよっぽど魔族みたいな形相で吐き捨てるのだった。

「て、てめぇみてぇな女とのデート楽しみにするわけねーだろ!?　聞き間ま違ちがえだよ聞き間違え。んなことよりちっとは気張って商品売れや。てめぇのオススメのクソまずいチョコチップクッキーがまだ全然売れ残ってんだろ！」

「ハァァ!?」

　ゴッ！　怒いかりに燃える魔ま王おう。

「私のことをいうのはいい……だが……チョコチップクッキーの悪口だけは許せん！」

　ますます闘志を引き上げる魔王。

　すると。

「そーね」

　その瞬間。九条があっさりいうと、ひょい、ひょい、とあっさり幾いくつかチョコチップクッキーを手に取った。

「わかるわよ、マオ。さっきもいったけど、私もどっちかっていうとチョコチップクッキーの方が好きだし。そうだ、やっぱり買うの、バームじゃなくクッキーにしよ！　えーと、あ、これでチョコチップクッキー完売よ！　よかったじゃん、マオ、おめでと！」

　チョコチップクッキーを手に、極ごく上じようの笑えみでニッコリいう九条。

「え!?　あ、いや、あの……え!?　ほ、ほんとに買うのか？　マイ？」

　すると突とつ然ぜん、さっき噴ふき上げた闘志をシュンとしぼませ、魔王がオロオロしだした。

「え？　そーだけど？」

「そ、そーだけどって……ちょ、ちょっと待ってくれ。そのクッキー、今日ユーシャと一緒に食べるのを私はずっと楽しみにしてたんだ！　だからお願いだから……」

　オロオロしながら何かをいいかける魔王、だったが、

「ハッ!?」

　急に我に返り、その場で赤面して硬こう直ちよくした。

　んん……!?

　おいおいおいおい……!?

「ハハーン？」

　その時だった。

　死ぬほどまんざらでもない表情で勇者がふんぞり返った。

「何？　お前。そのクッキー。クッキーそのものが好きってより。俺と食うのを……楽しみにしてたのかよ？　それならそうと早く──」

「そ、そんなわけないだろ!?」

　ドゴォ！

　その瞬間だった。悲劇が起こった。赤面しながら反射のように放たれた魔王の蹴けりが、勇者の顔面にまともにヒットしたのだ。

「あ……」

「あ……」

　魔王と、コンビニ内の生物全員。

　目の前で起こった、あってはならないアクシデントの発生に目を丸くする。

「やりゃーがったな……」

　次の瞬間。

　店内の空気をピシリと引き締しめ。

　額から血をだらだら流しながら、たたらを踏ふんだ勇者がユラリと上体を起こした。

　ドゴォ！

　そして次の瞬間。たった今まで魔王の顔があった場所に、勇者のパンチが通過！

「な……何をする!?」

　憤ふん慨がいしたような表情の魔王。

「さっきのは事故じゃないか！　それを報復するとは……それでも男かお前は！」

「うるせぇ！　だいたい何なんだよさっきから黙だまって聞いてりゃ……俺はな。今日お前とデートすると思って。冒ぼう険けんも手につかなかったし、飯もあんま喉のど通らなかったし。それぐらい、めちゃくちゃ楽しみにしてたんだぞコラァ!?」

　ブチギレながら攻こう撃げきをしかける勇者。

　ガッ！　そのパンチが、魔王の顔面に思い切りヒットした。

　その瞬間。ブチッ。魔王の何かがキレたような音がして、そして、

「はあ？　何だその程度。私の期待と不安に比べれば米こめ粒つぶのようなものじゃないか！　私はな。今日の為ために、三日かけて服も新調して、エステいって肌はだの調子整え、美容師免めん許きよ持ってるギルガインにカットしてもらって、髪かみ型がたも変えてきてるんだぞ!?

　それに気づきもしないで……楽しみにしてたぁ？

　お前なんかより……私のほうが百万倍楽しみにしていたわ！」

　ガウンッ！　勇者のパンチを喰くらったままだった魔王が、黒い闘気を衝しよう撃げき波はのように撒まき散らせながら咆ほう哮こう！

　すると、闘たたかいは加速！

「はぁぁぁ!?　調子コイてんじゃねぇぞマオ！　服新調？　当たり前じゃねーか！　俺なんか念の為絶対今日は見られねーだろう靴くつ下したまで新調したわ！　ルミナリエに見み繕つくろってもらって」

「ハイそれ失言ー。私とのデートに他の女の名前出した時点でお前失言ー。お前はぜんぜん私とのデートに緊きん張ちよう感もって臨んでないー。私のほうが絶対今日楽しみにしてたー」
















「なんだとこのアマぁ!?　死ねぇ！」

「死ぬのはお前だ愚おろかな人間がぁぁ！」

　ズガガガガガ！　たぶんドラゴンボールの世界に紛まぎれ込んでもギリやっていけそうな身のこなしでその場で殴なぐりあう異世界最強の男女、勇者デインと魔王ベアトリーチェ。

「えーと……」

　その光景を見ながら、オレは困惑。

「これ、何？」

「ま、こんなもんか」

　そんな情景を見つつ、どことなくホッとした様子でいっているのは九条だった。

「九条……お前、こうなること、わかってたん？」

　だとしたら、すごい女だけど。

「まさか。経けい緯いとかロジックはぜんぜん予想外だったわよ。ま、けどさ。二人の話って共通点あったじゃん？」

「共通点？」

「うん。勇者は、今日バームクーヘン食べる為に、ずっと断だん食じきしてた。

　魔王は、今日チョコチップクッキー美お味いしく食べる為に、クッキー我が慢まんして、ずっとバームクーヘン食べてた。

　さぁ、これに共通することは？」

「……バームクーヘンが出てくる……」

「ばか。もっと根本的なとこ見なさいよ！

　要するに。二人とも、わざわざ今日のデートの為に、色々犠ぎ牲せい払はらってるってことよ！」

　嘆たん息そく混じりに九条はいった。

「今日の為に、労力さいてるってこと！

　つまり、それくらい、二人共、今日のデート楽しみにしてたってことよ」

「なるほど……！」

　オレは深く納なつ得とくした。確かに……誰だれだって。興味ない相手と遊ぶ時は、前段階からそんな犠牲払ったり労力さいたり極力しようとしないよな。

　労力も犠牲も厭いとわなかった二人は、今日のデート、けっこう楽しみにしてたってことだったのか……！

「そうなりゃ、あとはカンタンよ。なんとか二人の間にある素す直なおじゃない気持ちとっぱらわせて、本音いい合わせれば、そのうち絶対〝雨降って地固まる〟って思ったわ」

　殴りあう勇者と魔王を見ながら九条。

　確かに……二人が対立してるって状じよう況きようは、最初と変わってないんだけど。

　今の二人の争いは、不思議と、最初ほどぴりぴりした空気を放っていなかった。

　ただお互たがい素直な気持ちをいいあってるだけみたいな……。

　じゃああの【公開討論！】企き画かくも、二人をよくいえば素直にさせる、ぶっちゃけると、キレて本音むき出しにさせる為の装置だったんか……。

「いや、お前、意外に男女間の機き微びに詳くわしいんだな……」

　オレは驚いていう。

「はあ？　あったりまえでしょ？　私が何年素直じゃない女やってると思ってんのよ？　目つきの悪さと生まれ持った性格のせいで、どんだけ苦労してあんたに片思……」

　疲つかれたような表情で何かをいいかける九条、だったが、

「って!?　何いわせてんのよ、あんた!?」

　次の瞬間。どこからどうやって取り出したのか、

　ゴッ!!

　オレの顔面にペットボトルをぶつけながら九条がいった。はああ!?

「あが、な、何しやがる!?」

「うるさい！　あんたが余計なこというから、余計なこといっちゃいそうになったでしょ!?」

「何だよ余計なことって！　カタオモ？　カタオモってなんだよ!?」

「だから五う月る蠅さい！　忘れろ！」

　次々ペットボトルを投げつけながらいってくる九条。なんなんだよ一体……!?

　まぁ、けど今回は、九条のお手て柄がらっちゃお手柄か。

　終わりが見えなそうな勇者と魔ま王おうの争いを、こうやってひとまず互いの気持ちを正直に語らせる、くらいのところまでもってったんだからな。

　けどカタオモって何なんだろう……!?

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……！」

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」

　そうこうしてるうちに、勇者と魔王の体力も限界まで来たらしい。

「チッ、にくたらしいくれぇ強ぇ……！　クソが。

　いいか？　今日のところは勝負は預ける。

　どっちのほうがデート楽しみにしてるか……！　次のデートではぜってぇわからせてやるからなっ!?　マオ！」

「望むところだユーシャよ。

　次までに私は、ダイエットして、バイトしてお金貯ためて、かわいい服買って、化け粧しようも覚えて……どれだけお前と会うのが楽しみか。お前に思い知らせてやる！」

　視線を中空でバチバチぶつからせながらいいあう勇者と魔王。

　いや、なんなんだよこの喧けん嘩か？

　どっちのほうがデート楽しみにしてるかって……それ、もう、告白してるようなもんじゃん!?　普ふ通つう、もうくっついたりするんじゃないの!?　何でそれが対立になる!?　勇者と魔王の宿命なんだろうか？

「じゃあな。来週の日曜あけとけよ！」

「当たり前だ。同じ時間にここ集合な！」

　吐はき捨てると、もう目線もあわさずコンビニから出て行く二人。

　いや、それ、ただのデートの約束……。

　っていうか、またここに集合すんのかよ!?　せっかく男女で会うんだから、コンビニじゃなくもっと他ほかのとこ行けば!?

　勇者と魔王の〝デートスポット〟デモン・イレブン。

　デモン・イレブンにまた新たなる謎なぞの属性が加わった瞬しゆん間かんだった……！




　　　　※




　さて。

「だーかーら！　肉まんだっつってんだろ!?」

「豚ぶたキムチまんだ！　ぜったいぜったい豚キムチまんだ！」

　数日後──

　デモン・イレブンレジ前で、またしても戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつしている。はあ……。まあなんとなくこーなるとは思ってたけど……。

「なんでそーなるんだよ!?　お前、俺がどんだけお前と肉まん食うの楽しみにしてきたと思ってんだ!?　この為にまた三食抜ぬいてきたんだぞ!?」

「私だ！　私が豚キムチまん食べたい気持ちのほうが絶対強い！　今日、一いつ緒しよに食べるために、私はわざわざ、昨日も一昨日おとといもここで味見したりしてたんだぞ!?」

「だったらもういいじゃねーか!?」

「お前と一緒に食べたいんだ！　何な故ぜそんなカンタンな女心もわからないこのトーヘンボク！」

　ズガガガガ！　殴り合いを開始する勇者と魔王。

「というわけで──交際は順調のようです」

　それを見ながら、オレに淡たん々たんと報告してくれたのは片目にまた割れたモノクルをはめた男、ギルガインだった。

「いやいやいや！　あれで順調!?　あんたあれでいいの!?　なんか全然男女間のまろやかさみたいの漂ただよってないけど!?」

「いえいえ。最初反目しあってるけど、いつしか二人は……みたいの。少女マンガでは鉄則じゃないですか。そーいう感じで、まぁいいんじゃないですか？」

　微笑ほほえみながらいってくるギルガイン。

　いや、うん……わからんでもないけど。それとこれ、微び妙みように関係性違ちがくないか？

　あと、なんでそんな日本の少女マンガのお約束に詳しいんだこいつ。

「まぁいいんじゃん」

　その様子を見ながらいったのは、九条。

「実はあの日、チョコチップクッキーとバームクーヘン、デモン・イレブンの全店てん舗ぽの中でもうちの店が一番売ったらしいからね。ＡＭ（エリアマネージャー）も珍めずらしく褒ほめてくれたわよ？」

　淡々という九条。ま、まぁ、あんだけの騒さわぎ起こしたらなぁ……。

「と、いうわけで。今回はこんなノボリ用意してみたわ」

　いいながら、ドンッ、とレジ前にのぼりを立てる九条。

　そこには、こう書かれていた。

【徹てつ底てい討論！　大好評〝魔勇対決〟シリーズ第二弾だん！

　本当においしい中ちゆう華かまんは肉まんか、豚キムチまんか!?】

「またやんの……!?」

　ゲンナリと、オレ。ていうか、なんで肉まんと〝豚キムチまん〟？　普通そこはあんまんとかせめてピザまんだろ……。

「うん。これ売れるしね。しばらくあの二人泳がせて、対決材料なくなるまでは、それで稼かせがせてもらおうかと」

「悪徳プロデューサーかお前は……ある意味お前が一番恐おそろしいわ」

〝魔勇対決〟シリーズ。

　こうして、デモン・イレブンでは、今日も今日とて、日本時代にはなかった勝手な企画がスタートしたのだった……。
















　　　シフトⅤ　とあるコンビニの決断







　それは、はっきり〝オレのミス〟から始まった事件だった。

　午後十一時半。

　遅おそ番ばん、そろそろ日付も変わろうかという時間帯でレジに入っていたオレの前に、三人の異世界人がやってきた。

「兄ちゃん。煙草たばこ。七番くれや、七番」

　一人は、身長一五〇センチくらいだろうか？　鼻の下とあご下にかなり硬かたそうな髭ひげをたくわえたオッサン──〝ドワーフ〟。

「私にはこれをくださいな」

　同じく、最近デモン・イレブンでもけっこう売れてる『透すき通る梅酒』という、可愛かわいい小こ瓶びんに入ったシャレオツな梅酒をレジに出してきたのは、なにやら虹にじのようにところどころで違う色の長い髪かみを持つ、清せい楚そで、神秘的な、優やさしげな雰ふん囲い気きの女性。

　そして最後に、

「………………」

　ばさっ。

『乱れ浴衣メガ盛り八八連発』

　という成人向け雑誌を無言でレジに置いたのは、深く深くフードをかぶっていて表情を見せない、謎の大男（もしくは大女）。

「い、いらっしゃいませー」

　あまり見慣れない三人だったが、とりあえず、レジを打つしかない。

　今、シフト的には九く条じようが一緒だが、九条は店内の雑誌の返本作業をしているので、レジはオレが打つ。

「えー、お会計ごいっしょでよろしいですか？」

「ああ、いいぜ！」

　快活に答えたのはドワーフ。

「ではお会計あわせまして、二一〇六Ｇになります。袋ふくろお分けしますか？」

「ハッ、いいいい、資源の無む駄だだろ。全員一緒でいいぜ」

　ガハハ、と豪ごう快かいに笑いながらいうドワーフ。

「かしこまりました。えーと。では、二二〇〇Ｇお預かりで、九四Ｇお返しですね」

　小こ銭ぜにを手て渡わたすオレ。

「おお！　じゃあな、デモン・イレブン！　またくるぜ！」

　上じよう機き嫌げんで出口に向かっていく三人。

「いやー、とうとう来れたな、デモン・イレブン！」

「私達もこれでデモン・イレブナーですわね！　うふふ」

「…………今度、グレンに自じ慢まんしよう」

　口々に盛り上がりながら去っていく、ドワーフ、お姉さん、フードの奴。

　ん？　グレン？

　グレンってあの冥めい界かい王子グレンか……？

「何、今の一団」

　去っていく三人を見るともなく見ていると、返本作業を終えたらしい九条が不思議そうにオレの元へ来て聞いた。

「さあ……初めてきたお客さんだったっぽいけど」

「ふーん。何かグレンっていってた？」

「うん。何か知り合いなのかも」

「そ。ま、なんにせよ、うらやましい限りよね。コンビニくらいで、あんな盛り上がれてさ」

　ブツブツいいながら、その話題を終わらせ、定時なのでレジの点検を始める九条。

　今思えば、この時、〝グレン〟って名前が出てたことが実は大きな情報だったんだけど……ここでオレは気づけなかったんだよなぁ……！

　けどそれきり、オレはこの三人のことはもう思い出さず、朝まで遅番勤務をこなし、シフト終しゆう了りようの朝八時を迎むかえた。

　そこからである。

　デモン・イレブン最大の危機が始まったのは。




「ん……？」

　オレが気づいたのは、シフトも終えたし、フラフラになりながら、部屋に戻もどって寝ねようかと思っていた頃ころだった。

　そろそろいつものピークだし、さっさと上がらないと騒そう動どうに巻き込まれて大変なことになるから急がなければ……と考えていた矢先。

　ピンポーン。

　入り口に、六つの影かげが現れた。

　まず入ってきたのは──小こ柄がらでムキムキな髭ひげ面づらのドワーフ、虹色の髪の優ゆう雅がな雰囲気のお姉さん、そしてフードの人。

　夜に一回来てくれた、あの三人組──。

　そして、

「え……？」

　その三人が、オレのシフト中にまた来たことも驚おどろきだったが……

　オレをより困こん惑わくさせたのは、後ろの三人だった。

　三人の後ろから、その三人ソックリの──しかし微妙に顔のつくりが違う三人がピッタリ後ろに貼はりつくように入ってきて、こちらに近づいてくるのだ。

（な、なんだ……!?）

　状じよう況きようがわからないけど、オレは知らず知らず後ずさっていた。

　というのも、なんだか、その後ろについてきた三人が、オレから見て、クレームをいう前のお客さんにそっくりというか……ともかく苛いら立だった表情を浮うかべているように思えたからだ。

　反対に、先に店に入ってきた、夜に一度店に来てくれたほうの三人は、しょげかえってるというか……死ぬほどバツの悪そうな顔をしている。

「おい、責任者、あんたか？」

　そして、店の中央まで進んだところで、あとから入ってきた三人の中のドワーフ──夜中に来たオッサンより、皺しわが多く髪や髭の色がグレーである──が、ずいっと前方の三人を追い越こし。オレの前までやってきて、オレに聞いた。

「え？　あ、はい。まぁ今この瞬しゆん間かんですと、店長代理もいないですし、責任者はいちおうオレですけど……」

「だとしたら──テメェ……なんてことしてくれてんだ！」

　するとその瞬間。オッサンは顔を真っ赤にして怒ど鳴なり、ガンッ！　レジカウンターに拳こぶしを打ちつけた。

　え、えぇ……!?

「お……お客様？　当店が何かいたしましたでしょうか……？」

　いきなり怒鳴られる筋合いがまったくわからないので、オレは呆ぼう然ぜんと聞くが、

「コレだよ」

　それに即そく答とうしながら、オッサンがガサッ、とオレに突つきつけてきたのは、

　昨日の夜、あの三人組が買って行った煙草、梅酒、エロ本が入っている、うちの店のビニール袋ぶくろ。

「お前らの店は、こんな物ぶつ騒そうなモン平然と売んのか!?」

　店内のガラスがビリビリ震ふるえるような声でいってくるオッサン。

「え、い、いえ？　まぁもちろん多少物騒かもしれませんが、だからこそ、そこはきちんと自己判断のできる成人された方にしかお売りしてませんが──」

「じゃあ、なんでまだ未成年のウチの息子むすこにこんなモン売ったんだよ!?」

　すかさず怒鳴り返してくるオッサン。

「………………。

　え？」

　オレは、怒鳴ってくるオッサンの後ろで、しゅんと縮こまるオッサンに目をやる。

「え？　息子さん？　ですか？　弟……もしくは双ふた子ごの兄弟とかじゃなくて？」

「どう見たって息子だろうが!?　髪も髭もまだこんなに青々として！　我らドワーフ族は、出生から死去まで髭と髪の色以外、ほとんど見た目が変わらないことは常識だろ!?」

　ブチギレてくる、グレーの髪と髭のパパドワーフ。

　え、えぇ!?　出生から死去までほとんど見た目変わらない!?

「え!?　じゃ、じゃあ、あの、後ろのお客様、失礼ですけどお幾いくつなんですか？」

「ドワーフ年ねん齢れいで八歳、ヒト族に換かん算さんしてもまだ一三歳だよ!?　お前なんかより年下、まだよちよち歩きの坊ぼうやだってことくらい一目でわかるだろうが!?」

「一三歳……!?」

　オレは絶句した。あの見た目で!?

　けど、怒鳴ってるドワーフの後ろで項うな垂だれているムスコドワーフを見ると、確かに、なんか子供みたいにも見えてきた……!?

「ウチの娘むすめもですわ」

　憤ふん慨がいしながら続いたのは、夜に来た、虹色の髪の女性をさらにオトナっぽくしたような神秘的な姿の女性。

「うちの娘はこんなにまだ子供なのに……！　ヒト族換算一五歳。精せい霊れい族年齢でまだ一歳半の赤ん坊ですよ!?　そんな子によりにもよってお酒を売るなんて正気なんですの、このお店は!?」

　怒いかり狂くるった表情でいってくる、女性。

　えぇ……!?　あの女の人も未成年……つか精霊だったのかあのひと……！

「ウチの娘のみっちゃんなんか見るまでもないでしょう!?」

　もう一人のフードの人も続く。

「小人のフードを目ま深ぶかに被かぶっているのは、まだ成人していない巨きよ人じん族の証あかし！　一四歳の子供にこんな淫いん靡びな本売るとか、どうかしてるんじゃないの!?」

　甲かん高だかい声で怒鳴り散らしてくる、目がかろうじて見えるくらいの深さにフードを被った、緑の髪かみの女の人。

　いや……わかんないよ、その微び妙みような差異！

　オトナと子供の違ちがい、フードを被るわずかな深さだけって、想定できたら逆に凄すごすぎるだろ!?

「ともかく、こんな店、認めるわけにはいかねぇ。ヒト族やら魔ま族やらは認めてるらしいが、やっぱりこの店は危険なんだよ！」

　しかし、ドワーフの親父おやじさんは憤慨しながらいうのだった。

　そこで、オレは思い出す。

（あれ？　そういえばあの時。聖法騎士団ホワイトリツターのヴァリアがなんかいってなかったっけ？）

　思い出すのは、あのエロ本騒さわぎの時。

　確かヴァリアはこういっていた。

　ドワーフ族と精霊族、巨人族はまだあまりデモン・イレブンに好意的ではない。

　オレは目の前の客たちを見る。

　そこにいるのは、ドワーフと精霊と、巨人……。

　ええええええええ!?

　もしかして！　これ、オレ。めちゃくちゃ怒おこらせちゃマズイ人達を怒らせてるのか!?

　戦々恐きよう々きようとする中、パパドワーフは続ける。

「今までは、強制じゃなく任意だったけど。今日からは、ドワーフ族として、明確に表明させてもらうぜ。

　ドワーフ族は、この〝デモン・イレブン〟の営業に反対するし、デモン・イレブンの利益に結びつくような事象には今後一いつ切さい加担しないし、また、今後一切、立ち入らないことをここに表明するぜ！」

　真っ赤な顔でいってくるパパドワーフ。

　えぇ!?

「ウチ──精霊族も同じです」

　そして精霊族のママも続く。

「ヒト族と魔族との繫つながりもありますから、今までは表面上は動きませんでしたが──これを機に動きますわ。

　精霊族の女王として、世界中の全精霊に通達。デモン・イレブンへの立ち入り禁止及および、デモン・イレブンへ向かう冒ぼう険けん者や魔族が使う、精霊族の力で動くデモン・イレブンへ通ずるワープゾーンや海流の閉へい鎖さを実行。
















　その他もろもろの面で、全面的に反対の立場をとらせていただきます！」

　鼻息荒あらくいってくる、ママ精霊。

　え、ええ!?　ていうか、精霊族の女王!?　じゃあこの人精霊族の王なの!?

「ウチも同じです。竜りゆう族に説得されて、本来、巨人族だけが使えるこの大陸へ通ずる七つの橋の通行税を撤てつ廃ぱいしていましたが……撤廃を撤廃。

　巨人族族長として、一人の母親として、今後一切、巨人族全体に、小人のフードを使用して、デモン・イレブンへ立ち入ることを許可しません」

　ヒステリックにいってくる、巨人族のフード女。

　ええええええ!?　てか、この人も巨人族族長ぉぉ!?

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　い、いや、この三人がそういったからって、デモンにどの程度損害が出るのか……それはなんともいえない部分とは思うんだけど。

　けどハッタリじゃなく本当にこの人達がいったことが全部効果発揮した場合。

　デモン・イレブン、とてつもないピンチに襲おそわれるんじゃないのか!?

　オレはいよいよもって危機感を覚える。

「た……確かにそのような商品を、未成年のお客様にお売りしたのは私の不注意でした。申し訳ございません！」

　オレは必死に頭を下げた。

「けど……デモン・イレブンが持ってる要素は、そういう有害な部分だけではないのです。できれば、お客様にも、そういう面も見ていただきたく──」

　全力で説得にかかろうとするが、

「有害じゃない面があろうがなかろうが。現にこうやって有害なもん売っちまった時点でアウトなんだよ！

　所しよ詮せんお前らはヨソ者。この世界にはこの世界のルールがある。

　お前らは、そのルールを破った。

　この世界守る為ためにも、そういう輩やからは排はい除じよさせてもらう」

　そう吐はき捨てると、パパドワーフはくるりと踵きびすを返し、

「じゃあな。こっちの用件と今後の対応はそういうことだ。

　あとはその状況でやれる範はん囲いでせいぜいがんばれや。まぁこの三種族敵に回してやってけるとは思えねぇがな」

　パパドワーフは不ふ吉きつに言い残し、

「じゃあな。帰るぞ。バカ息子」

「痛ててて……ちょ、ちょっと待ってよ父ちゃん！」

　オロオロしていた、ムスコドワーフの耳を引っ張って店から出て行った。

「ウチも帰りますよ」

「ウチもですよ！」

　続いて、まったく同じような流れで、精霊族の女王と巨人族の女族長が、しょげているそれぞれのムスメを連れて店外へ引きずり出していく。

「いやいやいや……ちょ、ちょっと待ってください！」

　オレはあわてて追いかけるが──

　オレが自動ドアの向こうに飛び出した時。

　そこにあったのは、どこまでも広がる青い空と緑の平原──ドワーフ族の親子、精霊族の親子、巨人族の親子の姿はどこにも無かった。

「マジかよ……!?」

「？　反はん馬ま？　何してんの？」

　そんなオレを見て、眠ねむそうな声で後ろから声をかけてきたのは九条。

「もう八時よ。私らもうアガリでしょ？　さっさとタイムカード押しましょうよ」

「それどころじゃないよ……！」

　オレは重い重い口調でいう。

「みんな集めてくれ。これからたぶん……デモン・イレブン、ちょっとピンチに陥おちいるから……」

「はあ!?」

　困こん惑わくの声をあげる九条。




　　　　※




『本部評価〝Ｅ〟だ』

　一週間後──。

　店長代理と電話で話していたＡＭ（エリアマネージャー）の口から、そんな言葉が放たれた。

『何やってんのお前ら……!?　この一週間、売上げ激下がりじゃねぇか』

　みんなの前で電話に出ている店長代理の持つ受話器から、ＡＭの言葉が続く。

「あのー、いやー、ちょっと現地の人間とトラブルがありまして……！」

　店長代理がしどろもどろに答えるが、

『ふーん。ま、どっちでもいいんだけどよ？

　もし仮にこのままのペースで売上げ推移していったら、期日に下る本部評価も〝Ｅ〟だぞ？　まずいんじゃねーの？』

「へい、へい、わかってますって。その場合、この店は閉鎖。商品とかも、もう送っちゃくれねーんでしょ？」

『よくわかってんじゃん。おっ、やべ、もうこんな時間か！

　今日他業種の人と合コンなんだよ！　いやーＡＭは忙いそがしいわ。

　んじゃ切るぞ？　お前らもせいぜいがんばれや！』

　おざなりにいうだけいって、ブッ。

　ツーツーツー……不通になる、ＡＭとの電話。

　ああ、もう、不幸すぎる！

　唯ゆい一いつ、この店と連れん絡らくとれる電話持ってる人間が、あんなやる気ないＡＭって、オレ達ヒキ悪すぎるだろ!?

「ほぼ一言一句、予想通りだったな」

　呆あきれたように、受話器を置く店長代理。

「そんで、今置かれてる私らの状じよう況きようのマズさも、だいたい想定したとおりだったわね」

　嘆たん息そくまじりにいう九条。

　オレ達は頷うなずく。

　このままいけば、〝本部評価Ｅ〟。

　それくらい、あの事件以降、デモン・イレブンの売上げは下がっている。

　一週間前──。

　ドワーフ族、精せい霊れい族、巨きよ人じん族が正式に、デモン・イレブンを認めないと発言して以降。

　その三種族が、店に客として来ないのは当たり前なのだが（しかも、悪いことに、どうやらこの三種族は、今まで隠かくれてけっこう来店していたらしく、単純にそこだけでもけっこう客数は減っている）、

　去り際、あの三種族がいっていたようなこと──。

　たとえば、精霊族が、この店へ繫がる便利なワープゾーンへの精霊エネルギーの供給を止めたり。

　巨人族が、世界中に架かけた便利で巨きよ大だいな橋『ビッグ・ブリッジ』のうち、この店へ来るのに必要不可欠な橋に通行税をかけ始め、客足を遠のかせたり。

　あと、あの時はいってなかったけど、ドワーフのオッサンも、ドワーフ族の王だったらしく。便利な地下街道やトンネルの通行を禁止したり、また、なじみのある冒険者に、この店にあまり行かないよう水面下で促うながしたりしてるらしい。

　その結果、現在、うちはついこの前までの右みぎ肩かた上あがりの成長はストップ。

　それどころか、この世界に来た当初の、ぜんぜん客が入らなかった時期を髣ほう髴ふつとさせる閑かん散さんさで、店を営業せざるを得ないぐらい不入りの状況が続いてる。




「わ、悪い。オレがアイツらにデモン・イレブン自じ慢まんしたせいで、こんなことに……！」

　そんな、お通夜のように暗い空気の中。

　項うな垂だれながら、オレ達に謝罪したのは冥めい界かいの王子、グレン。

　短くおかっぱのように切りそろえられた蒼あお髪かみ、両耳には銛もりをかたどったような形のピアス、見た目は一〇歳前後だろうか？

　当初はデモン・イレブン否定派だったが、家庭のことを色々相談にのったりした結果、今ではすっかりうちの常連と化してくれた、顔なじみの客である。

「いや、ま、グレンのせいじゃないわよ」

　嘆息と共にいう九条。

「そーそ。ガキは変な心配すんじゃねーぜ？　むしろ、いかに楽しいか自慢して、アイツらに店へ行かせようとしてくれたんだろ？

　ありがとな、グレンー」

　にゃはにゃは笑いながら、グレンの髪をぐしゃぐしゃにするように無理やり撫なでてやる勇ゆう気き。

「うわ、や、やめろー！」

　グレンは必死に逃にげている。

「ま、そうだよな。グレンのせいじゃないよな」

　オレもいう。

「だな……。まさか、最初に来た三人のガキども？　そいつらが、それぞれ、ドワーフ族、精霊族、巨人族のトップの子供達だったとか……想定外すぎんだろ」

　呆れたようにいう店長代理。

　そう──。

　最初に店に来て、この問題の発ほつ端たんをつくってくれた、あのドワーフと精霊と巨人。

　アイツらは、ドワーフ王、精霊女王、巨人族の女族長の子供達で、〝七種族会議〟の際、現在八種族目としてそこに加わる予定の種族として交こう渉しように出向いていた冥王にくっついていってた、グレンと出会い。

　そこで、グレンから、このデモン・イレブンがいかに素す晴ばらしい施し設せつか熱弁が振ふるわれたらしい。

　曰いわく、頭がおかしくなるくらい面おも白しろい雑誌が一日かけても読みきれないほどの量あり──。

　曰く、頭がおかしくなるくらい安い駄だ菓が子しが、おそるべきバリエーションで取り揃そろえられており──。

　曰く、頭がおかしくなるくらい、店員が親切で色々相手をしてくれる──と。

　その話を聞いたあの三人は、感動。

　あまり親がいい顔しないのは想像できたので、親に内ない緒しよで、お忍しのびでデモン・イレブンへ訪おとずれた。

　さらにあの三人は、どういう思考回路してるのか、短期間でコンビニの醍だい醐ご味みを味わおうとした結果、グレンさえも体験していない〝未成年購こう入にゆう不可〟の商品にチャレンジ……。

　オレが、それを売り……。

　その結果──なんか、ちょっとした経済制裁みたいなの受けてる。

　それが、今のデモン・イレブンの状況。

「確か……もともと、デモン・イレブンに否定的だった三種族なんだよな？　その三つって」

　オレは、グレンに聞いてみる。

　ヴァリアに聞いた、ドワーフ族と精霊族と巨人族は、あまりウチに好意的じゃないって情報。まさかこんな後々、重大な流れに繫がるとは思わなかったな……。

「そうだな」

　グレンは肯こう定てい。

「それってやっぱ、今回みたいに。あんまり教育上よろしくないもの、売っちゃうかもしれないから？」

　気になってきいてみる。

「そう……だな」

　グレンは一いつ瞬しゆん考えた後、

「オレも、親父おやじから聞いたり、あと、ほかの二世軍団と話して知ったことなんだが。

　こっちの七種族には、こっちの七種族で、色々独特な宗教や文化があるらしい。

　たとえば、ドワーフの場合、煙草たばこはドワーフ年ねん齢れいで未成年でも実は喫きつ煙えん自由だが。

　ドワーフはこの世界の煙草の八、九割をつくってる種族だからな。

　自分の領地でつくってない煙草を吞のむということは、今後、その領地に自分の所属を鞍くら替がえするということになり。今後そこに永住、住まいも結けつ婚こんも、そこに固定されることになるらしい」

「「はあ!?」」

　いきなりグレンから語られた情報に、オレ達五人は全員声をあげた。

「今後そこに永住!?」

「お、俺声優だし、煙草はぜってぇやらねぇけどよ。たかが煙草でそんなことになんのかよ!?」

　店長代理が啞あ然ぜんといっている。

「ああ。あとは──精霊族も似たようなものだな。酒は、大地の贈おくり物。水と風と大地でつくるものだから、その製造の九九％は精霊族が支配してる。

　だからこそ、酒に重要な意味があり、他者から受け取った酒を飲むということは。精霊族にとっては、贈られた相手と結婚する意味になるらしい」

「「はああ!?」」

　再び騒そう然ぜんとなる店内。

「つか、酒贈った相手って……」

「じゃあ、あの場合、リーダーですか？」

　目を丸くしながらオレを見てくる店長代理と白しら雪ゆき。

　ガッ!!

　その瞬間、何な故ぜかいきなり、九条が前まえ触ぶれなくどついてきた。

「な、何しやがる!?」

「な、何かしてんのはあんたでしょ!?　何不用意なことしてんのよ!?　もうちょっと考えて精霊族にお酒売りなさいよ！」

　なんかめちゃくちゃ動どう揺ようした様子で九条がいってくるが、わかるかー！　そんな精霊族のローカルルール！

　あのクレームの時、ママ精霊がよりにもよって、とかいってたけど、そういう事情だったのか……！

「え？　じゃ、じゃあ、あの、その……巨人族さんの、成人向け雑誌にも、何かそういう特とく殊しゆな意味が……!?」

　さらに、白雪がおそるおそる聞く。

　お、おお。

　確かに、この流れだと、あの巨人族＋成人向け雑誌の組み合わせにも何かタブー性が……。

「あ、いや、それはないらしい」

　グレンはあっさり否定。

　ないんかい！

「巨人族では最近普ふ通つうにエロ本あって、未成年が買ってベッドの下とかに隠しておいたやつが親に見つかると、机の上とかにおかれて普通に恥はずかしい思いをするらしい」

「どんだけ日本人と同じ文化体系してんだ巨人族……!?」

「お仕置きの仕方まで日本と同じかよ……!?」

　オレと店長代理は、何か人ごとではない共感を覚えたが、

「でも、そうか……。巨人族は別にして。そんな重要な文化があったから、あの親軍団、オレにあんな怒おこってたのかぁ……！」

　オレは、ようやく、あの時自分が何をしでかしたのか──本当の意味で理解出来た。

　あの時オレが売ったものは。その三種族にとって、それぞれ、アイデンティティにさえかかわる、ものすごく重要なものだったのだ。

　店に来た三人は、まだ若いから、それを軽んじてたのかもしれない。それぞれの持つ、重い文化的背景をきちんとは考えず。だからあんなノリで買いにきてしまった。

　けど親は、その行こう為いがどういう結果をもたらすか、ちゃんと知っていた。

　だから未成年の保護者として、きちんとオレ達に苦情をいいにきた。

　そして、そもそも、そういう商品を売ってるデモン・イレブンを危険視していた。

　それって、親として、めちゃくちゃ正しい行為じゃないか……！

「結局、これって、オレが勉強不足だったからこんなことになったんだな……！」

　オレは、明らかにされた事実に愕がく然ぜんとなった。

　今までデモンでは、店を認知させたり、商品売ったり、店に来たお客さんを制するのにいっぱいいっぱいで、この世界の人のことを、きちんと理解する努力をほとんどしてこなかった。あまりに順応性高すぎて、ほとんど日本人のお客さんと同じような対応してたくらいだしね。

　けど、それだけじゃ、やっぱダメだったんだ。

　異世界は異世界。ゲンミツには、日本とは違ちがう。

　たとえば、デモンでも、台たい湾わんとか他の国で出店する時は、その現地の嗜し好こうや宗教にあわせたような物売ってるっていうし……。

　オレ達も、最低限、この世界の人達が持つ、大事なルールみたいなものくらいは知ってなくっちゃいけなかったんだ。

「あー……くそ、こんな大事なこと、なんで今まで気づかなかったんだ……！」

　オレは、頭を抱かかえる。

　やってしまった。

　せっかく、この世界でも受け入れられつつあったデモン・イレブン。

　そんなデモン・イレブンなのに、オレのせいで、この三ヶ月くらいの頑がん張ばりが台無しになるくらい、大ピンチを迎むかえてしまってる。

　どこが最近、〝ちょっとはバイトリーダーらしくなってきた〟んだ。

　これで、このまま、もう客足も回復しなくて。

　誰だれも店に来なくなって、本部評価Ｓなんてぜんぜん達成できなくて、店潰つぶれること決定したら、オレ、一体、どうやって責任とればいいんだ……！

　異世界まで一いつ緒しよに来たんだ。オレにとってデモン・イレブンは、異世界に来る前以上に、みんなで守ってきた、バイト仲間と過ごした時間もいっぱい詰つまった、大事な場所。

　なのにオレは……

「まぁまぁ。落ち着けって、透とおる」

　その時だった。

　じわじわ、真っ暗い気分に包まれつつあったオレを、すんでの所で救い出すようなタイミングで、店長代理がぽん、と背中を叩たたいてきた。

「メンドクセーけど……」

　そして店長代理は頭をガシガシ搔かいた後、

「メンドクセーけど。こうなった以上、ちゃんと勉強するしかねーだろ」

　心底めんどくさそうにいう、店長代理。

「え？　勉強って？」

「だから、この世界のことだよ。文化とかシキタリとか」

　すると店長代理だけじゃなく、

「そうだぜ透ー。むしろ神サマからのオボシメシと思って、このタイミングで、この世界のシキタリ、このチャンスにちゃんと勉強するしかないんじゃねーかー？」

　勇気も続いた。

「ちゃんと勉強……」

　オレは、いつもわりと不ふ真ま面じ目めな二人から出た、全く不真面目さのない、手間と労力しかかからない解決法に、ちょっと虚きよを突つかれたようにびっくりした。

「塔とう子こもそう思いますよー」

　すると、驚おどろくべきことに。

　制服のポケットの中から棒チョコを取り出し、ぽりぽり食べながらだが、白雪も同調した。

「塔子も知らなかったんです。ハーバードすら行ってないみなさんに、知ってろっていうのも難しい話だと思うな。

　だからこれきっかけに、全員で勉強しなおしたらいいんじゃないですかー？」

「白雪……」

　オレはますますびっくりする。どうした、白雪!?　お前、そんな殊しゆ勝しようなこというタイプだったっけ？

「決まりみたいね」

　困こん惑わくしていると、フン、と鼻をならしながら九条がいうのだった。

「どーせやらかしちゃってヒマなんだし。この時間有効利用して、イチから基き礎そからやりなおしましょ。今すぐ効果は出ないかもしれないけど。この先もやってくなら、どの道ぶつかる壁かべでしょ、今回の問題。

　転ばないにこしたことはないけどさ。どうせ転んじゃったなら、次起き上がるとき、タダで起きないようにしないと」

　九条は不ふ機き嫌げんにそんなことをいってくるが、

「い、いやいや……」

　オレは、ますます困惑する。

「ど、どーした？　みんな」

　オレはさすがに正面きって聞くことにした。

「いつもそんな感じだっけ？　今回、やたら真面目で殊勝なことを……」

「んなもん。仕方ないでしょ!?」

　何故か赤面しつつ、怒るようにいってきたのは、九条だ。

　え、えぇ？

「いつもと今回は事情が違うでしょ!?　まじでデモン潰れちゃうかもしれないんだから。だったら。どんなめんどくさくて地道なことでも、イチから、ちゃんと、しっかりやるしかないじゃない」

　フン、とそっぽを向きつついってくる九条。えぇ……!?

（あれ……!?）

　オレは啞然としつつ、九条、店長代理、白雪、勇気の顔を見る。

（もしかして。こいつら、オレと同じような気持ち？）

　異世界まで一緒に来たんだ。自分にとってデモン・イレブンは、異世界に来る前以上に、みんなで守ってきた、バイト仲間と過ごした時間もいっぱい詰まった、大事な場所。

　だから──

　こうなった以上、どんなしんどいことでも、どんなめんどくさいことでもやって、デモン・イレブンを守るしかない。

　だから、誰もが、柄がらでもない、真面目で殊勝な言葉を口にしている？

「えぇー……？　マジで……」

　うれしくて、思わず、変な声をあげてしまうオレ。

「何が〝えぇー〟よ、何が！　気持ち悪いわね！」

　するとその瞬しゆん間かん、ゴッ！　オレの顔面にペットボトルが突き刺ささっていた。

「痛いじゃないか」

「痛くしたのよ！　あのね、勘かん違ちがいしないでよ!?　別に私は、あんたやみんなと過ごしたこの店が大事で潰したくないからいってるとか、そんなんじゃ全然ないんだからね!?　ただあのむかつくＡＭにヒトアワ吹ふかせたいからやることやろうじゃんって、ただそういう意思表明してるだけなんだからね!?　勘違いしないでよ!?　だいたいあんたは昔から」

　ゴウッ！

　ゴウッ！

　怒ど濤とうのようにまくしたてながらペットボトルを連続して全力で投げこみながら叫さけんでくる九条。

　うおお!?

「まったくだぜ……。あーめんどくせーなーめんどくせーなーめんどくせーよ……」

　さらに、店長代理はもはや絶望か何かしてるんですか？　って雰ふん囲い気きでめんどくさがってるし、

「にゃはは！　まぁ適当にいこうぜ適当にー適当に適当にー適当すぎて腹よじれるぐらいによー」

　勇気は、頭の後ろに手をやりながら、こっちが心配になるくらい適当を連呼しているし、

「はぁ……なんでもいいから、さっさとやりません？　塔子、今度は軽減税率の話も政府に助言もとめられてますんでー」

　白雪は、お菓か子し食いながらスマホ見つつ、まったく協調性を感じられないことをいってくるが、

（なんだよ……）

　オレは、なんだか、めちゃくちゃ肩かたの力が抜ぬけた気分になった。

「でも……そうか……そうだよなぁ……」

　オレのミスから始まった今回の騒そう動どうだけど。

　オレ一人で抱え込んで、オレ一人で解決しようとか、んなもん、思いあがった話で。

　当たり前だけど、コンビニは、一人じゃ回せないんだ。

　それに、オレには、なんだかんだ、オレと同じか、いや……もしかしたら、いざという時にはオレ以上に、この店のことを思ってくれてるバイト仲間がいるっぽいし。

　だったら、ちょっとカッコ悪いかもだけど。

　店を守る為ために。

　バイトリーダーとして、素す直なおに、みんなに力貸してもらおう。

「ありがとう。そうだよな……確かに、イチから、この世界のこと、勉強するしかないよな」

　オレは、みんなにいう。

「みんなのいう通りだ。この機会に、できるだけこの世界の常識みたいなこと勉強しよう。それで今後は、できるだけ、こういう事件が起こらないようにしよう」

　オレがいうと、

「ったく仕方ないわねー。でもあんたのいいなりにはならないからね？」

「しゃあねぇな……でもめんどくせーな……」

「にゃは！　適当でいいんだよな？」

「塔子、時間外はがんばりませんよ？」
















　四人は四者四様に答えてくれる。

　うん……あれ？　これ、みんな、奥底にはアツい気持ちを秘ひめた照れ隠かくしと受け取っていいんだよね!?

　いざという時にはやってくれるバイト仲間達、ってレッテル、もう貼はっちゃって大だい丈じよう夫ぶなんだよね？

「俺はどうすればいい？」

　若じやつ干かん不安になりつつあるオレに、ふと聞いてきたのはずっと話を聞いていたグレンだ。

「え？　あ、あぁ、グレンは……そうだな。ちょっと協力して欲しいことが……」

　そういえば、グレンに協力して欲しいことがあったので、オレはグレンに切り出すが──

「あれ!?」

　切り出して早々、オレはギョッとした。

　オレの話に耳を傾かたむけるグレンの目が。明らかに真っ赤に充じゆう血けつしている。

「フ、フン、勘違いするなよお前ら!?　俺は冥めい界かい王子グレン。お前らの話を聞いていて、お前らのまっすぐで熱い絆きずなに感動したりうらやましく思えたりとかそんなことは一いつ切さいなくてだな……」

　ゴシゴシ、服の袖そでで目をぬぐいながらグレンは弁解してくるが、な、なんだコイツ……コイツも、コイツで、変わってるわ……。

「わ、わかってるって、グレン。と、ともかく。お前も手伝ってくれる？」

「当たり前だろう。もともと俺の責任でもあるんだから。なんでもいえ！」

「よし……！　助かる」

　オレは店内を見み渡わたす。

　店内は閑かん散さんとしている。

　そして、それを覆くつがえす材料は、今のところオレ達にはまったくない。

　けど、それを嘆なげいてばっかりもいられない。

　過去はどーせ変えられないんだし……まだ確定してない未来に向かって、今できることを、自分達なりに精せい一いつ杯ぱいやろう。

　たとえば、異世界のこと勉強するとか。

　こうして、異世界に来てから初めてお勉強しつつの店てん舗ぽ経営に着手したデモン・イレブン。

　今までとは少し違う〝日常〟が幕を開けた──！




　　　　※




「えーと。ヒト族の、東方地区に住む一部の部族。

　モンゴ族。

　頰ほおに髑髏どくろを模したタトゥ、有。

　こいつらは、古代からのシキタリで、長い麵めんを食べた場合、麵を渡わたした相手からの宣戦布告を受け取ったということになり、それから長い長い戦争に入る……！」

　店内。ヒマなレジ前で、グレン含ふくめたみんなで作った分厚いレジュメを見ながら、オレが同じシフトの店長代理と九条に説明する。

「どんな種族なんだよモンゴ族……!?　コンビニの天敵みたいな種族じゃねぇか……！」

「ラーメン、つけめん、蕎そ麦ば、うどん、焼きそば焼きうどん、全部ダメじゃない……！」

　店長代理と九条は頭を抱かかえつつ、自分達の手元の資料にその注ちゆう釈しやくを書き加える。

「勇気センパイ、これ調べました？　エルフ族の──」

「おお、調べたぜー？　宗教上の理由で、一部の部族は、秋になったら一ヶ月美容の為にプチ断だん食じき。その間にお菓子等食べた個体は懲ちよう役えき一〇年なんだろ？　これ危なかったよなー、このまま行ったら、絶対ダイエットに行き詰まった種族がウチに逃のがれてきて、結果、投とう獄ごくされまくりだったよなー」

　にゃはにゃはいいながら怖こわいことをいっているのは勇気と、白雪。

　二人はオフだが、なんだかんだ、ヒマなので私服で店内に来て二人で勉強していた。

　ていうか、エルフ族、そんな独自のルールあったんかい……！　だからエルフって軒のき並なみ綺き麗れいなのか……!?

　ちなみに、オレ達が今参考にしてる資料は、オレ達自身のネットワークで集めたものもあるが、基本的にはグレンが持ってきた資料である。

　あの時、オレはグレンに、七種族の文化やシキタリがわかる資料を、できるだけ貸して欲しいと頼たのんでいたのだ。

　結果、グレンは、恐おそろしく迅じん速そくに、想像以上にきめ細かい資料を揃そろえて貸してくれた。なんでも、父親の冥王が、いつのまにか七種族全部の長とけっこう友好的な外交関係を結べているとかで、これくらいの資料すぐに揃えられたらしい。

　冥王……息子グレンの教育以外のことにかんしてはどんだけ優ゆう秀しゆうなんだよ……！

「おーぅい」

「持ってきたぞ」

　そんな中、店内に見知った二人が現れる。

　勇者デインと魔ま王おうベアトリーチェ。

「いわれた通り、僻へき地ちに住んでる竜りゆう族やヒト族、魔族の狭せまい文化調べてきてやったけどよ……」

「本当にこんなものいるのか？　あまりたいした内容ではないぞ？」

　二人は、オレに自分達が調べた資料を渡してくれる。

　オレは軽く目を通してみる。

　そこにはこんなことが書かれていた。




【僻地に住む竜族、ウェザー族。自覚はないが、芋いも類を油で揚あげたものに激しいアレルギー症しよう状じようを持つ。

　食した場合、傷ついた個体の復ふく讐しゆうの為世界中から一族が集結する】

【北東の村、ドーソンでは、自分が初めて買った本のタイトルを、自分の子供の名前にする文化があるらしい。字が読めない人間が多いので、初めて買う本を売る側は注意が必要】

【魔族の中には、賞味期限や消費期限の切れた食材を贈おくられるとそれを求愛行こう為いと受け止め、相手に強きよう烈れつな恋れん愛あい感情を抱いだく種族が極ごく稀まれにいる】




「めちゃくちゃたいしたことある内容じゃないですか……！」

　オレは頭を抱えた。

　賞味期限や消費期限の切れた食材のくだりとか、めちゃめちゃ身に覚えあるわ……！

「オレ達。こんなに何も知らないで、よく今まで、ここで営業してこれたな……！」

　勇気のいう通り、むしろこのタイミングで、色々勉強できて良かったのかもしれない。




　それからも元々ヒマで、店の外に娯ご楽らくもないし、集中力の使いどころもなく余ってたおかげで、オレ達は異常に異世界について学んだ。

　しばらくそんな日々が続いた結果。

　オレ達は、徐じよ々じよに、あの事件の時に比べればはるかにこの世界について詳くわしくなっていく。

「えーと。モンゴ族」

　店長代理が、品出ししながら空気を吐はくように九条に自然に問題を出している。

「頰に髑髏。麵類全ぜん般ぱんＮＧ。白しら滝たきとマロニーはＯＫ」

「ウェザー族」

「フライドポテトとコロッケＮＧ。三つ首が特とく徴ちよう」

「ドラゴンのガイガンアイアン種」

「ニンニクが危険ドラッグとして扱あつかわれている為、販はん売ばい不可。

　但ただし調べた結果、ガーリックスナック等は可。ニンニクチューブは不可」

「ドワーフ族のトリビア」

「姿格好はほとんど同じだが、目元が二ふた重えの場合、そのドワーフは一〇〇％女性。

　ドワーフは女性に煙草は造らせないので、逆に煙草の販売は可」

　淡たん々たんと応こたえる九条。めちゃくちゃ詳しくなってる……！

　まぁかくいうオレも、今九条が問われてた質問、ぜんぶ答えわかったけど……！

「えーと。勇気センパイ、エルフって、断食の月がどっちがどっち……」

「ああ、ブラックエルフは、無印のエルフと一ヶ月ズレんだとよー。だから今後しばらくは、無印のエルフにはお菓か子し売れねーけど、ブラックには売るように気をつけなきゃだなー」

「そうでしたそうでした。とりあえず、ブラックエルフさんが店内入った時、日本人だけに聞こえる周波でブザー鳴るようにしたんで、たぶん今後役立ちますかね」

　店内ブラブラしながら会話をかわす白雪と勇気。

　あの普ふ段だんさほど物覚えに積極的じゃない勇気ですら、ヒマすぎたのか白雪と対等かそれ以上に詳しくなってるな……！

　あと白雪もさすがである。日本人だけに聞こえる周波って、ほんとにそんなもんあるの？　ハーバードで教えてもらったん？

「えーと、魔族に廃はい棄き弁当販売時は注意。ドワーフ族は煙草たばこＮＧ、精せい霊れい族は酒ＮＧ、巨きよ人じん族はオールオッケーと」

　そしてオレも、自分で今後も使えるようなぶ厚い〝異世界用〟マニュアル自作してるうちに、そこに書いてあることはだいたい丸暗記できてる状態になっていた。

　うーん、いつのまにか、膨ぼう大だいな量のニッチな知識手に入れちゃってるな、オレも……。

　これくらいのやる気、日本の中間テストでも出したかった……！

（まぁ、でも、この時間取って、ほんと良かったな）

　オレは心底思う。

　店内は、相変わらずヒマである。

　で、あの事件以降、こういう時間とらず、もっとシャカリキに、売上げ的に即そつ効こう性のある別の方法で再出発することも可能だったのかもしれない、頭使えば。

　けど、即効性はないし、正直今後も役立つ場面、もしかしたらないかもしれないんだけど、この世界のこと、こうやって一回ゆっくり嚙かんで理解するみたいな時間とったのは正解だったような気がする。

　せっかく異世界来てるんだし。自分達の文化押し付けるだけじゃなく。

　相手の文化も理解した上で、出来るだけお互たがいにとって愉ゆ快かいなお店にしたいもんな。

「まぁ……とはいっても。いつまでもこの状態じゃまずいけど……」

　オレはガラガラの店内見渡しながら思う。

　あれから、周囲の状じよう況きようには何の変化もないし。

　具体的に再起のきっかけを摑つかんだわけでもない。

　このままじゃ、オレ達、閉店街かい道どうまっしぐらではあるんだよな……！

「ん？」

　その時だった。

「あれ……!?」

　デモン・イレブンに。

　思わぬ客が現れた。




「い、いらっしゃいませ……!?」

　店内に訪おとずれた客。

　それは──予想外の三人だった。

　白い髭ひげに、白髪しらがの、やけに前まえ髪がみの長い、その奥にパッチリとした目が見えるずんぐりむっくりのドワーフ。

　艶つやっぽい雰ふん囲い気きを纏まとう、虹にじ色いろの髪の、中性的な顔立ちのオトナの精霊。

　恐ろしく長身の、ストイック？　な雰囲気を漂ただよわせたフード野や郎ろう。

　ウチを今こんなにヒマな状況に追い込んだ、クレームをいいに来た三人、に似てるといえなくもない三人。

　しかし──前回の失敗が活いきたといっていいのか。

「別人……だよな」

　集中して容姿を見み極きわめようとしたオレには、この三人が、以前オレ達にクレームをいいに来た三人じゃないことが、すぐわかった。

　さて、その三人は、入り口を見て困こん惑わくするオレを見ると。

　ニヤッと挑ちよう戦せん的な笑えみを湛たたえ。

　次の瞬しゆん間かん、躊ちゆう躇ちよなく、いきなりオレのいるほうへ向かって歩み寄ってきた。

「四番」

　そして──その中の一人。

　前髪がやけに長いドワーフが、オレに向かって、オレの後ろにある煙草の棚たなをさしながらそう言い放った。

（四番!?）

　四番の──煙草!?

　その瞬間、オレは、瞬時に自分の戦せん闘とうスイッチが入ったのを自覚した。

（こいつ……！）

　経けい緯いはわからない。誰だれかもわからない。けど、これだけはわかる。

　こいつは、今、オレを試ためしている……！

　以前、オレが、ドワーフ王子達に間ま違ちがった商品を売ってしまったことを知っているのか知らないのかわからないが。

　今、自分の注文に。果たしてオレがどう対応するか。

　このドワーフは、それを見極めようとしている……！

（修しゆ業ぎようの成果を見せる時だ……！）

　いきなり来た、〝実戦〟。

　前回の失敗や、最近費やした時間のことが頭をよぎり、全身が硬かたくなるのを感じた。

　が。

（よし、落ち着け、落ち着け、落ち着け……！）

　長いコンビニバイトの経験を活かし、必死に自分を落ち着かせる。

　初めてレジに入らされた時も。

　初めて公共料金の支し払はらいうけた時も。

　初めて宅配便の配送承うけたまわった時も。

　オレは最初、焦あせってしまい、それがもとで失敗した経験があった。

　こういう時は、とにかく、焦って思考の範囲を狭せばめないのが一番大事。

（よし、四番だな──！）

　勿もち論ろん平常心とはほど遠いけど、今出せる最大限の冷静沈ちん着ちやくさで、オレは脳みそを回転させ始める。

（今目の前にいる種族はドワーフ。こいつが求めてるのは、煙草。

　煙草とドワーフは、基本、ＮＧ）

　オレはそこまで瞬時に思いつけたので、

「お客様、申し訳ございませんが当店ではお客様にお煙草の販売を──」

　どうにかお断りの言葉を口にしようとする──

　──が。

（いや……待てよ！）

　落ち着いた分、思考にゆとりがあった。

　ドワーフの外見を、改めて、瞬時に見返す。

　白い髭。白く長い前髪。その奥にある、パッチリとした瞳。

（あ……!?）

　オレは〝カラクリ〟に気づき、目を見開いた。

　そしていう。

「お客様、当店では、基本的にはドワーフ族の方には煙草は売らないようにしている──のですが」

　オレは、目の前のドワーフをまっすぐ見ながらはっきりいった。

「お客さまは、女性のドワーフなので、煙草製造には関かん与よしておらず、特に購こう入にゆう時の制限もありません」

　オレは見み逃のがさなかった。

　ドワーフの前髪の奥に潜ひそむ、パッチリとした、可愛かわいい二重の眼めを。

　目元が二重の場合、そのドワーフは一〇〇％女性……！

「同時に、その髪や髭の色は成人したドワーフであることも意味しています」

　マニュアルによると、ドワーフの年ねん齢れいは髪や髭にほぼ個体差なく正確に現れるらしい。

「よって販売するにあたり何も問題ありません。

　四番──〝デモンスター〟をお売りしますね。四〇〇Ｇです」

　目の前のドワーフに告げるオレ。

　それを受け、目の前のドワーフは、一瞬俯うつむいて表情を隠かくし、オレをドキドキさせたが……

「ハッ……正解だ坊ぼう主ず。やるじゃねぇか」

　次の瞬間。その女ドワーフは、野性的な笑みと共に言い放ち、レジの上に四〇〇Ｇを叩たたきつけた。

「正答率六四％。ヨソ者には、そんな簡単な問題じゃあないはずだけどね」

　ニィ、とオレを見ながらいってくる女ドワーフ。

　なんかよくわかんないけど。

　オレ、難問、突とつ破ぱできたのか!?

　オレが歓かん喜きに打ち震ふるえていると、目の前の問題に必死で気づかなかったけど、周囲でも同じような光景が広がっていた。

「へぇー。ボクがこの前来た精霊と違ちがい、火の精霊──つまり、火を使わない商品、酒などに関しては特例的に制限がないことをよく見み抜ぬいたね？

　正答率は五八％だったんだけどな」

　清すが々すがしい、いかにも優やさしそうな表情でいっているのは、艶っぽい雰囲気の精霊。

　ああ、そうか。あの人、火の精霊だったのか。

「あったりまえじゃない」

　不ふ遜そんな笑みで答えているのは、九条。

「精霊まわりの知識は一番重点的に勉強したからね。デモン・イレブンで精霊に一番詳くわしいのは私よ」

　逆に挑ちよう発はつするような笑みでいう九条。

　さらにその隣となり、

「…………正解だ」

　長身のフード野郎が、納なつ得とくしたような声でいった。

「俺は巨人族。特に制約はもたない。──が。

　巨人族が好きな成人向け雑誌のジャンルは、熟女系。

　このＪＫはブラフだ。一声かけてくれて助かったよ。

〝お買い求めの商品のジャンルは、こちらでお間違えありませんか？〟ってな」

「そらそうですよ」

　めんどくさそーな表情でいったのは店長代理。

「成人向け雑誌には、えらい振ふり回されましたからね。いちおう最年長として。こういうジャンルは、俺が勉強するしかねーでしょう。さすがに女子供に学ばせるにはちっと早いジャンルですから」

　わしゃわしゃ頭を触さわりながらいった店長代理は最高にカッコよかったが──

　冷静に考えると、エロ本持ってきた客に〝お買い求めの商品のジャンルは、こちらでお間違えありませんか？〟って、相当危険な賭かけじゃないか!?

　オレが客だったら商品置いてその場から逃にげるけど!?

　が、

「見事だ。客に、その質問をしてもいいかよくないか見極める能力も確か。正答率五〇％のこの問題をよく突破した」

「どーも」

　二人はなんだかわかり合えてるようなので、ま、いいか……。

「全問正解──やるじゃない、アンタ達」

　三人の質問にそれぞれ答えると、最初に聞いてきた、オレの目の前の女ドワーフが嬉うれしそうにそういった。

「聞いてた話と随ずい分ぶん違うね。ちゃんと勉強してる。かなりの努力のあとが見られるじゃん！　これなら再審しん査さも充じゆう分ぶん実じつ施し可能かな」

「再審査……!?」

　突とつ然ぜん出てきた三文字にオレ達はびっくりするが、

「そ。再審査。入っといで」

　パチン。目の前で女ドワーフが指を鳴らした瞬間、店内に入ってきた三人を見て。

　オレ達はさらに驚おどろいた。




　　　　※




「あ、あんた達……！」

　女ドワーフに促うながされ、店内に入ってきた三人。

　それは、最初にウチの店に来て、今回の問題の発ほつ端たんをつくってしまった、見た目はオトナだが中身はまだ未成年なドワーフ族、精せい霊れい族、巨きよ人じん族、それぞれの王のジュニア達。

「この前は──すまんかった！」

　その三人の中でもリーダー格である、見た目オッサンのドワーフが、荒あら々あらしくオレに頭を下げて謝罪してきた。

「俺らのせいで、まさかこんな騒そう動どうになるとは……！」

　ムスコドワーフはかなり後こう悔かいしてるような表情でオレにいってくるが、

「い、いや、それはもういいって」

　売ったオレにも、かなり責任あるし。

　むしろあそこで失敗したおかげで得られたものもあるし。オレはそれを止め、

「それより、君ら、今日はなんでここに……!?」

「あれから、俺達、考えたんだ。俺達に何か出来ることはねーかって」

「それで、色々考えた結果。デモン・イレブンへの措そ置ちが妥だ当とうじゃないって証明して、再審査要求しようって思ったの」

　いったのは、ムスメ精霊。

「確かに、今回、このデモン・イレブンは、この世界のルールを破ったけど……

　昨今、もともと、文化や伝統に対する関心が薄うすれてるこの世界。

　あれくらいのルール違い反はんをしてる店はいくらでもある。

　なのに、明確に、デモン・イレブンにだけ、措置が重過ぎるわ」

　とムスメ精霊。

　そ、そうなんだ……!?

「調べたら、はっきりとした数字も出た」

　巨人族のムスメもいう。

「ここ数日で、一〇〇〇店てん舗ぽほど商店を回ったが、ドワーフ王達が要求するレベルでルールを守れている、と断言できない商店の数は、調査した全店舗中、五九％。

　しかし、ここまで露ろ骨こつな経済制裁を受けているのはこのデモン・イレブンだけ。

　このことから明らかになった。

　デモン・イレブンに取られている措置は、現代の社会情勢を考えれば重過ぎる」

　キッパリいう、巨人族のムスメ。

「それで、俺達は父ちゃんじゃなく母ちゃん達に相談したんだ」

　ムスコドワーフが口を開く。

「デモン・イレブンへの経済制裁は間ま違ちがってる。母ちゃん達からもいってくれってな。こーいう時は、母ちゃん達の出番だから」

「そーいうことさね」

　ドワーフ母ちゃんは頷うなずく。

「ま、大事なことを決めるのは、勿論ウチの旦だん那なの仕事だけど。その決断が正しいかどうか、ちゃんと客観的に判断するのは、七種族の王の伴はん侶りよの仕事だからね。

　ただ、その相談を受けて、あたしは条件をつけた。

〝再審査するように進言するのはいいけど。それは、店側に、改善の姿勢が見られたらだ〟ってね」

　ドワーフ母ちゃんはいう。

「前の失敗から何の反省もせず、これからも同じコトを繰くり返すような店だったら、助けたくはない。

　そんな店は、結局、うちの子達の未来に良い影えい響きようを与あたえるような店にならないだろうからね……」

　ドワーフ母ちゃん、首を振り、

「けど──あんた達は条件をクリアした。デモン・イレブン。事件を起こした日からすると、飛ひ躍やく的に改善の余地が見られた。そうだろ、精霊族、巨人族のパパさん達」

　一いつ緒しよに店に来た、精霊族と巨人族に話を振った。

　あ、そうか。精霊族と巨人族は、一番トップが女性だから。今日来たのはどっちもパパなのか。

　二人は頷く。

「うん！　精霊族のルールあそこまで詳しく知ってる人間、なかなかこの世界にはもういないよ」

「同感だな。俺達が出した問題は、小手調べとはいえ、決して簡単なものではなかった。以前のままなら、まったく手も足もでなかったはず」

「だから」

　そこで、ドワーフ母ちゃんはいうのだった。

「決めたよ。引き受けてやろう。デモン・イレブンへの経済制裁が本当に必要なのかの再審査。父ちゃん達に進言してやろう」

　頼たのもしい笑え顔がおでいってくる、ドワーフ母ちゃん。

　お……おお！

「ただし。あたし達に進言できるのは、再審査すべき、ってところまでだけ。その再審査に合格できるかどうかは、あんた達の実力にかかってる。

　そうだろ、父ちゃん」

　いきなり、店内奥に向かって叫さけぶドワーフ母ちゃん。

　え、と絶句していると。

　いつのまに、店内に入ってきていたのか──雑誌コーナーの棚たなの陰かげのほうから、今この店に、まさに経済制裁を科した張本人である、ドワーフ王、精霊女王、巨人族の女族長が、なんだかバツの悪そうな顔でぞろぞろ姿を現した。

　この人ら、店内にいたんか!?

「なんだよ……気づいてたのかよ、母ちゃん」

　不ふ機き嫌げんそうに王──パパドワーフ。

「あったりまえだろ。何年夫ふう婦ふやってると思ってんだい。大方、あたしとバカ息子むすこの気配がここに集まってるから、気になって見にきたんだろ？」

「まぁ……最近、お前ら何かコソコソやってたから、気になって……」

「じゃあ──見てただろ？　さっきのやり取り。今のデモン・イレブンに科せられてる制裁が重過ぎるってことと。

　それから、それ以後、デモン・イレブンが充じゆう分ぶん反省してるってことも」

「……………………」

　沈ちん黙もくするドワーフ父ちゃん。それを見て、母ちゃんはさらにいう。

「別に手心加えろっていってるわけじゃないんだ。もう一回、フラットな目線で見て。どういう制裁加えるのが妥当か。もう一度審査しなおすくらいの権利は、コイツら、充分もってるんじゃないかい？」

「そ、そうだぜ父ちゃん」

　ムスコドワーフも援えん護ご射しや撃げきに加わった。

「グレンからも聞いてるけど。そんなに悪い店じゃないって、ここ！　俺達、今度は、もっと普ふ通つうに遊びに来たいよ！」

「ダメならもう一度、同じ制裁加えりゃいい。それは王のあんたが持ってる権利だ、今度はもう誰だれも文句いわないさ。

　だからここは、王としての器量いっぺん見せてやりなよ、アンタ」

　カラカラと笑いながら、旦那の背中を叩たたくドワーフ母ちゃん。

　その言葉に、ドワーフ王は弱ったような表情になり、

「ったく母ちゃんにはかなわねぇな……。

　しゃあねぇ……！」

　こちらを睨にらみつけた後、

「もう一度だけだ」

　オレ達にそう告げた。

「ただし。当たり前だが、再審査にはリスクもつくぜ？　既すでに一度失格してる店に、再審査の結果、もう一度〝商店失格〟の烙らく印いんを押すんだ。

　その場合。次の再審査まで、最低三年間は、経済制裁解除されない、本式の経済制裁が与えられることになる」

　威い厳げんのある声でいってくるパパドワーフ。

　え？

　本式……!?

　その言葉にオレ達は戸と惑まどうが、

「逆に、現状の簡易経済制裁のままなら。どんなに長くても、一年までしか対象に効果を与えちゃダメって七種族ルールがあるし。

　再審しん査さに挑いどまず、現状で営業してれば、七種族の話し合い次し第だいで、遅おそくても一年……いや、このペースでいくと、契けい約やく上最短期間になる、半年くらいで経済制裁解除もありえる。

　それ待つってのも手だが、再審査、受けるか？」

　丁てい寧ねいに確かく認にんしてきてくれるパパドワーフ。

　そ……そうだったのか!?

　オレ達は、顔を見合わせた。

　オレ達に科せられた経済制裁。いちおう、ＭＡＸでも一年とか、早ければ半年とか、そういう、終わりの期日についてのルールあるものだったのか……！

　でも……！

　オレは、店長代理と九条の目を見る。

　二人とも、どうやらオレと同じ事こと柄がらに気づいたらしい。

　オレを見て、ゆっくり頷く。

　ふう。

　オレもそれを見て、覚かく悟ごを決めて。

　パパドワーフに宣言した。

「や、やります！　再審査、やらせてください！」

「そーね」

「ま、他ほかに選せん択たく肢しねぇしな……」

　九条、店長代理も続く。

　そう、店長代理のいう通り、オレ達には選択肢がないのだ。

　もし時間があるのなら、現状維い持じで、ゆっくり経済制裁解除まで粘ねばる手も選べたかもしれないけど……

　オレ達の店には〝タイムリミット〟がある。

　具体的には、残り三ヶ月以内に〝本部評価Ｓ〟にしないと店が閉へい鎖さ。

　この条件がある以上……

　オレ達に他の選せん択たくの余地はない。

　それにただでさえ、最近の経済制裁で、その目標達成に対し遅おくれが出てるんだ。

〝Ｓ〟狙ねらうなら、どのみち、そろそろ復活しないと間に合わない……！

　やるしかない。

「やらせてください！」

　もう一度頼み込むオレ。

「おーし、いい度胸だ」

　それに対し、ドワーフ王も納なつ得とくしたように頷いてくれるのだった。

「それじゃ、審査開始は明日の朝八時から夕方五時。明日は経済制裁解除して、あらゆる客が、以前のように普通に来れるような状じよう況きようにする。

　その上で、俺らが用意した、一〇パターンの課題をクリアしろ。

　それクリアできたら、少なくとも、経済制裁は解除する。

　クリアできなかったら、一度でも対応間違えた時点で、再審査終しゆう了りよう。その後、向こう三年間、経済制裁はそのままにさせてもらう。

　それでも良ければ、再審査してやるが、それでいいな？」

「「「望むところです!!」」」

　同時に頷くオレ、九条、店長代理。

「オッケ。んじゃせいぜい最後の悪あがきがんばれや。それでうまくいくとも思えねぇけどな──。オラ、けーるぞ母ちゃん、バカ息子！　お前らも！」

　ドワーフ王はいうだけいって店から去っていく。

「が、がんばれよ！　何も手助けできないけど……応援してるぜ！」

「大だい丈じよう夫ぶさあんたらなら。ま、けど、最後まで油断しないことだよ。がんばりな」

　息子や母ちゃん、その他の種族も声をかけてくれて、その場から去っていった。

　現在時刻午後六時前。

　決戦まで一四時間ちょい……！

　随分勉強したとはいえ、まだまだオレ達の知識は不完全。

　ドワーフ王のいうとおり。まだまだここから悪あがきが必要だ。

「勇気と白雪に話そう。五人全員で挑まないと、絶対越こえられない試練だから──」

　覚悟を決めるオレ達。

　デモン・イレブンの趨すう勢せいを決する大事な夜の幕が開けた。




「えーと、一部魔ま族、主にケンタウロス型は、牛肉を食べることを禁じられている──」

　と、いうわけで。

　明日の時間ギリギリまで。

　オレ達は、相変わらず客のいない店内で、五人総出で最後の追い込みを開始した。

「反馬！　ここ資料抜ぬけてる！」

「あーわかってるわかってる、そこやっとくから、他のとこから先に復習して」

「おい、野の宮みや、白雪、このエルフ族のくだりなんだがよ……！」

「ああ、それは除外ですよ。その部族はお菓子だけでなく、アルコールも全すべてＮＧなんですよ」

「その代わりこっちの部族は、今はアルコールに関してはオールオッケーなんだとよー気をつけねーとな」

　五人全員で協力して、期末テスト前夜の学生達よろしく、必死に知識を再確認していく。

「店長代理、その成人向け雑誌って、スライムは……」

「あー、スライムは意外に漫まん画が系の成人向け雑誌が推しらしい。ほら、ああいうのって触しよく手しゆとかでてくるから」

「な、なるほど……」

　いつのまにか、それぞれ得意分野もできていたので、

　わからないことは、その道のプロフェッショナルに学ぶ。

「ユーキセンパイ、ダークエルフとハーフエルフのクォーターエルフの場合、結局このエルフって何エルフに──」

「ああ、それはパターンＢに入るんさ。

　ところで透、このドワーフのオスの生態に関してなんだけどよー、」

「ああ、その種族、雄おすのドワーフしかいないんだって。その前のページのドワーフと対ついになる種族みたい。

　あ、九条、この精せい霊れいって四大元素でいうとどれに入んの？」

「ああ、それ例外。鉄の精霊だから。その場合は、三七ｐの一覧表に載のってるわ。

　ところで塔子、これなんだけど……」

　まちがいなく、人生で一番必死の追い込みである。

　どんなに重要なテストでも、ここまで頑がん張ばって勉強したことはなかったよな。

　本当に大事なもの──まぁこの場合、たかがコンビニなんだけど。

　それ守る為ためなら、オレ達、ここまで頑張れんのか……！




　ただ、幾いくつか、気がかりなこともあった。




　グレンや勇者や魔王に協力してもらって、徹てつ底てい的に資料を集めたオレ達だったけど……さすがに、この短期間では、手元に届かなかったマニアックな種族の資料がいくつか存在しているのだ。

　具体的には、七種族それぞれに存在する、全体種族占せん有ゆう率〇・〇一％といわれるレアでマイナーすぎる種族達の資料等。

　明日、それが出ると、そこでゲームオーバーなので、なんとか予習したいんだけど……まぁこればっかりは仕方ないよな……。

　明日、本番で、それが出ないよう、祈いのるしか──

「おーい、お前ら」

　と、そんな、オレが開き直ろうと必死になってた、その時だった。

　店の入り口が開いて、何人かの客が、唐とう突とつに店の中に入ってきた。




　　　　※




「あれ!?」

　驚きよう愕がくに目を見開くオレ達。

　入ってきたのは──魔王ベアトリーチェ、四天王、勇者デイン、僧そう侶りよルミナリエ、魔道士ルシファー。

　そして冥めい界かい王子グレンに、そのお供の鯨くじら戦士、さらには聖法騎士団ホワイトリツターヴァリアに、ダンジョンマスターの人、そしてもと万引き娘むすめ……

　要するに、〝異世界コンビニ〟デモン・イレブンを散々使い倒たおしたり、散々迷めい惑わくかけられた（？）ような記き憶おくのある、異世界人の顔かお馴な染じみの客達だった。

「ハア。どうだ？　順調に進んでいるか？」

　ゴウッ！　といつも通り重い溜ため息いきをつきながらいったのは魔王ベアトリーチェ。

「ここで失敗すれば、もしかしたらここは潰つぶれてしまうかもしれないと聞いてな……。私とデインの出会いの場所にして、最も頻ひん繁ぱんに訪おとずれるデートスポット……すなわち私のベストプレイス……。ここが潰れるかもと思うと、魔王軍の仕事も手につかなくてな」

　さえない顔でいってくる魔王。いや……そこはなんとかがんばって仕事してくださいよ！　それ、あんまり事情知らない部下とか、デモン・イレブンのこと恨うらんだりしそうじゃないか？

「ま、俺らも似たようなもんだ。とりあえず差し入れもってきてやったぞ？」
















　ちょっと照れくさそうにオレに差し入れとやらを渡してくれる勇者。

　差し出してくれたのは、エリクサーにポーション、エーテルに薬草……

　とかではなく、普ふ通つうにうちのビニール袋ぶくろに入った、コーラやポテチ、柿かきピーやらバームクーヘンといった超ちよう現代的なラインナップだった。

　いや、これ、全部うちで売ってる、ていうかうちが売った商品じゃないか！　うれしいけどもうちょい異世界らしい差し入れくれよ！

「何か知りたい情報はあるか？　父ちゃんが、過去の再審しん査さの傾けい向こうとか調べて、自作のテスト問題とかつくってくれたぞ？　やる？」

　続いてなにやら自作のペーパーを差し出してくれるのはグレン。冥王……どんだけ庶しよ民みん的な王様なんだよ!?　息子むすこの友達の為にテスト問題つくるマイホームパパみたいじゃないか……！　ありがたいけど！

「調子はどうです、反馬様、真ま壁かべ様。そうそう、お二人が元気になりそうな、中々よい成人向け雑誌が手に入ったんですよ。お受け取りになられますか？」

　まったく屈くつ託たく無い表情で打だ診しんしてくるのは聖法騎士団ホワイトリツターのヴァリア。

「「お受け取りになんないよ!?」」

　オレと店長代理は速そつ攻こうで拒きよ絶ぜつした。全く、公衆の面前で何いってるんだ!?

　そういうのは、後でこっそりみんなの見てないところでくれるのが騎き士し道どう精神ってもんだろ!?

「久しぶりだな、反馬。新しいダンジョンをつくったんだ。今度のはクリア成功率〇・〇二％の超難関……！　今すぐ勇気と一いつ緒しよにデリバリーに来ないか？」

「行くかー透ー？」

「行くか！　行きませんよ、行ってるヒマありませんよ！　ていうか何しに来たんですかあなた!?　そのお誘さそい完全自分本位ですよね!?」

　オレは叫さけぶが、

「久しぶりですね、ご無ぶ沙さ汰たしておりますみなさん！　最近、盗とう賊ぞく団相手に色々楽しい企き画かくやってるみたいですね！　私も、今度は私がリーダーになって、ピンク・スパイダー新しくしたんですよ。スポーツとしての万引き。今から一戦交えますか？」

　今度は、にっこり笑って回転のこぎりを取り出しながら聞いてくる元万引き犯、フジコ。

「交えないよ!?　てかそののこぎりじゃたぶん万引き成功絶対無理だから！　時間かかりすぎるから！」

　また自分本位、ていうかたぶん今デモン・イレブンが置かれた状況すら把は握あくしてない奴が一人現れたが、

「ったく仕方ありませんねぇ。そう来ると思って、いちおう、準備だけはしておきましたよ」

　何な故ぜか回転のこぎり片手に白雪も応戦。

　そう来ると思ってたの!?　つかこっちものこぎりで応戦すんの!?　それほんとにスポーツとしての万引き!?　ただのジェイソン対ジェイソンみたいな凄せい惨さんな戦いになるんじゃ……！

　ていうか──

「ツッコミに対して、ボケの数多すぎるだろ!?」

　ぜぇ、ぜぇ、さすがに息切れして、膝ひざに手を置きながらオレは突つっ込んだ。

　何なんだこの状じよう況きよう……!?

　さすがに今日はこちらに余よ裕ゆうがない。追い返そうかどうかオレはちょっと迷うが、

「お、そうだ！　これはついでだけどよ。透！　お前が前欲しいっていってた、七種族ぜんぶの全体種族占有率〇・〇一％以下の種族の資料？

　集めてきてやったぞ？」

　その瞬しゆん間かん。

　オレは耳を疑った。

「……え!?」

　他のデモンの四人もビックリしている。

「あ、集めてきたって……一体どうやって!?」

「いや。この前、デモンに行こうと思ったら。店の前で、偶ぐう然ぜん、この辺の面子メンツと鉢はち合あわせてな」

　あごに手をやりながら、デイン。

「それで、まぁ。ここにいる全員、デモン・イレブンに対して、色々思い入れがあることがわかって。意気投合してな。それで、ま。このメンバーで、協力して、色んな資料探すことにしてみたんだよ」

「そしたら、案外、なんとかなってな」

　嬉うれしそうにいうのは魔王。

「特に、世界中のダンジョンマスターに連れん絡らくがつけられるキング・オブ・ダンジョンマスターと、今最も注目を集める、裏世界を知り尽つくした盗賊団ピンク・スパイダー。そしてなんといっても、世界中に支部がある国家権力、聖法騎士団ホワイトリツターのメンバーがいたのが大きかったな」

　グレンが澄すました顔で教えてくれる。

　え……えぇぇ!?

　オレはダンジョンマスターとフジコとヴァリアに顔を向ける。

　あまり真ま面じ目めじゃなく見えたこの三人も、オレ達の店の為に協力してくれたっていうのか……!?

　でも、確かに、この三人は、本人の性格はともかく、所属してる場所自体は、なかなか普通ではない場所。

　この三人が手伝ってくれて、そこに、勇者と、魔王と、冥王の息子がいれば……そりゃ、たいていのマニアックな資料ぐらい、なんとかなるか……！

　感心していると、

「さぁ、手伝わせろや！　デモン・イレブンは俺達にとっても色々思い出の詰つまった特別な居場所。時間が許す限り、力になんなきゃ気がすまねーぜ！」

　勇者のそんな一言を皮切りに、

「そうだ。たまにはいいことをいうじゃないか、デイン」

「俺も同意見だ」

「聖法騎士団ホワイトリツターを代表して私も手伝おう！」

「仕方ない。ダンジョンに来る客デリバリーが無くなるのは勘かん弁べんだから俺も手伝うか」

「さっそくこの前の恩返しのチャンスですね！　だったら天の配はい剤ざいです、手伝わせてください！」

　全員、協力を申し出てくる。

　な、なんだよ。デモン・イレブンのこと思ってる奴やつ。店内だけじゃなく。店外──お客さんの中にも、こんなにいるんじゃないか……！

「仕方ない……」

　オレは溜息と共に決める。

　ちょっとやかましすぎるけど。

　この面々が、デモン・イレブンを守ろうとしてくれる仲間なら、そう簡単に追い返すわけにはいかないもんな……！

　手伝ってもらいますか！

　というわけで、一挙に増えた人数で、最後の追い込みをオレ達は開始した！




　　　　※




「う……うー、疲つかれた……よし、ここまでにしとくか……」

　そして──朝五時半頃ごろ。

　体力的にも、集中力的にも、充じゆう分ぶんやりきったと思えるところで、オレは一息ついた。

　店内を見ると──

　どーせ経済制裁中で誰だれも来ないのをいいことに、床ゆかに座ったままいつのまにか寝ねている白雪、勇気、店長代理の姿。

　店外を見ると、まだ日はでていないけど、夜はどうやら終わりつつあるらしく、暗がりなのにどこか清すが々すがしい雰ふん囲い気きの世界がそこに広がっていた。

　助すけっ人と異世界人達は、なんだかんだいいながらも、最後は五人だけにしてやろうとか思ったのか、日付が変わってしばらくして帰っていったのでもういない。

　結局、いい奴らだな、あの人ら……。

　というわけで、店内はかつてないほど、完かん璧ぺきの静せい寂じやく状態である……だったのだ、が。

「ちょ、ちょっと待って……」

　しかしそんな中だった。

　まったく清々しくない、髪かみはボサボサ、ゾンビのように疲ひ弊へいしてる顔色の女、九条麻ま衣いがフラフラになってこちらによってきた。

　あ、九条、まだ起きてたんだ。

「こ、このさ、超レア資料の中でも、最高位に超レア種。七種族の族長すら一目置くという、〝神鳥〟について、まだ誰も手ぇつけてないみたいだけど……大だい丈じよう夫ぶだと思う……!?」

　どれだけ一生懸けん命めいなのか、資料片手に聞いてくる九条。

「お前、ほんと、真面目だな……！」

　オレはさすがに驚おどろくが、

「だっていやじゃん」

　ぐいっとオレにさらに近づきながら、九条。

「最後ちょっと手ぇぬいたからって、それが原因で、デモン・イレブン潰れる、なんてことになったらさ」

　いうと九条は、レジの上に資料を置いて、オレの横に並んで、共に資料を見れる体勢をとってから耳元の黒くろ髪かみを束ね、

「ラスト一〇分！　一〇分だけ追い込みの追い込み付き合いなさいよ」

　必死の表情でいってくる。

　やれやれ。

　オレはちいさく嘆たん息そくする。

　オレはこの世で一番知っている。

　ここまでやる気になってしまった九条は、もう、誰にも止められないと。

「分かった分かった……」

　オレは仕方なくいうのだった。

「じゃあ一〇分といわず。気が済むまで勉強しよーぜ」

「ほんと!?　そうこなくっちゃ！」

　こうして、オレと九条は、その後もなんだかんだ大おお幅はばに延長して三〇分くらい、オレたち以外誰も動くものがいない店内で、二人だけで勉強会を行った。

「にゃは」

　どこからともなく、勇気の寝ね言ごとらしき声が聞こえた気がした。




　　　　※




「さて」

　それから少し寝た後──

　いよいよ、戦いの時がやってきた。

　午前七時五八分。

　静まり返った店内に、精せい霊れい族の女王と、巨きよ人じん族の女族長が立って、オレ達にいう。

「では、二分前になったので、再審しん査さの審査員として、もう一度ルールを確かく認にんさせていただきます」

　と、厳格な口調で精霊族の女王がいう。

「再審査の時間は、今日の八時から夕方五時までの九時間。その間は、経済制裁も中断しますので、デモン・イレブンは通常通りの営業が可能です」

　と、精霊族の女王。

「但ただし。その間。再審査員側で、一〇人、現在のデモン・イレブンのコンプライアンスのレベルをはかる為ための〝調査員〟を、こちらの任意のタイミングで店内に送り込みます」

　お高くとまった声で続いたのは、巨人族の女族長だ。

「〝調査員〟には、胸に赤いバッジがつけられています。このバッジをつけた客──〝調査員〟全すべてに、正しい接客が出来るか。それが再審査の内容です」

　そして精霊族の女王がいい、

「合格は、一〇人の〝調査員〟に対し、一〇人連続で正しい接客が出来た場合のみ。その場合、経済制裁は解除となります。

　逆に、一〇人のうち、一人でも接客に失敗した場合、再審査は不合格。経済制裁は継けい続ぞくとなります」

「条件は以上です」

「何か質問はありますか？」

　聞かれたオレ達は、顔をみあわせ、頷うなずいた。

「いえ──ありません」

　ここしばらくで、やれるだけのことはちゃんとやった。

　こうなったらもう、ジタバタせずに粛しゆく々しゆくと再審査に挑いどむのみである。

「わかりました」

　その返答に、二人の審査員は頷いた。

　精霊族の女王が、店内の丸時計に目をやる。

　時刻は七時五九分四五秒過ぎ──

　いよいよ、運命の時が近づいてきている。

「では、一〇秒前です」

「準備はいいですね？」

　その問いかけに、オレ達は頷く。

「七、六、五、四……」

　その時、店外に、客の気配が一気に膨ふくれ上がり始めた。

「三、二、一……時間です。ではこれより。デモン・イレブンの経済制裁に対する再審査を開始します！」

　告げるなり、バシュッ！　同時に姿を消す、精霊族の女王と巨人族の女族長。

　次の瞬しゆん間かん、ドドドドド──店外から、殺さつ到とうしてくる足音が聞こえてきた。

　もうこうなったら後あと戻もどりは出来ない──

　いつも以上に過か酷こくな状じよう況きようでのデモン・イレブンの一日がこうして始まった！




　　　　※




「ハッハー！　久しぶりだな〝双そう剣けん〟の！」

「それはこちらの台詞せりふだ〝十勇者〟」

「まぁ前置きはいらねーか……」

「そうだな……」

「久しぶりの四種のチーズのカルボナーラ……」

「「お前だけには渡わたさない!!」」

　ガキィ！　久方ぶりの開戦！

　店内には、なんだかちょっと懐なつかしくすらある熱気が、あっという間に戻もどってくる。

「エド！」

「リオン！」

「フッ、何年ぶりだろうね、君とこうして肩かたを並べて剣を構えることなんて──」

「まったくだ。けど俺が間ま違ちがっていた。これからは、光と闇の代弁者、新・天剣騎き士し団のツートップとして、そしてお前の親友として。俺がお前の剣となろう」

「エド……！　フフ。となると、さしずめ僕は君の盾たてかい？」

「ハハッ。……っと、おしゃべりはここまでのようだぞ、リオン」

「だね。記念すべき共同戦線、絶対守り抜ぬこう」

「このシーチキン巻きと納なつ豆とう巻きは……」

「僕達、新・天剣騎士団のリオンとエドが預からせてもらう！」

　おにぎりコーナーの前で布ふ陣じんしているのはいつもシリアスな喧けん嘩かを繰くり広げていた騎士風青年の二人。

　って、あれ!?

　あいつらいつのまにか和解してる!?

　くそ、店内混雑しすぎてその歴史的瞬間ちゃんと見れないのがやけに口く惜やしい！

　その他、

「ウェストニアの王よ、まだお前はお茶などという飲み物にこだわっているのか？　時代はコーンポタージュだ」

「お前は変わらんなインダストリアの……。あったかい飲み物の王は甘酒だということが何な故ぜわからない？」

「まぁいい」

「コーンポタージュも甘酒も」

「「全てわが国のものとすれば何ら問題はない！」」

　いつも来てくれる、兵を大勢引き連れた王様達も来てくれて、本当に、普ふ段だん着ぎの〝異世界コンビニ〟デモン・イレブンが戻ってきてくれた感が半はん端ぱじゃない！

　そして、そんな中。

　オレ達は、その中に混じる、胸に〝赤バッジ〟をつけた客を、次々捌さばいていく。

「来た……〝赤バッジ〟。行ったぞ九条！」

「わかってる！」

　今日、最初に店に来た赤バッジは、赤い兜かぶとに頭をすっぽり包んだ、上半身は人間、下半身は馬の身体からだを持つ生物、ケンタウロスだった。

　九条は、他の普ふ通つうの客に紛まぎれて自分のレジに並んでいたそのケンタウロスが持ってきたこだわりシェフのビーフシチューをレジで受け取り、

「お客様、大変申し訳ございません……当店では、この商品。文化的な問題で、お客様にお売りすることが出来ません。もしご入用でしたら、七種族族長クラスの購こう入にゆう許可証を発行していただいたのち、改めてご来店ください」

　あっさり、購入を拒きよ絶ぜつ。

「……！」

　その発言に、ケンタウロスは、しばし悔くやしそうな表情を浮うかべた後、

「合格」

　レジから離はなれていく。

　……しばらく待っても、再審査中止のアナウンスはどこからも聞こえてこないし。

　よし、たぶん〝調査員〟その一、撃げき退たいだ。

　あと九人……！







　次の赤バッジが来たのは、九時過ぎだった。

　現れたのは、かなりせかせかした様子の二足歩行の小さい蜥蜴とかげみたいな客、そして続けて、やけにガングロ厚あつ化げ粧しようのチャラそうなエルフ。

　まだ、店は混雑の余波が残っている。

　再審査審査員は。落ち着いて思考できない状況を狙ねらってきたのか、一気に赤バッジを二人送り込んできた。

　──が。

　腐くさっても、もう三ヶ月この環かん境きようで働いているオレ達である。

　この程度の混雑で、冷静な思考が出来なくなるほどヤワなバイトは、この店にはもういない。

「いえいえ。塔子のデータによると、お客様火か竜りゆう一族は、確かこの時期、アルコールは禁止でしたよね？

　またのお越こしお待ちしておりますね？」

「にゃはっ！　大だい丈じよう夫ぶだぜー、お客さんの種族は、まだ一週間、断だん食じきまでに余よ裕ゆうあるから！　遠えん慮りよなく買っていってくれよな！」

　白雪と勇気が、マニアックな竜族や、エルフ族がレジに来ても、まったく動じず、あっさり迎げい撃げきした。

「合格」

「合格」

　言い残し、悔しそうに去っていく赤バッジ達……！

　残り七人。




　次に来たのは、異様なほど大おお柄がらなフードの男と、髪かみが青色に染まった、珍めずらしい見た目のドワーフ。

　また二人来た！

　ここは、店長代理とオレが対応する。

「いえ、お客様、お客様は既すでに一〇〇七歳とのことですが、そのフードの被かぶり方。お客様の一族は、一八〇〇歳以下は未成年でいらっしゃいますよね？

　おでんなら売れますので、今日はおでんにしてみてください」

「お客様、本当によろしいのですか？　お客様はブルードワーフ……ここでお客様がこの煙草たばこを買うと、お客様は私と同どう性せい婚こんしなければならないですが……え？　絶対イヤ？　ですよね！　だったらおやめください!?」

　蓄たくわえた知識で、さらに二人撃破！




　そんな具合に、意外に順調に再審しん査さをクリアしていくデモン・イレブンだったが……さすがにそう甘くはないようだ。

　昼のピークを過ぎたあたり。

　思わぬ難敵が、店内に現れた。

「な……!?」

　絶句しているのは、店長代理。

　店長代理の前には──調味料の棚たなにあったニンニクチューブと、そして赤バッジだけが、宙に浮いた状態になっている。

　そしてその二つは、レジの前の行列が一人減るごとに、確かに、確かに、レジに向かってしっかり間をつめて迫せまってきているのだ。

「透とう明めいの生き物ってことか……!?」

　驚きよう愕がくする店長代理。

「透！」

　そして店長代理は、隣となりでレジを打っていたオレに聞いてくる。

「どうする!?」

「そ、そうですね……！」

　オレは答えに迷う。

　確かに、この世界には、もともと透明な種族がいくつかいるが。

　同時に、対象を透明状態にしてしまう魔ま法ほうも存在するって資料に書いてあった気がする。

　となると、元々透明な種族だと思って商品売って、けど実は魔法で姿消してただけの他の種族で、結果それでルールを破ったことになる、なんてことにもなりかねない。

　どうすれば……!?

「そうだ──」

　オレはふと、閃ひらめく。

「白雪！」

　そして、店内で商品補ほ充じゆうをしていた白雪を急きゆう遽きよ呼んだ。

「な、なんですかリーダー」

「白雪！　お前、赤外線とか利用して、あの透明なお客さんの正体見破れる装置つくれないか!?　あのお客さんが、レジにたどり着くまでに」

「ハァッ!?」

　白雪が怒ど声せいをあげる。

「む、無理に決まってるじゃないですか！　レジまであと一分もなさそうですよ！」

「じゃ、じゃあ、あのお客さんが、どういう種族なのか、もしくは、魔法で消えてるだけなのか、もともと透明なだけなのかわかるだけでもいいんだけど！」

　といいつつ、自分でも何無茶なこといってんだオレ、という気がしてきた。

　いくら白雪でも、こんな状じよう況きよう、こんな場所で、さっきよりは難度下げたとはいえ、そんなすぐにそんなトンデモ発明できたら苦労は──

「あ、それならできますよ？」

　白雪はさくっと答えてきた。やっぱできるんだ!?

「この塔子特製のナノ粒りゆう子しを店内にバラ撒まけばいいだけですから……ほら……」

　いいつつ、レジに置いてあったカラーボールを二つに割り、中に入っていたキラキラ光る粉を店内に漂ただよわせ始める白雪──すると、その粉は、店内のお客さんに少しずつ吸着していき──さらに件くだんの透明のお客さんの身体にも少しずつ吸着していき、そして──

　どっからどう見ても、四足歩行の竜の形が、ニンニクチューブを握にぎりしめて立っている姿が浮かび上がってくる。

「竜だ……！」

「つーことは、透明系の種族じゃねぇってことだな。竜族で、あの形。ガイガンアイアン種か！　ガイガンアイアン種はニンニク厳禁、しかもチューブも不可。てことは……！」

　順番が来たその客に対し、理由を説明し、お引き取りを願う店長代理。

「合格」

　するとその火竜は納なつ得とくしたように店から去っていき、そしてその後も、特に再審査の中止はアナウンスされない。

　再審査続行……！

　よし、かなりの難問を退けたぞ！

「いや、よくやったぜ白雪！」

　店長代理が少しホッとしたように息をつきながらいう。

「まぁ良かったです。こんなこともあろうかと、カラーボールにこういう機能持たせといて」

　同じくホッとするようにいう白雪。

　白雪の〝こんなこともあろうかと〟の精度の高さは、ほんといざという時頼たよりになる。




　午後四時。

　この辺になると、オレ達は再び安定した接客を展開できていた。

「にゃはっ！　ああ、あのエルフは、たぶん、ダークエルフと無印エルフとハイエルフとスノーエルフのクォーターだから、今はまだ断食の時期じゃないぜー？」

「そーね。あの精せい霊れいは、火と水が合体して生まれる精霊だけど、その場合、シキタリはまた別のものになるから、アルコールも売って大丈夫よ」

　まだ勉強を始めたばかりだし、全員が全員、全範はん囲いを完かん璧ぺきにマスターできてるかっていうとぜんぜんそんなことはないんだけど。

　全員、それなりに得意分野のようなものがあるから、自分がわからない奴やつが来た場合、答えがわかるヤツを呼び寄せて、その都度なんとかしていく。

　不ぶ恰かつ好こうだけど、これくらいなりふり構わず仕事して、異世界人にとってもこっちにとっても不幸せにならないような店目指さなきゃ、オレ達、この前の失敗から、何も学ばなかったことになっちゃうもんな……！

「ありがとうございました！」

　そうこういってるうちに、オレ達は、また二人、赤バッジを撃げき退たいしていた。

　なんだかんだ、これで一〇人中九人はクリア、残るは一人。

　定められてたタイムリミットの五時までも、一時間切ってる。

　いよいよラストスパートだ……！

「反馬！」

　そんな時だった。

　店内に、赤バッジをつけた、最後の調査員が姿を現した！




　そこに現れたのは──

（な、なんだコイツ……!?）

　白く丸い身体からだ。羽。

　黒い首。黄色い嘴くちばし。

　そして、丸い瞳。

（ニワトリ──!?）

　その、あまりに見覚えのある容姿に、オレ達は全員、逆に絶句した。

　そう。そこに現れたのは、どっからどう見ても、小学校の時、飼育小屋とかで目撃したニワトリだった。

　ざわっ！

　その瞬しゆん間かん、何な故ぜか、店内が騒そう然ぜんとなる。

「え？」

　不ふ審しんに思って騒然となった方を見ると、そこにいたのは、いつのまにまた来ていたのか、審査員の精霊女王と巨人族の女族長だった。
















　二人は、オレ達──というより、たぶん、今現れた、ニワトリの方をみて、口元を押さえ。何かが口から出そうになってるのを必死にこらえてるような表情をしている。

　な、なんだ……？

「何よそみしてんだ透！」

　みてると、よほど集中してるらしい。店内のどよめきには気づいてないらしい店長代理が、オレに注意を促うながしてきた。

「え？　あ、す、すいません！」

　オレは素す直なおに謝る。そうだよな……あれだって、何かしらの陽動作戦とかかもしれないんだし。

　今は、とにかく、再審査──赤バッジの客を、正しく接客することに集中しよう。

　オレは、みんなに混じって、レジに近づいてくるニワトリを観察する。

（ニワトリって……〝何族〟よ!?）

　焦あせった声で、最初にいったのは九条。

　うん……そう。まず、そこなんだよな。

　ヒト族、魔族。ドワーフ族に精霊族。巨人族に竜りゆう族にエルフ族……！

　どの種族のデータを頭で思い返してみても、そのデータは出てこない。

　可能性があるとしたら竜族……いや、魔族、だろうか？

「だ……誰だれか、自分の得意分野で、ああいう人、見たことねぇか!?」

　焦った声で意見を募つのる、店長代理。

「あたしが知る限り……エルフ族にはいないぜ？」

　最初に答えたのは、勇気だ。

　確かに──勇気がいうなら、エルフ族じゃないのか……。

「ヒト族と竜族でもないんじゃないですか？　塔子も知りませんし」

　白雪もいう。白雪のいうことも、本当だろうな。

「絶対とはいえねぇけど……魔族と巨きよ人じん族でもないと思うぜ。俺が思いだせる範囲で、あんなヤツは知らねぇ」

　店長代理もいう。

　これも、たぶん、正しいんだろう。

　この人、なんだかんだ、やる時はやる人だしな。

　となると、残るは、九条が専せん攻こうする精霊族か、オレのドワーフ族……!?

「反馬。どう？　私は……ごめん、わからない」

　悔くやしそうな顔でいってくるのは、九条。

「いたような気もするけど、いなかったような気も……！」

「オ、オレも一いつ緒しよだ……！」

　オレの、このニワトリへの第一感は、〝どっかで見たような気もする〟というものだった。

　見たことはない。

　けど、どっかで情報を仕入れたような気もする……どこかで……！

　そうこういってるうちに、オレと九条が立っていたレジに、そのニワトリが到とう達たつする。こだわりたまごのふわふわオムライスを携たずさえて……！

「「い、いらっしゃいませ！」」

（どうする？）

（──やるしかないだろ）

　オレと九条は目配せし、ひとまず、オレは九条にレジを打ってもらう。

　その様子を、他の三人が緊きん張ちようの面おも持もちで見守っていた。

　オレはサッカー（商品を袋ふくろに入れる役割）に回り、九条がレジに打った商品を袋に入れる体勢を取りながら、焦る。

（やばい……結局、答えがぜんぜん見つからないぞ……。このまま、一いちか八ばちか、この商品売って、それでＯＫが出る可能性もあるけど……。もし販はん売ばいＮＧだったら、再審しん査さは失格──）

　オレ達に課せられている条件が頭をよぎる。

　再審査に失敗したら、経済制裁は三年間もう解けない。

　オレ達のタイムリミットは、三ヶ月以内に〝本部評価Ｓ〟。

　ここで失敗したら、事実上、もうノルマ達成は不可能に近い……。

　ノルマ達成に失敗したら、デモン・イレブンは閉へい鎖さ……！

　オレ達は、この店を失うことになる。

　考えろ……！

　オレはプレッシャーを振ふり払はらって、必死に頭を働かせる。

　このニワトリ（？）に、こだわりたまごのふわふわオムライスを売っていいのか、閉鎖がイヤなら。必死に無い知ち恵え絞しぼって考えるんだ。

（冷静に考えてみよう）

　オレの第一感としては、このニワトリ。〝なんかどっかで見たことある〟だ。

　で、九条も、同じようなことをいってる。

　しかし、反対に、他の三人は知らないといってた？

（となると──）

　オレは、ある仮定にたどり着く。

　つまりこのニワトリについての知識は。他の三人は知らず、オレと九条だけが知ってる知識、って可能性があるんじゃないのか……？

　もしそんなものがあるなら……何故オレ達は、そんなものをもってるんだろう？

　今度はオレは、それを考える。

　異世界についての勉強を始めたのは、全員ほぼ横一線、勉強時間もだいたい同じで、五人で一緒に勉強してきた……なのに、オレと九条だけが持ってる知識がある……

（──待てよ）

　オレは、そこで、ハッとなる。

（五人で一緒に勉強……!?　そういえば、昨日、五人じゃなく。

　二人だけで勉強してた時間があったじゃないか！）

　正確には、今日の朝方。

　他の三人が寝ねた後、九条に動かされて、渋しぶ々しぶ、えらいマニアックな知識を……！

　なんだっけ……！

　なんだっけ……！

　そこまで思い出せるのに──肝かん心じんの、目の前の種族がどんな種族なのか、答えがぜんぜん出てこない。

　くそ。ここで答え出なきゃデモン・イレブン潰れるかもしれないのに。

　オレは結局、デモン・イレブンの何の役にも立てないのか……！　くっ……！

　あまりの窮きゆう地ちに、一瞬、頭が真っ白になるが、

「ちょっと、落ち着きなさいよ！」

　バシッ！

　その瞬間、いきなり後頭部を叩たたかれた。

　叩いたのは、九条。

「昔っから、一人で抱かかえ込んでテンパってよかったこと一度もないでしょ!?

　失敗したって誰も怒おこりゃしないわよ。まちがってもいいから、もうちょい、気楽に答えなさいよ！」

　不ふ機き嫌げんにいってくる九条。

「そ、それにもしそれでダメでもさ、わ、私が傍そばに──」

「思い出した──！」

　九条が何かいいかけていたが。

　オレの頭の中では革命が起こっていた。

「聞きなさいよ！　私のせっかくのツンデレ的なくだり！」

　九条が何かブチギレているが、

「それどころじゃないんだよ！　思い出した──今の九条の打だ撃げきで完全に記き憶おくが掘ほり起こされた。

〝神鳥〟じゃん、〝神鳥〟！　今朝勉強した！　超レア資料の中でも最高位に超レア種！　七種族に属さない、七種族にも一目置かれる珍めずらしい存在！」

　これで、色んなことが繫つながった。さっき審査員がどよめいてたのも、この人が来たからなんだ！　あれ？　でも、赤バッジ持ってるってことは、審査員が用意した調査員なんだよな？　なんで驚おどろいてたんだろ……。

「あっ！」

　と、そこで九条も思い出したらしい。

「思い出した!?」

「うん！　思い出した！〝神鳥〟は──」

「そう。好き嫌きらいを絶対に許さない厳格な性格。故ゆえに卵も喜んで食べる！」

　今朝、勉強した知識を引っ張り出すオレ達。

「ということは──」

　オレと九条は同時に顔を見合わせ、叫さけぶ。

「売っていいんだ！　こだわりたまごのふわふわオムライス！」

　オレは、お客さんが持ってきたオムライスを受け取り、

「こちらあたためますか!?」

　ドキドキした気持ちで聞く。

　神鳥は首を振る。

　オレはビニール袋ぶくろにこだわりたまごのふわふわオムライスを入れる。

「では──お会計、四四〇Ｇです！」

　九条がいう。

　神鳥は、羽の下から小銭を出し、オレ達に差し出した。

　九条が震ふるえる手で受け取る。

「ひぃ、ふぅ、みぃ……四四〇Ｇちょうどですね」

「こちらお品物です。スプーン中にお入れしておきますね」

　オレはそのビニール袋の取っ手を、神鳥に差し出す。

　神鳥は、羽で器用にそれを受け取ると、

「いやぁ、良い店じゃ」

　なんか、思いがけないくらいしわがれた声で、唐とう突とつに喋しやべりだした。

　うおお!?

「店内は清潔、店員は機き敏びんにして愛あい想そ良し、商品のクオリティは極きわめて高い……！

　しかもこの世界の文化を、この世界の人間より理解しようと努めている姿勢が見える。

　このような店を痛めつけるのは感心せんなぁ……！」

　ニッコリ、嘴くちばしを器用に湾わん曲きよくさせながら笑えみをつくっていう神鳥。

　ビクッ！

　その発言に、後ろで事態を見ていた審査員、精せい霊れい女王と巨人族女族長が背筋をピンと伸のばした。

「ま、しかし、ワシはもう隠いん居きよした身……何の発言力ももたん、ただのレアキャラか。ワシの意見など今さらとおるまい」

　そして優やさしい声でそういうと、胸から赤バッジを外し、それを精霊女王に飛ばして返した。

「いきなり飛び入り参加して悪かったのう。しかしワシは満足じゃ。この世界が、良き方向に変わっていっているのがみてとれた。

　そのバッジは、裏で待機していたスライムに返しておいてくれ。けっこうレアなスライムで、オオトリを飾かざるのにふさわしいからと気合いを漲みなぎらせておったが、無理やり借りてしまったでな」

　そういうと、神鳥は、その優ゆう雅が……とはお世辞にもいえない、小さな羽をはためかせ、

「では、また会おうぞ大いなる大地の子らよ……神鳥は、常にお主達と共にあるぞ」

　ピァァァァ！

　後光をきらめかせ、デモン・イレブンから飛び立っていった。

　なんて……なんて濃こい調査員だったんだ、一〇人目、神鳥。

　なんか、最後。完全にもっていかれちゃった感あるじゃないか……！

　調査員ってワク、完全に超こえてやがる……！

「けど、これで、一〇人終しゆう了りようしたぜ？　さぁ、どうなるんだ、俺達！

　経済制裁解いてもらえるんか!?」

　と、そこで、店長代理が叫ぶ。

　そ、そうだ。

　これで、いちおう、一〇人目終了！　再審査も終了。

　こっから、デモン・イレブンどうなるんだ……!?

　緊張の面持ちで、入り口のほうに目をやると。

　ドアが開く音と共に。

　ドワーフ王が、店内に、姿を現した──。




　　　　※




「……！」

　姿を現したドワーフ王、そしてそれを見て、精霊女王と巨きよ人じん族族長もレジ前に集まってきた。

　オレ達は緊きん張ちようを走らせる。

　最後の神鳥に関しては、良い店じゃ、としかいってなかったので、正解だったのかどうか、まだよくわかんないし。

　それにもし全問正解だったとしても、その後、デモン・イレブンをどうするか、決めるのはこの三人なのである。

　つまり、デモン・イレブンの今後は、今から決まる──！

「以上で──再審しん査さは終了だ」

　そんな中、入ってきたドワーフ王が、オレ達に告げた。

「全一〇問中。お前達が、こっちの世界の文化を壊こわすような接客をした回数は──

　ゼロだった」

　面おも白しろくなさそうにいう、ドワーフ王。

　お、おお！

　ということは！　最後含ふくめて、オレ達全員正解したのか！

「と、ということは……！」

　オレは期待をこめた声をあげるが、

「だが──」

　しかし、ドワーフ王は続ける。

「やはり、この店が危険だ、という俺の認識は変わらねぇ」

　力強くいいきる、ドワーフ王。

「この店は、ほんの少しの時間で、この世界そのものの在り方を変えちまいかねないモンを山やま程ほど売ってる。

　俺達の世界が俺達の世界じゃなくなるくらい、便利で面白ぇモンがギッシリ詰つまってる。

　この店の経済制裁を解くことには、俺は反対だ」

　はっきりそういい切るドワーフ王に、オレ達は言葉を失くす。何な故ぜなら……ドワーフ王のいう通りだ。異世界にとったら、デモン・イレブンなんてそんな存在のはずだし。

　オレ達は、肩かたを落として顔を見合わせる。

　ということは……デモン・イレブンはこのまま……！

「だから──」

　しかし、ドワーフ王は、いうのだった。

「今回は、仮かり免めんって形で、経済制裁を解いてやろう」

　不機嫌にいってくるドワーフ王。

「え……？」

「仮免……!?」

「そうだ。仮の営業許可免めん許きよ、略して仮免。これから三年間。俺達三部族は、お前らに、ここで営業することを認めてやる。ドワーフやエルフや巨人族の出入りも自由だ。

　まぁ……まさかの神鳥のとっつぁんまで現れてああいった以上、俺達も認めざるをえねぇしな……」

　ボリボリ頭をかきながらドワーフ。

「確かに、あれはビックリしたわね」

「いきなり店に入ってきた時はどうしようかと思いましたわ」

　そして精霊女王と巨人族の女族長も口々にそういってるが、

「え……!?」

　あの神鳥、やっぱり審査員達にも内ない緒しよで出てきてたのか！　というのも驚きだったのだが、オレ達はそれどころではない。

「そ、それって……要するに、仮っていってるけど。要は経済制裁解除してくれるってことですか!?」

「まぁな……ただし！」

　ドワーフ王は言葉が重なるほどの速度で注意してくる。

「もしお前達が、この三年の間に、また同じような失敗をしたり、または、今のような志がなくなったとみなされるような勤務態度になった場合。

　即そく座ざに経済制裁再開してやる。

　いいか？　つまり、今後のお前達次し第だいだ」

　ドワーフ王は厳しい口調でいってくる。

「それでもいいか？

　それでもいいなら……まぁ、仮免くらいなら、出してやろう」

　その言葉に、オレ達は顔を見合わせる。

「父ちゃん……！」

「ったく……素す直なおじゃないねぇ」

　そんなドワーフ王に。いつのまにか来ていたらしい、ドワーフ王子と、その母ちゃんがいっている。

「ありがとうございます……！」

　オレは、本当に心から感謝して頭を下げた。

　この店の危険性認にん識しきした上で、オレ達に、もう一度チャンスをくれるんだ、この人は……！

　だったらオレたちも、その期待に応こたえなきゃ。

　デモン・イレブンを、もっともっとこの世界にとってもいい店にしていこう。

「謹つつしんでお受けします……その仮免。それで、きっと、もっともっと素す晴ばらしい店にして、期待に応えてみせます！」

　オレはいう。しかしパパドワーフは肩をすくめた。

「別に期待なんてしてねぇよ。潰つぶれたら潰れたで別に俺ぁせいせいするんだからな。ま、約束だから、経済制裁だけは明日あしたから正式に解いてやるけどよ。

　さ、つーわけで、そろそろ帰るぞ、バカ息子むすこ、母ちゃん。帰ってメシでも食いにいこうぜ」

　いいながら、店から去っていくドワーフ王。

　それにならい、ドワーフ母ちゃん、ドワーフ王子、そして巨人族と精霊族の審査員達も帰っていく。

「終わった……！」

　その光景を見て、オレ達はようやく安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

　こうして、オレのミスから始まった今回の〝七種族経済制裁編〟は、なんとか、無事、一件落着で幕を閉じた……！
















　　　閉店エピローグ







　午前一一時三七分。

　普ふ通つうの一六歳なら、この時間、何をしているだろう？

　学校で授業中？

　保健室で休きゆう憩けい中？

　屋上でサボり中？

　もしかしたら──まだべッドの中に寝ねてる人もいるかもしれないが。

　今日のオレは、そのどれにも当てはまらない。

　今日のオレは、〝自室〟で。

　ゆっくり、疲つかれを癒いやしていた。

　今日は、なんと、オレは、超ちよう珍めずらしく……完全に〝非番〟なのである！

「ここは天国か……！」




　先日の〝七種族経済制裁編〟から一週間──。

　デモン・イレブンは、ようやく〝平常運転〟に戻もどりつつあった。

　いや、その表現は、正しくないか……。

　ハッキリいって。前以上に、客数が増えた状態で、復活しつつあった。

　最近の店の様子を伝えると、こんな感じである。

「先生……ハンマ先生！　このドワーフ族の生態について、私達に教えてくださらない!?」

　デモン・イレブン店内。

　レジに立ってるオレに聞いてくるのは、ムスコドワーフに、ムスメ精せい霊れいにムスメ巨人。

「いや、あの、お客様……！」

　オレは、ノートとペン片手に聞いてくる三人に、いうのだった。

「オレ、コンビニ店員で、先生じゃないですから……！　なんでオレに、しかも異世界人のことを聞くんですか!?」

「いやだって、この前の再審査の時の知識、みんな半はん端ぱなかったし……」

「けっこう、世界中で話題になったらしいですよ？　この世界の住人よりこの世界に詳くわしい異世界人達がいる店って」

「うちのパパも、わからないことがあったらここで聞けって……」

「なんでこんなことになってんだ……!?」

　そう──。

　あの後、あの事件のことは、どうやら新聞等に載のり……。

　デモン・イレブンは、〝私達が忘れかけていた文化を私達以上に大事にする店がここに〟とかって切り口で、またこの世界の新聞に載ったらしい。

　おかげで、以前は否定的だった保守層の異世界人の心も揺ゆり動かしたらしく、客数が、明らかに経済制裁喰くらう前より増えていたのだ。

　そんな中だけど、シフトの、ひょんなめぐり合わせで、オレは今日〝完全なる非番〟を手に入れたので。

　Ｓランクに向かってラストスパートする為ためにも、ゆっくり骨休めしていたのである。




「あぁ……ほんと癒される……」

　狭せまいワンルーム、店長代理と交代で使ってる（二人同時に部屋にいる時は、一人べッド、一人床ゆかで寝る）ベッドでうつ伏ぶせになりながら、オレは至福の声を漏らす。

「異常な三ヶ月だったからなぁ……」

　昨日で、異世界に来てからちょうど三ヶ月が経過───今日から四ヶ月目である（ちなみに、三ヶ月目は、あんだけ経済制裁受けたりしたのに、トータルの売上げは本部評価Ｂ＋相当だった。どんだけ経済制裁前後で売れてるんだよ……！）

「もう四ヶ月目か…………」

　オレはなんとなく、この三ヶ月を振ふり返った。

　まずいきなりこの世界に放り出されて──最初はぜんぜん客来なくて。

　店長代理がおでんで集客したり、オレがクレームに対処したりして、なんとか持ち直して。

　そこからは、立ち読み勇者、嘆たん息そく魔ま王おう。バイトの面接に、新商品の開発。

　冥めい界かいとの仲を何な故ぜかとりもたなくちゃならなくなったかと思えば……

　最近だと、エロ本騎き士しヴァリアが来て、強制的にオススメのエロ本をチョイスさせられて。

　勇ゆう気きと試練の塔とうに赴おもむき、結果、デモン・デリバリーがスタートして。

　白しら雪ゆきの指示で、万引き犯と激げき闘とう。

　九く条じようと、勇者と魔王のお茶ちや請うけの菓か子しについて奔ほん走そうしたこともあった。

　で、経済制裁……！

　冷静に振り返ったら……

　激動すぎるだろ、このバイト!?

「まぁ……でも……」

　ちょっと楽観的かもしれないけど。

　この激動も、そろそろ落ち着くかもしれない。

　オレはそんな風にも思えた。

　最近、異世界のこともけっこうわかってきたし。

　さすがに、この世界ではかなりの認知度を誇ほこってきてるような実感もあった。

　たいていの異世界ならではの騒動、みたいなのも随ずい分ぶん経験してきてるし……。

　さすがに、もう、そんな激動、オレ達が驚きよう愕がくするような展開も減っていくだろう。

　こんだけタフになってきたオレ達驚おどろかせる出来事まだあったら、むしろ異世界、たいしたもんだよ……！

　などと、ゆるゆるべッドの中で考えてた時だった。

　オレの妄もう想そうをブチ壊こわす、とてつもなく厄やつ介かいな騒動が巻き起こった。




　　　　※





　ドンッ!!






　いきなり、とてつもない振しん動どう、そして爆ばく音おん。

「な……なんだ!?」

　部屋の中で、べッドから放り出されて、オレは驚愕した。

　なんだ今の爆発……

　ちょうどこの部屋……っていうか、コンビニの真下で起こったような……。

　呆ぼう然ぜんとしていると、

　ダダダダダダ……！

　どこからか、こちらに向かって勢いよく走ってくる足音。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「反はん馬ま！」

　とくにノックもなしに、いきなり〝自室〟の扉とびらが開いた！

　あけたのは、黒くろ髪かみに白カチューシャの女、九条麻ま衣い！

「く、九条……どうかしたのか？」

　正直にいおう。

　オレはこの時、既すでに、心の中で、何かとてつもないことが起こってるんじゃないか？　そんな予感をビンビンに感じていた。

　でも、病は気から、じゃないけど。

　そんなこと口に出したら本当になりそうで怖こわいし。

　それに、いちおう、女子の前である。

　あと、ついさっき、これだけタフになったオレ驚かせたら、異世界たいしたもんだよ、とか、自分で自分にフラグたてちゃってるんで。

　つとめて、冷静に振ふる舞まっていた。

「は、反馬、お、落ち着いて聞いて!?」

　そんなオレに、九条が、明らかにただごとじゃないテンションでいってくる。

「う、うん……落ち着いてるよ」

「ほんとに落ち着いてる？」

「お……落ち着いてるって」

「そ、そう……。じゃあ、これから私が何いっても、驚かない？」

「驚かない驚かない」

「じゃ、じゃあいうわよ。絶対驚かないでね？」

　そう前置きした上で、九条は口を開く。

「さっきさ。なんか爆音、あったじゃん？」

「あ、あぁ……あったな。あれ、なんだったの？」

「わからない。けど。あの爆発の後、ウチの店に、どえらいこと起こってさぁ……」

　もはや、涙なみだぐんでるような表情でいってくる九条。

　さすがにオレも余よ裕ゆうがなくなってきた。

「どえらいことって何だよ!?　絶対驚かないから早く教えてくれー！」

「ほんとに驚かないのね!?」

「驚かない！」

「じゃあ教えてあげるわよ！」

　九条は吐はき捨てるようにいうのだった。

「海の上よ！」

　声を張り上げて九条。

「海の上！　あの爆発音した後、窓の外の景色が急に変わって……。

　店の外から景色確かく認にんしたら。

　デモン・イレブン。四方八方、全部、海に囲まれた、海の上に浮ういてんのよ!?」

　もはや絶ぜつ叫きように近い声でいってくる九条。

「う……海の上……!?」

　誰だれかが、呟つぶやいた。

「う……海の上ぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　オレだった。

　気づいたら、オレが九条に負けないくらい絶叫していた！

「はあああああああああああ!?　何いってんのお前、そんなわけ……はああああああああ!?」

「めちゃくちゃ驚いてんじゃない！　驚かないっていってたのに私以上に驚くんじゃないわよ！」

　九条が突つっ込んでくるが、

「お、驚くわぁぁぁ！　って……えええええええ!?　何その激動の展開!?」

　収まらない驚き。

　ただ、この時のオレはまだ知らない。

　この驚きなど、この後に待ち受けている驚きの、ほんの露つゆ払はらいに過ぎなかったことを……。




　さぁ、〝異世界コンビニ〟デモン・イレブン。

　まさかの海編？

　スタートである。








【To be continued】　









　　　あとがき







　前巻、一四ページやったあとがきが、二時間ちょっとで書けたのに対して、

　今回、三ページしかないあとがきが、既すでに延べ三日以上やってんのに未いまだちゃんと書きあがりません。

　なんなんや、このあとがき道の無む駄だな奥の深さ……！

　まぁ間ま違ちがいなく〝三ページやからこそ、本編並み……いや本編以上に密度の濃こい革新的でハイクオリティなあとがきを……！〟みたいな誰だれも望んでないぼくの勝手な気負いのせいなんですけど。

　けどこれ以上引っ張ったら担当のＲさんに、怒おこられるんで、もう、革新的でハイクオリティなあとがきとか目指さず、ふつうにあとがき書くか……。




　というわけで、『ここは異世界コンビニ　デモン・イレブン』第二巻です。

　いかがだったでしょうか。

　けっこう、ヘンな本なので、一巻出した時、はたして二巻出してもらえるのか……？

　不安やったんですが、読者のみなさまの応おう援えんのおかげで、売上げ的にもそんなに悪くなかったということで、無事、二巻を出せる運びとなりました。ありがとうございます！

　構造上、一巻が、異世界人を掘ほり下さげるのに専念したのに対し、

　この二巻は、五人の従業員にもぼちぼちスポットライトが当たりはじめる巻です。表紙も白しら雪ゆき塔とう子こですし。

　あとは、一巻つくる時、ネタはあったけど、一巻に入れられなかったネタがいろいろ入ってます。

　特に一話の〝女聖騎き士しが成人向け雑誌を買いに来る〟ネタは、もう、一巻の頃ころから、

「大楽さん。大楽さんが前いってたエロ本の話はまだですか!?」

　と担当さんから驚異的なプレッシャーにさらされ続けてたんで、入れられてよかった。

　それでいうと、あと、コンビニが出来たせいで売上げが激減したって憤いきどおる商人連合との死し闘とう、とかってネタも、未だ〝入れる入れる〟っていいつつこの二巻にも収録できてないんやけど……二巻のラストで、コンビニ、あんなことになってもうてるし。

　そのネタ入れられんのは、いつになることやら……!?




　さて、そうこういってるうちに、三ページ目に突とつ入にゆうしたので謝辞を。

　まずは編集Ｒさん。今回もありがとうございました。

　Ｒさんとは『テツワンレイダー』二巻からなので、これでもう一一冊目ですか……！

　ぼくの傾けい向こう、思想、言い訳、すべてを先読みして手を打ってくれるので、大変助かります。まずは三巻の原稿がんばります……！

　イラストの今こん野のさんもありがとうございました。

　担当さんから送られてきた、二巻の表紙、最高でした……！

　あと、一巻終わった後にやった打ち上げ、超ちよう面白かったですね。また理由つけて何かと打ち上げましょう。

　そして読者のみなさま。一巻ではお世話になりました。この二巻も何卒よろしくお願いします。三巻も出せると思うんですが、三巻は、普ふ通つうにいけば、夏になる前……雨が多くなる季節の前後くらいにはお届けできると思います（めっちゃボカすなぁ）。

　それまでお互たがい健康に気をつけて、またその頃、元気にお会いしましょう。では！








大だい楽らく絢けん太た





















ここは異い世せ界かいコンビニ　デモン・イレブン２




盗とう賊ぞくのお客きやく様さま、店てん員いんの目めの前まえで万まん引びきはおやめ下ください！







大だい楽らく絢けん太た
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